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序

　青森県教育委員会では、平素 よ り埋蔵文化財の保護 について

の措置 を講 じてお ります。

　三戸郡南郷村 に所在す る畑 内遺跡 は、平成 ４年度か ら八戸平

原開拓建設 に係 る世増 ダム建設 に伴 って当教育委員会が発掘調

査 を行 っている ものです。 この度平成 ４年度 の発掘調査の一部

について報告書が まとまり、これ を刊行す ることにな りま した。

　調査の結果による と、数多 くの縄文時代の住居跡や遺物が出

土 し、主に縄文時代の集落遺跡であることが判明 しま した。

　 この調査成果が広 く文化財 の保護 と研究 に活用 され、また地

域社会 の歴史学習や地域住民 の文化財保護の意識の高揚 につ な

がることを期待 したいと存 じます。

　最後 に、平素 よ り埋蔵文化財の保護 に対 し御理解 を賜 ってい

る農林水産省東北農政局八戸平原開拓建設事業所並 びに南郷村

教育委員会 と、発掘調査 の実施 と報告書の作成 にあた り御指導、

御協力 を賜 った関係各位 に対 しま して、厚 くお礼 申し上げます。

　平成 ６年 ３月

青森県教育委員会

　　　教育長　石　川　正　勝





例 　 　 　言

１　 本報告書は、青森県埋蔵文化財調査センターが平成 ４年度から発掘調査 を実施している八

戸平原開拓建設事業 （世増 ダム建設）に係る畑内遺跡の発掘調査報告書である。

２　 本報告書では、平成 ４年度に発掘調査 した中で、検出した遺構の内竪穴住居跡 と土坑及び

その出土遺物並びに東捨て場出土遺物 （石器）について報告するものである。なお、遺構 と

遺物 についてのまとめ、東捨て場出土遺物 （土器）、西捨て場出土遺物等についての報告は、

平成 ５年度調査分 とともに次回以降の報告書で行 うものである。

３　 本遺跡の青森県遺跡登録番号は６５００２番である。

４　 本報告書の執筆者名は、依頼原稿については文頭に、その他は文末に付 した。

５　 挿図の縮尺は、各図ごとにスケールを付 してある。なお、写真の縮尺 は統一していない。

６　 土層の注記は、「新版標準土色帖」（小山、竹原 ；１９９０）を参照 した。

７　 資料の同定 ・分析等は、次の方々に依頼 した。

　 火山灰分析　　　　　　　　　三辻　利一 （奈良教育大学教授）

　 放射性炭素の年代測定　　　　木越　邦彦 （学習院大学教授）

　 遺跡の地質 ・石器の石質同定　松山　　力 （八戸市文化財審議委員）

８　 発掘調査及び報告書作成にあたって、下記の諸氏から御協力 ・御助言 を得た （敬称略、順

不同）。

小林達雄、市川金丸、工藤竹久、小笠原善範、村木淳、藤田亮一、高田和徳、関豊、春 日信

興、杉山武、葛西励、高橋潤、古屋敷則雄、工藤利幸、遠藤正夫、田中寿明、瀬川滋、長尾

正義、石岡憲雄、舘野孝
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第 １章 は じめ に

第 １節　調査 にいた る経 緯

　畑内遺跡 （以下、本遺跡と言う）は、昭和４８年に青森県教育委員会が三戸郡南郷村に所在す

る遺跡として台帳登録 した遺跡 （６５００２）である。当時の調査によると、本遺跡は縄文時代前期、

中期、後期、晩期の遺跡とされている。

　八戸平原開拓建設事業のうち世増ダム建設に関する埋蔵文化財の保護について、八戸平原開

拓建設事業所 と青森県教育委員会との具体的な協議が始まったのは平成元年頃からである。

　その過程では、当該地区には周知の遺跡は本遺跡が知 られるだけであった。しかし、青森県

教育委員会ではダム建設予定区域内の埋蔵文化財については岩手県教育委員会と連携 しながら

その保護対策を進めてお り、再度分布調査 を行ったうえで青森県分の結論を出すこととなった。

　そのため、急遽青森県教育委員会では平成元年１２月２０日に畑内地区、２１日に世増地区の分布

調査を実施 した。その結果、畑内地区では畑内遺跡の範囲を拡大し、世増地区では砂子遺跡、

槻ノ木遺跡、筋久辺遺跡の３ケ所が新たに発見 された。

　平成 ２年 １月１８日に八戸平原開拓建設事業所の木元工務官が来庁 した際に青森県教育委員会

ではこの旨を通知すると共に、これらの件について度々青森県教育委員会では八戸平原開拓建

設事業所 と発掘調査についての打合せ を行 った。改めて、平成 ２年 ９月 ７日に世増ダム建設関

連の打合せ を青森県教育委員会が行い、平成 ３年度には筋久辺遺跡の発掘調査の実施すること

となった。

　次いで平成 ４年度には当初砂子遺跡の発掘調査が予定され、当センターでは現地確認調査を

行ったが、平成 ３年秋の大型台風による遺跡にいたる道路事情の悪化や、八戸平原開拓建設事

業所の諸般の事情により急遽畑内遺跡の発掘調査を優先 してほしい旨の通知があった。その段

階で、先の台風被害によって遺跡に至る道路事情が不安定になり、作業員等のバス輸送に従来

のとおり島守コースを利用するか別のルー トである軽米コースを利用するかの内々の調査を関

係機関と協議 しなが ら行った。

　平成 ４年 ２月には、具体的な発掘作業員募集要項を示して南郷村教育委員会にその募集を依

頼 した。

　新年度に入 り４月１３日に担当職員には現地状況を確認するとともに島守コースと軽米コース

を踏査させ、バス会社など関係機関と共に職員、作業員の通行に対する安全対策を検討するよ
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う指示 し、その相果、島守コースを採用することに決定 した。

　平成 ４年 ４月２３日には南郷村島守コミュニティセンターで雇用説明会 を開催 し、 ５月 ６日に

発掘調査 を開始 した。５月１５日には調査員等による畑内遺跡の発掘調査打合せ会議を開催 した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木）

第 ２節　調査要項

１　 調査 目的

　 八戸平原開拓建設事業 （世増 ダム建設）の実施に先立ち、当該地区に所在する畑内遺跡の

発掘調査 を行い、その記録保存 を図 り、地域社会の文化財活用に資する。

２　 発掘調査期間

　 平成 ４年 ５月 ６日 （水）から同年１１月１３日　（金）まで

　　 （当初予定平成 ４年 ５月 ６日から１０月２９日まで）

３　 遺跡名及び所在地

　 畑内遺跡

　　三戸郡南郷村大字島守字畑内 ４番地、ほか

４　 調査面積

　 対象面積　８，０００平方メー トル （発掘調査６，０００㎡、試掘調査２，０００㎡）

　 調査面積　５，０１６平方メー トル （内、試掘１，８００㎡）

５　 調査委託者

　　東北農政局八戸平原開拓建設事業所

６　 調査受託者

　　青森県教育委員会

７　 調査担当機関

　　青森県埋蔵文化財調査センター

８　 調査協力機関

　　南郷教育委員会、三八教育事務所

９　 調査参加者

　　調査指導員　村越　　潔　弘前大学教授 （考古学）

　　調査協力員　 高畑　繁昭　南郷村教育委員会教育長

　　調 査 員 高島 成侑 八戸工業大学教授 （建築史）

－ ２ －



　　　　　　栗村　知弘　八戸市田面木小学校長 （考古学）

　　　　　　上村　四郎　南郷村歴史民俗資料館研究員 （考古学）

　　　　　　瀧沢　幸長　八戸市文化財審議委員 （考古学）

　　　　　　松山　　力　青森県立八戸高等学校教諭 （地質学）

　　　　　　　　　　　　 （現、八戸市文化財審議委員）

　　　　　　向谷地芳久　八戸工業大学第一高等学校教諭 （考古学）

調査担当者　青森県埋蔵文化財調査センター

　　　　　　　調査第三課長　鈴木　克彦

　　　　　　　総 括 主査 　　木村鉄次郎

　　　　　　　主　　　事　　工藤　直樹

　　　　　　　調査補助員　　粕谷　晋治、福士　敦子

　　　　　　　　　　　　　　伊藤　弘子、斎藤　美穂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木村）
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第 ２章　遺跡の概要

第 １節　遺跡 と周辺地域 の地形 ・地質

松 山 　力

１．周辺の地形

　畑内遺跡は、岩手県境 に接する新井田川谷底部右側に開けた畑内小盆地の北半部にある。

　新井田川 （岩手県では瀬月内川と呼ぶ）は、北上山地北部の岩手県山形村平庭岳に源流を発

し、遺跡北方の八戸湾に注 ぐ全長８２ｋｍの二級河川である。最大支流は山形村大雪屋付近の山地

に源流を発する雪谷川で、岩手県北の軽米盆地を通 りぬけ、畑内南西方２．５ｋｍで新井田川に合

流する。

　遺跡南方の岩手県軽米盆地から遺跡北方 ４ｋｍの島守盆地 までの区間の雪谷川と、これが合わ

せる新井田川は、周囲の平頂丘陵を深 く刻み込んでつづ らお りに屈曲 して流れる、いわゆる穿

入曲流 となっている部分が多い。谷底か ら丘陵平坦面ないし緩斜面の縁までの、谷壁の高度差

は８０～１８０ｍで、谷壁の大部分は勾配が２５～３０°もの急傾斜地 となっている。谷底の大部分 は

両側を谷壁で挟んで水吉に隣接する青森県南郷村畑内、同村世増などの小盆地が開ける。

　雪谷川の合流点付近か ら島守盆地周辺 までの新井田川の東西に広がる平頂丘陵地は、東方の

階上岳 と西方の名久井岳を結ぶ線の周辺 とその北方に、東は太平洋岸から西は馬淵川にかけて

広大 に分布する洪積世最高位の蒼前平段丘に相当する丘陵で、遺跡周辺での頂部標高は２４０～

２７０ｍ程度である。

　 第 ３図は遺跡をほぼ中央に置いた東西 ５ｋｍ、南北３．５ｋｍの範囲のおおまかな地形区分図であ

る。図に見られるように、新井田川は県境の水吉 ・畑内から世増にかけて直線距離ほぼ ２ｋｍ区

間をＳ図型に曲が りくねって流れる。Ｓ字の底 （上流方）にあたる流路の左岸に水吉の小盆地

　（規模３００×５００ｍ）、対岸下流方に隣接 して遺跡の立地する畑内の小盆地 （規模３００～５００ｍ）

が続 き、Ｓ字の上半 （下流方）にあたる流路の内側 （右岸）にはやや広い世増の小盆地 （規模

約４００×１０００ｍ）が抱き抱えられるように開けている。いずれ も背後は高度差６０～１００ｍ、また

川を挟む対岸は高度差８０～１５０ｍの急傾斜地 となっていて、東方の不習周辺や西方の七枚田周

辺に広がる平頂丘陵の緩斜面部に漸移する。

　 畑内の小盆地の南部では南東方か らやや大 きい谷 （全長 ５ｋｍ）が流れ下って新井田川と合流

し、小盆地の北部では北東か ら小さい谷が流れ下 って小盆地の北部に位置する畑内遺跡の北縁

で新井田川に注 ぐ。また、水吉南縁の新井田川と畑内に南方か ら下る谷の小盆地への出口付近

－ ６ －



では、それぞれ南南東から並行 して下る小 さい谷が合流する。いずれ も谷の出口に近づ くにつ

れて急斜面部の深さが１００ｍ以上にもなる峡谷である。

　遺跡の西縁 を北上する新井田川は、遺跡の北方では両側から谷壁の斜面が迫 り、遺跡の４００ｍ

ほど先か ら流路が半時計まわ りに旋回 し、１８０°も流路の方向を曲げて南南東方に向かう。こ

の部分の左岸 （東側）には、幅１５０ｍ、長さ５００ｍほどの沖積地が開けている。ここには、平成

３年度に発掘調査 された筋久辺遺跡がある。この沖積地の南端部から、新井田川の流路は北西

に大 きく折れ曲が り、世増小盆地の西縁か ら北縁へ と時計 まわ りに方向を変えて通 りぬけ、流

路を北に変えて島守盆地に向かっている。

　畑内遺跡の西縁から筋久辺遺跡の西縁までの区間で、反対向きに流路を曲げる新井田川に三

方を囲まれた部分には、西方の平頂丘陵地の東縁から、削剥されて平坦面をほとんど失った山

稜状の急傾斜地が半島のように北北東に突 き出している。この部分の幅は２００～３００ｍで、稜線

部の谷底からの比高は７０～９０ｍにもなる。

　畑内の小盆地は、洪積世の中位段丘と低位段丘、沖積世の上位段丘と下位段丘の４段の段丘

で構成 されている。

　洪積中位段丘は小盆地の南東部にあ り、東側に蒼前平段丘を削剥 した急斜面が接 している。

北半は、北方から西方へ ４～８°の傾斜で下 る緩斜面がほとんどであ り、北側に接する洪積低

位段丘に漸移する。南半には、頂部に東西幅４０ｍ、南北長８０ｍ程度の平坦面があって、その西

方の沖積段丘上位面との間の段丘崖は、標高差２０ｍ程度の急斜面となっている。

　沖積低位段丘は小盆地中部から北部の途中まで東側 ３分の ２ほどを占めている。

　沖積上位段丘は、洪積低位段丘の南西の裾か ら洪積中位段丘の西側急斜面の裾までの南西方

を占めるほか、洪積低位段丘の中間部を西か ら東へせ り上が り、中ほどで高度の等 しい洪積低

位段丘の緩斜面に漸移する。

　沖積下位段丘は、以上の段丘の西縁 と新井田川 との間を、南から北へ幅を４０ｍから１１０ｍへ

と広げる。洪積低位段丘の北裾で東に折れるが、その対岸 にも小規模 な相当段丘がある。

２．遺跡 と周辺の地質概要

　周辺地域の基盤は先第三系の石灰岩 ・チ ャー ト・粘板岩 ・砂岩 ・輝緑凝灰岩などである。そ

れらを第四系洪積統の段丘砂礫層 ・褐色火山灰 （ローム）層．火山灰流凝灰岩などが覆い、そ

の上に沖積統の黒色土層類や河川堆積物がのっている。

　遺跡の対岸の平頂丘陵から北北東に突 き出す山稜状の急傾斜地には、筋久辺遺跡 との間で石

灰岩、チ ャー ト、粘板岩、輝緑凝灰岩などが露出し、背後の急傾斜地は砂質の輝緑凝灰岩で、

そこから崩落 した岩塊は急傾斜地の裾に崖錐堆積物 として堆積 している。
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　遺跡をのせる洪積低位段丘は、隣接の水吉小盆地の相当段丘とともに、火山灰流凝灰岩を本

体 とするいわゆるシラス台地である。火山灰流凝灰岩の上位はその再堆積による砂層で、その

上を沖積統の黒色土層類 （腐植土層）が覆っている。火山灰流凝灰岩は、その中に包含されて

いた天然木炭の１４Ｃ年代の測定の結果、１４４８０±２１０年前および１３４７０±２００年前の値を出してい

るので、洪積世末期に十和田火山から噴出し、四方に火砕流となって流下 した八戸火山灰流の

一部 とみなしてよいであろう。

　黒色土層類の下部には南部浮石層が、中位には中掫浮石層が挟まれる。南部浮石の降下時期

については、１４Ｃ法による８６００±２５０年前の測定例がある。

　中掫 浮石の降下時期は、最近各地の直上 ・直下の土層年代測定例や遺物 との関連か ら、円筒

下層 ｃ式相当年代 もしくは ｄ式土器相当年代の前半頃と堆定されてきたが、畑内遺跡の遺物包

含層層位 と包含土器型式により、円筒下層 ａ式土器相当年代の直前、縄文時代前期中頃の前半

頃と堆定されるにいたった。岩手県二戸市の中曽根遺跡では、中掫浮石層の直下に大木 １式相

当土器や大木 ２ｂ式土器が出土 している。 （１９８１．中曽根 Ⅱ遺跡発掘調査報告書本文編．二戸

市教育委員会。１１７～１２６頁）。

３．発掘調査区域の地質層序

　今回発掘調査 された区域は、東側平頂丘陵の急斜面下に続 く洪積低位段丘の北半部平坦面の

北側と、その西側から北側にかけての斜面 （段丘崖）である。

（１） 平坦面部

　第 ４図は発掘区域南縁部の東端部付近で、南部浮石以上の部分に深堀部分 を合成 した標準土

層図である。この区域では、土層を上か ら下へ、Ⅰ層からⅩ層 までの１０層に区分 した。

　Ⅰ 層は、厚さ１２～２２ｃｍの黒色 （１０ＹＲ２／ １）土層で、砂礫の多い耕作土 （表土）である。

　 Ⅱ層は、厚 さ１２～３２ｃｍの黒色 （１０ＹＲ１．７／ １）土層である。粒径数ｍｍ程度の堅い灰白色浮

石を含んでいる。この浮石は十和田ｂ降下火山灰 を構成す る浮石が散 らばったものである。そ

のほかに、無数の白色微粒鉱物が含まれている。

　 Ⅲ層は、厚さ１０～２０ｃｍの黒褐色 （１０ＹＲ３／ １）土層である。粒径平均数ｍｍ程度の浮石のほ

か、中掫浮石層由来の砂粒大浮石粒が、含有割合は下位層に比べて少ないなが ら含 まれている。

そのほか、随所で円筒下層式土器片が出土する。

　 Ⅳ層は、厚 さ２５～５２ｃｍの黒褐色 （１０ＹＲ２／ ２）土層である。中掫 浮石層由来の砂粒大の浮

石粒がきわめて密に含 まれるほか、粒径数ｍｍ～２ｃｍ程度の浮石が散在する。周辺の本層中には、

砂粒大浮石粒の密集する中掫浮石層が部分的にそのまま残されて、厚さ１０～２０ｃｍ、横幅１０～数

十ｃｍ程度の黄色浮石塊 として断続する部分があ り、中掫浮石浮石降下時期 とそれに続 く時期に
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形成 された土層であることを示 している。

　Ⅴ層は、厚 さ１５～４０ｃｍの黒色 （１０ＹＲ２／ １）土層である。下半ほど密に、南部浮石層に由

来する粒径数ｍｍ～２ｃｍ程度の、灰白色ないし明褐色の浮石 を含んでいる。

　Ⅵ層は、厚 さ３０～５０ｃｍの南部浮石層である。色調は上から下へ、褐色 （１０ＹＲ４／ ６）から

黄褐色 （１０ＹＲ５／ ８）土～黄橙色 （１０ＹＲ７／ ６）～浅黄橙色 （１０ＹＲ８／ ４）～灰 白色 （１０

ＹＲ８／ １）へ と漸移する。粒径が普通数ｍｍ～ ２ｃｍ、最大 ５～ ６ｃｍの浮石の密集層で、膠結が

弱 くくずれやすい。間隙は粒径 １～数ｍｍの火山岩片で満たされている。

　Ⅶ層は、厚 さ１２～２０ｃｍの黒褐色 （１０ＹＲ２／ ３）土層である。粘性に富み、粒径数ｍｍ～２ｃｍ

の浮石がごくまばらに散在する。下位の土層が完全に腐植土化 した土層である。

　Ⅷ層は、厚 さ２２～２６ｃｍの、平均的ににぶい黄褐色 （１０ＹＲ４／ ３）土層であるが、色調は上

から下へ明るさを増す。砂粒大浮石粒の多い粘土質土層で、粒径数ｍｍ～３ｃｍで黄橙色 または灰

白色の浮石が、上から下へ より多 く含まれる。下位の土層がやや腐植土化 した土層である。

　Ⅸ層は、厚 さ２２～２５ｃｍの褐色 （１０ＹＲ４／ ４）土層である。砂粒大浮石粒の多い粘土質土層

で、粒径数ｍｍ～数ｃｍで黄橙色 または灰白色の浮石が多数含まれる。

　Ⅹ層 は、ところどころに厚 さ数ｃｍの浮石層を挟む水成の砂層で、おおむねにぶい黄橙色 （１０

ＹＲ６／ ４） を呈する。下位に存在する火山灰流凝灰岩 （シラス）の再堆積物で、厚 さは周辺

の段丘面の縁や遺構壁にあらわれた相当層から １～２ｍほどと堆定 される。

　東側の急斜面の縁から数ｍの範囲には、斜面か ら崩落 した径数ｃｍ～数十ｃｍまでの礫が累積 し

ている。特 にⅥ層 （南部浮石層）の直上からⅢ層までの相当部に多 く、やや離れたところにも

Ⅴ層とⅣ層の境界部、Ⅳ層 とⅢ層の境界部などに、径１０～６０ｃｍの角張った礫が点在する。

　一方、発掘区域の中央部から西と北の平坦面の縁までの区域ではⅡ ・Ⅲ層が尖滅 し、欠如し

ている部分が多い。

（２） 斜面部

　第 ５図は、洪積低位段丘北側の段丘平坦面縁から沖積面 まで下がる斜面部 （段丘崖）の土層

断面概略図である。斜面部は水成の二次堆積層を含む火山灰流堆積物が削剥されてできた埋没

段丘崖を、以後の黒色土層類が覆っている。

　斜面の上端か ら下端までの標高差 はほぼ５．５ｍで、斜面の大部分は平均傾斜角１０°程度であ

るが、斜面の先端部数ｍはごく緩やか、ないしはほとんど水平な平坦面となり、最先端は標高

差１．８ｍ程度、平均傾斜角約３０°の急斜面 （崖）で沖積面に接する。

　埋没段丘崖の前方に、南部浮石層 ・中掫浮石層 を含む黒色土層類が傾斜 した状態で下位層か

ら順次にのり、これらを削剥 してで きた緩斜面を平坦面から連続するⅠ層が覆っているので、

Ⅰ層の直下には、斜面を下るにつれてより上位の土層が現われ、上位の層ほどより低い場所に
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現われている。

　埋没段丘崖を覆う土層は、土質 ・土色 ・包含物などの特徴 により２０層以上に分けられる。

　 Ⅰ層は、厚 さ５～２５ｃｍの黒褐色 （７．５ＹＲ２／ ２）土を主 とする表土層で、斜面部と下位の

沖積段丘面のすべてを覆う。

　 Ⅰ層 と、Ⅱ層相当層 とに挟 まれる部分の土層は ８層程度に分けられるが、その最上位の黒褐

色 （１０ＹＲ２／ ３）土層は斜面下方へ厚さを増 して、斜面部の先端で厚さが １ｍにもなる。そ

の下の黒褐色 （１０ＹＲ２／ ３）土層も最大層厚が６０ｃｍにもなり厚い。さらに下位の土層はいず

れも最大層厚は３０ｃｍ以下で薄 く、中位の暗褐色 （１０ＹＲ３／ ３）土層以外は、色調は微妙に変

化してはいるが、おおむね黒褐色土層で、粒径数ｍｍ～２ｃｍ程度の浮石が多量に混入する部分が

多い。これらの合計層厚は、先端部で最大１８０ｃｍ程度で、いずれも斜面上方に向け薄 くなり、

斜面の中ほどまでの間で尖滅する。これらのほとんどは弥生時代以降に堆積 した土層であると

みられる。

　平坦面部のⅡ層に相当する土層は、厚 さ１０～２０ｃｍ、最大３０ｃｍ程度の黒色 （７．５ＹＲ２／ １）

土層で、粒径数ｍｍ～２ｃｍ程度の浮石がかなり多 く混入するほか、十和田 ｂ降下火山灰層相当の

堅い灰白色浮石 （粒径数ｍｍ）が散 らばっている。

　平坦面部のⅢ層に相当する土層は ２層 に大別 される。上部は厚 さ２５～６５ｃｍの黒色土 （７．５Ｙ

Ｒ２／ １）層 と、その下の厚 さ１０～３０ｃｍで若干の土器片を含む同色土層とで構成され、粒径数ｍｍ

～２ｃｍの浮石を多量に含んでいる。両層の間には一部分に極暗赤褐色 （５ＹＲ２／ ３）土層が

レンズ状に挟まれる。下部は大量の土器が出土する土層で、上から下へ、浮石が散らばる黒褐

色 （１０ＹＲ２／ ２）土層 （厚さ２０～３０ｃｍ）、極めて多量の浮石と多量の炭化物を含む黒褐色 （１０

ＹＲ２／ ３）土層 （厚 さ２０～３０ｃｍ）、浮石 と炭化物 とを多量に含んでいる黒褐色 （７．５ＹＲ２／

２）土層 （厚さ１５～３５ｃｍ）、中掫 浮石起源の砂粒大浮石や炭化物がかなり多 く含 まれるほか普

通の浮石 も多い黒褐色 （７．５ＹＲ３／ ２）土層 （厚さ１０～２５ｃｍ）の順で重なっている。中で も

最下部層には、折 り重なるように大量の土器が密集 し、哺乳動物の骨を多量に含む。下部層の

合計層厚は１２０ｃｍ前後、含 まれる浮石の粒径 は中掫 浮石起源の浮石粒 を除けば数ｍｍ～数ｃｍで、

南部浮石層に由来するものが大部分である。

　平坦部のⅣ層に相当する部分は厚さが２０～３０ｃｍで、色調が上から下へ灰黄褐色 （１０ＹＲ４／

２）から明褐灰色 （５ＹＲ７／ １）へと漸移する中掫浮石層である。中掫浮石層の直下には、

傾斜部上半で中掫浮石起源の浮石砂が混合 した、厚さ４～１５ｃｍの黒褐色 （１０ＹＲ２／ ２）土層

が付属する。中掫 浮石層の下底付近には、薄い暗色帯 （厚 さ１ｃｍ前後）が挟 まれている。暗色

帯は、中掫浮石層の浮石砂が密集 している部分で、砂粒の間隙を黒色土が充填 し、上下の境界

面は明瞭で平滑な面となっている。これは、大地震か、豪雨、あるいはそれらの同時発生で、
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中掫浮石層下底と直下の土層の不連続面を滑 り面 として生 じた地滑 りによる一種の断層破砕帯

とみられる。このような例は、八戸市の牛ケ沢遺跡など、八戸市域やその周辺のい くつかの遺

跡でも観察されている。

　平坦部のⅤ層に相当する部分は、上部層、中部層、下部層の ３層に分けられる。上部層 は、

厚さ１５～３５ｃｍの黒色 （７．５ＹＲ１．７／ １）土層で、浮石を多量に含んでいる。中部層 は、下部層

を欠 く部分での厚さは２５～６５ｃｍ、下部層の厚い部分で１０～２０ｃｍで、極めて多量の浮石を含んで

いる。下部層は、下位層 （南部浮石層）から漸移する、厚 さ最大４０ｃｍの暗褐色 （７．５ＹＲ３／ ３）

土層で、一層多量の浮石を含んだ粘土質土層である。 これら３層に含 まれる浮石 は、普通粒径

数ｍｍ～ ２ｃｍ、最大粒径 ５ｃｍ前後で、南部浮石層に由来する。

　平坦部のⅥ層に相当する部分は、厚さ１５～４０ｃｍの南部浮石層である。色調は上から下へ、橙

色 （２．５ＹＲ７／ ６）～淡赤橙色 （２．５ＹＲ７／ ３）ないし灰白色 （７．５ＹＲ８／ ２）へと漸移

する。一部に水底堆積 を思わせる薄層理が見 られる部分があるが、全体としては産状、構成砕

屑物 （浮石や岩片）などの特徴 は平坦部 とほとんど変わらない。

　平坦面から斜面に遷移する部分には、段丘の本体 を構成する火山灰流凝灰岩 （シラス） とそ

の二次堆積物が削剥されて形成された段丘崖が埋没 している。埋没段丘崖の平均傾斜は、４５～

５０°にもなる。この部分に懸かる南部浮石 とその上の土層群の平均傾斜 は、２０～３０°となって

いるので、この部分に関する限 り、南部浮石降下時期 までは、 しばらくの期間腐植土の形成は

ほとんど進まなかったとみられる。

　埋没段丘崖に懸かる火山灰流凝灰岩起源の二次堆積物は、褐色 （１０ＹＲ４／ ６）～明黄褐色

（１０ＹＲ７／ ６）の砂層で、上部に粒径数ｍｍ～ ２ｃｍの浮石がかなり多 く含まれ、下方に少なく

なって火山灰流凝灰岩に漸移する。

　火山灰流凝灰岩は、大部分がにぶい黄橙色 （１０ＹＲ７／ ３）～灰白色 （１０ＹＲ８／ ２）を呈

する。砂～シル トサイズの火山灰で構成 され、粒径数ｍｍ～数ｃｍの同色浮石がまばらに含まれて

いる。 また、随所に直径数～十数ｃｍの太 さの植物樹幹ない しは枝の天然木炭を含んでいて、そ

の一部が １４Ｃ年代測定の試料 に供された。
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第 ３章　調査の方法

第 １節　調査の方法

１　 調査区の設定

　 畑内遺跡の発掘調査 は、遺跡のなかで広い平場を有 し、かつ最 も標高が高 く遺構 ・遺物が

集中 している可能性が考えられた遺跡の北側から進めることとした。一方、畑内遺跡は６万

平方メー トルにのぼる広大な面積 を有する遺跡であり、南側では一部遺跡の範囲が不明確な

ところもみられたので、発掘調査 と並行 して遺跡の範囲確認のための試掘調査 も併せて実施

する予定であった。そこで、遺跡全体を総合的に把握するため、遺跡に２０ｍ単位でメッシュ

をかけて区割 りすることとした。なお、遺跡の範囲が広範囲にわたることと、遺跡の北端 と

南端で調査を並行 して進めることも想定されたので２０ｍごとの基準杭を打つこと、及び基準

点 ・水準点測量は測量会社 に委託 して行うことにした。

調査区の設定は座標北を基準に、 ４×４ｍを １単位 とし、東西方向をアルファベ ット２文字

で東から西へＡＡ、ＡＢ、ＡＣというように、また、南北方向を北から南へ算用数字で表し、

両者の組合せ （北西隅）で呼称 した。

２　 発掘調査

　１）グリッド単位で発掘区を拡張する方法を採った。

　２）粗掘 りは、層位 ・段階的に進め、遺構 ・遺物を確認 してから、下層の掘 り下げについて

　　判断 した。

　３）試掘的に先行 して部分的に粗掘 りを進め、遺物の出土のみられない地域は一部重機 も併

　 用 して粗掘 りを行った。

　４）土層観察は、各地点ごとに南北方向と東西方向にそれぞれ土層観察用のベル トを設定し

　　た。

３　 実測図の作成

　１）遺構については、４分法 ・２分法によって土層観察用のベル トを設定 し、精査 した。

　２）遺構の実測図 （平面図 ・断面図）は、住居跡 ・土坑は縮尺 １／２０、屋内炉 ・屋外炉は縮

　 尺 １／１０を原則として作成 した。
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　３）遺構内出土遺物については、遺構の実測図と同縮尺を原則 とし、必要に応 じて分布図 ・

　　断面図等を作成 した。

　４）遺構外出土遺物については、復元可能土器及び口縁部大破片はレベル ・ポイントを記録

　　し、他は原則として各層ごとに各グリッド単位で一括 して取 り上げた。

　５）調査区の基本土層については、必要に応 じて縮尺 １／２０の実測図を作成 した。

４　 写真撮影

　１）遺構については、確認状況 ・土層断面 ・遺物出土状態 ・完掘状況等 を中心に撮影 した。

　２）その他必要に応 じて、基本土層、遺跡の状況、調査状況についても記録 した。

　３）使用カメラは３５ミリ小型カメラで、フィルムはモノクロ ・カラーリバーサル （スライ ド）

　　を主に使用 した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （木村）

　第２節　調査の経過

　平成 ４年 ５月 ６日に調査機材搬入 ・プレハブ設置を行った。調査対象地区は数年前 まで畑地

であったものであるが、雑草が茂っており、草刈から調査は始 まった。２０ｍごとのグリッドの

基準杭は、委託作業によって既 に打 たれていたので、それを基にして４ｍごとのグリッド設定、

粗掘 りと作業は進められていった。

　粗掘 りは調査対象地域の東側より開始 し、順次西側へと進めていった。表土である黒土が所々

大きく土取 りされている部分が各所でみられ、それらの地域では円筒土器の破片が散在 してい

た。粗掘 りを進めるにつれ、竪穴住居跡 ・土坑等が姿 を現 し、縄文時代前期の集落の様相 を示

していた。ＣＡ―４から南東方向にかけて約８００平方メー トルの縄文時代前期の円筒下層式土

器の捨て場 （東捨て場と呼称）が検出され、多量の土器が出土 した。

　 ７月頃になると次第に対象地域の西側に発掘調査 も移 っていったが、ＡＺからＢＪにかけて

の北斜面のＢＥ―４～８にかけて トレンチを入れたところ多量の円筒下層式土器が出土 し、前

期の捨て場であることが判明 した （西捨て場 と呼称）。

　 この捨て場は、面積が９００平方メー トルで多量の土器 とともに獣骨 ・魚骨等が出土 したこと

で注 目された。獣骨にはイノシシ ・シカ ・ウサギ ・ムササビ ・クマがあ り、魚骨にはマグロ ・

タイ ・ヒラメ ・スズキ ・サケ ・サメ等がみられた。

　 また、縄文時代前期の遺構だけでなく弥生時代前期の砂沢式の竪穴住居跡も検出された。
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　遺跡南方の試掘調査では、対象地域が約 ２万平方メー トルで うち１，８００平方メー トルを一部

重機 を併用 し試掘調査 し、その結果遺跡の面積が６６，０００平方メー トルとなった。

　当初の予定では、１０月２９日まであったが、多 くの遺構の検出、多量の遺物の出土のため１１月

１３日まで調査期間を延長 して現地調査を終了した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木村）
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第 ４章　調査の概要

第 １節　平成 ４年度検出遺構と遺物

１　 竪穴住居跡

第 １号住 居 跡 （第 ７ ・８ ・２５～２８・５０・５２・５４・５７・５９・６０・６４・６５図）

〈位 置〉　 ＢＷ ・Ｂ Ｘ ― ８ ・９グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉　 黒 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉　 第 ２号 ・４号 ・５号 ・１０号 ・１４号 ・２０号 ・２１号 各 土 坑 及 び第 ６号 住 居 跡 と重 複 して

い る。 第 ２号 土 坑 の 覆土 上 部 に石 囲 炉 が 構 築 さ れ て い る こ とか ら本 住 居 跡 が 第 ２号 土 坑 よ り新

し く第 ４号 土 坑 が 本 住 居 跡 を切 って い るの で 第 ４号 土 坑 が本 住 居 跡 よ り新 しい もの で あ る。 住

居 跡 の床 面 で の 土 坑 の確 認 な の で 、 第 ５号 ・１０号 ・１４号 ・２０号 ・２１号 の 各 土 坑 の い ず れ よ り も

本 住 居 跡 が 新 しい と思 わ れ る。 第 ６号 住 居 跡 と は新 旧 関 係 は不 明 で あ る 。

〈規 模 〉　 東 西 ７．１０ｍ ×南 北 ６．６０ｍ 、深 さ６０ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 か な り不 整 な形 、 どち らか とい う と楕 円 形 に近 い。

〈覆 土〉　 ５層 に区 分 され た 。 自然 堆 積 と思 わ れ る。

〈壁 〉　 深 さ６０ｃｍ、 床 か ら なだ らか に立 ち上 が る壁 で あ る。

〈床 〉　 中 央 部 が 最 も低 くな って お り、 緩 や か な椀 状 を呈 して い る。

〈炉〉　 床 面 中 央 部 に 直径 ３０ｃｍ程 の 石 囲 炉 が み られ た 。石 囲 の 内 部 に は深 鉢 の胴 部 が埋 設 され

て お り、 さ らに そ の 中 に は礫 が 入 って い た。 また 、石 囲炉 に 隣接 して 深 鉢 胴 部 が 埋 設 され て い

た 。 この土 器 は大 きな礫 の 上 に 置 か れ 、 中 に も礫 が 入 れ られ て い た 。 ま た、 第 ２号 土 坑 の 内部

に も、本 住 居 跡 の床 面 か ら３５ｃｍ下 の と こ ろ に石 囲 炉 が 形 成 され て い た 。

〈柱 穴 〉

　 Ｐｉｔ１― 深 さ７０．０ｃｍ　Ｐｉｔ２―深 さ６９．３ｃｍ　Ｐｉｔ３― 深 さ６３．５ｃｍ　 Ｐｉｔ４― 深 さ７０．５ｃｍ　 Ｐｉｔ５

―深 さ９８
．４ｃｍ　 Ｐｉｔ６― 深 さ２１．２ｃｍ　 Ｐｉｔ７―深 さ５７．４ｃｍ　 Ｐｉｔ８―深 さ５７．１ｃｍ　Ｐｉｔ９― 深 さ

３３．２ｃｍ　Ｐｉｔ１０―深 さ３０．９ｃｍ　Ｐｉｔ１１― 深 さ５８．１ｃｍ　Ｐｉｔ１２―深 さ４７．０ｃｍ　Ｐｉｔ１３―深 さ５３．９ｃｍ

Ｐｉｔ１４―深 さ６２．５ｃｍ　Ｐｉｔ１５―深 さ５０．８ｃｍ　Ｐｉｔ１６―深 さ５２．４ｃｍ　Ｐｉｔ１７―深 さ２０．９ｃｍ

〈施 設〉　 な し。

〈遺物 〉　 本住 居 跡 か ら多 くの 遺 物 が 出 土 して い る。 ２２の土 器 は床 面 に埋 設 され て い た土 器 で
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あ るが 、 ほ とん ど は覆 土 か らの 出土 で あ る。 口頸 部 の 文 様 は 、 単 軸 絡 条 体 第 ６Ａ類 （１）、原

体 押 圧 （４ ・１３・１４）、 原体 押 圧 に貼 付 の あ る もの （２１・２３～２７）、 結 束 第 １種 （６） もみ られ

る。 胴 部 は単 軸 絡 条 体 第 ６類 （１）、 単 軸 絡 条 体 第 １Ａ類 （４）、結 束 第 １種 （６）、 多軸 絡 条

体 （１３）、斜 行 縄 文 と結節 回 転 （１４・１５・２１・２３） 等 が あ る。

　 石 器 は、石 鏃 ８点 （第 ５０図）、石 匕 ４点 （第 ５２図 ）、不 定 形 石 器 ５点 （５４図）、磨 製石 斧 ２点 （５７

図）、 半 円状 扁 平 打 製 石 器 １０点 （第 ５９・６０図）、 凹石 ３点 （第６４・６５図 ）、敲 石 ２点 （第６４図）、

磨 石 ７点 （第６４・６５図） が あ る。

〈小 結 〉　 本 住 居 跡 は、住 居 廃 絶 後 の 窪 地 の段 階 で捨 て場 （東 捨 て 場 ） が 形 成 され て い っ たた

め 、 覆土 か ら多 くの 土 器 ・石 器 が 出土 した。 こ れ らの 土 器 は 円 筒 下 層 ｄ１・ｄ２式 を主 体 とす る

土 器 で あ る。床 面 か らの 明 確 な時 期 を決 定 す る土 器 は み られ な か った が 、 住 居 の 営 ま れ た時 期

は縄 文 時代 前 期 末 頃 の もの で あ ろ う。

第 ２号住 居 跡 （第 ９ ・２９・５２・５４・６５図）

〈位 置 〉　 Ｂ Ｚ― １１グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉　 暗 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した。

〈重 複 〉　 な し。

〈規 模 〉　 東 西 ２．４０ｍ ×南 北 ３．１０ｍ、 深 さ４０ｃｍ。

〈平 面形 〉　 や や 不 整 で 少 し南 北 方 向 に長 い 隅丸 長 方 形 。

〈覆 土〉　 ５層 に区 分 され た。 自然 堆 積 と思 わ れ る。

〈壁 〉　 床 か ら外 傾 して 立 ち上 が る。 傾 斜 は幾 分 急 で あ る。

〈床 〉　 ほぼ 平 坦 で あ る。

〈炉 〉　 な し。

〈柱 穴 〉　 壁 沿 い に検 出 され た。 い ず れ も壁 溝 内 で あ る。 合 計 １２本 で あ る が 、東 壁 と西 壁 で は

５０～６０ｃｍ間隔 で配 列 され て い る 。

〈施 設 〉　 壁 溝 が全 周 して い る。

〈遺 物 〉　 出土 土 器 の 中 で Ｐ １ ・２ ・３は復 元 個 体 で 、 Ｐ １ ・２は 口縁 の結 節 回 転 が 特 徴 的 で

あ る 。 Ｐ １は床 面 出土 、他 は 覆土 出 土 で あ る。石 器 は石 匕 １点 （第 ５２図 ）、不 定 形 石 器 ４点 （第

５４図）、 磨 石 １点 （第 ６５図） 等 が あ る が 、 い ず れ も覆 土 か らの 出土 で あ る。

〈小 結 〉　 本 住 居 跡 は Ｐ １ ・２ ・３の 土 器 が 円筒 下 層 ａ式 と思 わ れ る の で 、 本 住 居 跡 の 時 期 も

縄 文 時 代 前 期 中 頃 の 円筒 下層 ａ式 の 頃 と思 わ れ る 。
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第 ３号住居跡 （第１０・３０・５０・５４・６０・６６図）

〈位置〉　 ＣＥ ・ＣＤ―２ ・３グリッドに位置する。

〈確認〉　 暗褐色土の落ち込みとして確認 した。

〈重複〉　 第 ５号住居跡 と重複 している。セクション図から見ると本住居跡が第 ５号住居跡を

切って構築された可能性が強い。

〈規模〉　 東西４．００ｍ、深 さ５０ｃｍ。

〈平面形〉　 全体の半分程 しか把握 されていないが、おおよそ円形 を呈するもの と思われる。

〈覆土〉　 第 ５号住居跡 とで６層に区分 されたが、堆積状況は不明である。

〈壁〉　 検出された壁は、山側 （東側）の半分のみである。外傾 して立ち上がる。

〈床〉　 床面の大半を第 ５号住居跡 と重複 しているが、かな り凹凸がみられる。

〈炉〉　 検出されなかった。

〈柱穴〉　 なし。

〈施設〉　 なし。

〈遺物〉　 本住居跡出土の土器片は １片のみで、他は本住居跡と第 ５号住居跡の区別のできな

い一括の ものである。いずれも縄文時代前期の円筒下層式の破片である。

　石器は、石鏃 １点 （第５０図）、不定形石器 １点 （第５４図）、半円状扁平打製石器 ２点 （第６０図）、

磨石 ３点 （第６６図）が出土 している。いずれも覆土からで本住居跡か第 ５号住居跡に所属する

のか不明である。本住居跡出土が明確 なものは凹石 １点 （第６５図）のみである。

〈小結〉　 出土遺物から縄文時代前期後半に構築 されたものと思われる。

第 ４号住居跡 （第１１図）

〈位置〉　 ＢＳ―１１・１２グリッドに位置する。

〈確認〉　 黒褐色土の落ち込みとして確認 した。

〈重複〉　 第１２号土坑 と重複 している。

〈規模〉　 東西２．５７ｍ×南北２．９１ｍ、深さ３８ｃｍ。

〈平面形〉　 円形 を呈する。

〈覆土〉　 第１２号土坑 とで ４層に区分 されたが、明確 な堆積状況は不明である。

〈壁〉　 壁は全体 に垂直に近い立ち上がりを示す。

〈床〉　 中央部に第１２号土坑がみ られるため、床の状態は不明。

〈炉〉　 確認できなかった。

〈柱穴〉　 柱穴はみられない。

〈施設〉　 なし。
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〈遺物〉　 なし。

〈小結〉　 第１２号土坑と重複 しているが、セクシ ョン観察からは両者の新旧関係は把握で きな

かった。出土遺物等もなく構築時期は不明である。

第 ５号住居跡 （第１０・３０・６０・６６・７２図）

〈位置〉　 ＣＤ ・ＣＥ―２・３グリッドに位置する。

〈確認〉　 第 ３号住居跡を調査中にさらに黒褐色の落ち込みがあり住居跡 を確認 した。

〈重複〉　 第 ３号住居跡 と重複 している。本住居跡覆土内に第 ３号住居跡の明らかな床面の延

長が確認されたことから、本住居跡が古 く、第 ３号住居跡が新 しいものである。

〈規模〉　 不明。深 さ３０ｃｍ。

〈平面形〉　 半分程 しか確認 されていないが、おおよそ円形 を呈するものと思われる。

〈覆土〉　 第 ３号住居跡 とで ６層に区分されたが、堆積状況は不明である。

〈壁〉　 第３号住居跡の中に３０ｃｍの壁がみ られた。

〈床〉　 おおよそ平坦である。

〈炉〉　 検出されず。

〈柱穴〉　 検出されず。

〈施設〉　 な し。

〈遺物〉　 第 ３号住居跡との一括で取 り上げられたものである。内容は第 ３号住居跡遺物の項

と同じである。その他に、半円状扁平打製石器 １点 （第６０図）、磨石 １点 （第６６図）、台石 １点

（第７２図）が床面から出土 している。

〈小結〉　 出土遺物か ら、縄文時代前期後半の所産であろう。

第 ６号住居跡 （第１２・１３・３０～３６・５０・５２・５３・５５・６１～６８図）

〈位置〉　 ＢＹ ・ＢＺ―９・１０グリッドに位置する。

〈確認〉　 黒褐色土及び暗褐色土の落ち込みとして確認 した。

〈重複〉　 北西部で第 １号住居跡 と重複 しているが、第 １号住居跡の調査中に本住居跡と重複

していることが判明したもので、新旧関係 は不明である。また、床面 まで掘 り進んだ段階で壁

溝がい くつかみ られた。最初にプランを確認 し調査 した最 も大 きな住居跡 を第 ６ａ号住居跡 と

し、第 ６ａ号住居跡の北西側の壁溝 を第 ６ｂ号住居跡、南東側を第６ｃ号住居跡 とすると、第

６ｂ・６ｃ号住居跡はいずれも第 ６ａ号住居跡の床面上での確認であるため、第 ６ａ号住居跡

が第 ６ｂ・６ｃよりいずれも新 しいものと思われる。

〈規模〉　 長軸６．７０ｍ×短軸５．４０ｍ、深 さ５５ｃｍ。

－２１－



〈平 面 形 〉　 北 西 か ら南 東 に 長 い 楕 円 形 、 南 東 部 の張 り出 しは 第 ６ ｃ号 住 居 跡 に よる もの で あ

る。

〈覆 土 〉　 ６層 に 区分 され た 。 覆 土 に土 器 が 大 量 に含 まれ て い る こ とか ら自然 堆 積 とい う よ り

は人為 堆 積 と思 わ れ る。 この 大 量 の 土 器 は窪 地 に な って い る段 階 で 捨 て 場 と して投 げ込 まれ て

堆 積 した もの で あ ろ う。

〈壁 〉　 壁 の深 さは ５５ｃｍで 、 立 ち 上 が りは急 傾 斜 で垂 直 に 近 い もの で あ る。

〈床 〉　 お お よそ平 坦 で あ る。

〈炉 〉　 床 面 の 中央 部 で １００×５０ｃｍの 楕 円形 の 範 囲 に焼 土 が み られ た。 中 央 に深 鉢 土 器 の下 半

部 が埋 設 され て お り、 土 器埋 設 炉 で あ る。 掘 り方 は床 面 か ら４０～ ５０ｃｍ掘 り下 げ 中央 部 に設 置 し

た もの で あ る 。

〈柱 穴 〉　 ピ ッ トは５６個 検 出 され た 。 第 ６ ｂ ・ ６ ｃ号 住 居 跡 に伴 う もの も想 定 され る が 、 多 く

は第 ６ ａ号 住 居 跡 に所 属 す る もの と思 わ れ る。 配 列 状 況 及 び 深 さ等 か ら Ｐｉｔ １ ・ ２ ・３ ・４ ・

５ ・６ ・７が 主 柱 穴 と な る もの と思 わ れ る 。 Ｐｉｔ６と ７は極 め て 近 接 して い るが 、 対 応 す る位

置 に あ る Ｐｉｔも二 つ の ピ ッ トの 重 複 して い る よ うな状 況 な の で 、 互 い に対 応 す る もの と思 わ れ

る。 ピ ッ トの 建 て 替 え的 な こ とが あ っ た可 能 性 が あ る。

　 壁 際 、 壁 溝 内 の ピ ッ トは壁 柱 穴 とな る もの で あ ろ う。 Ｐｉｔ２２・２４・２５・２８・４６・４７は 第 ６ ｂ

号住 居 跡 に伴 う可 能 性 が 強 い 。

　 Ｐｉｔ １― 深 さ６４ｃｍ　Ｐｉｔ２― 深 さ６６ｃｍ　 Ｐｉｔ３ ― 深 さ７１ｃｍ　 Ｐｉｔ４― 深 さ６８ｃｍ　Ｐｉｔ５― 深 さ

６３ｃｍ　Ｐｉｔ６― 深 さ５８ｃｍ　Ｐｉｔ７― 深 さ７３ｃｍ　Ｐｉｔ８― 深 さ３４ｃｍ　Ｐｉｔ９―深 さ３０ｃｍ　Ｐｉｔ１０―深

さ４４ｃｍ　 Ｐｉｔ１１―深 さ４７ｃｍ　Ｐｉｔ１２―深 さ３３ｃｍ　Ｐｉｔ１３―深 さ２９ｃｍ　 Ｐｉｔ１４―深 さ３４ｃｍ　Ｐｉｔ１５―

深 さ４１ｃｍ　Ｐｉｔ１６―深 さ ４ｃｍ　Ｐｉｔ１７―深 さ１６ｃｍ　 Ｐｉｔ１８―深 さ３７ｃｍ　 Ｐｉｔ１９―深 さ１４ｃｍ　Ｐｉｔ２０

―深 さ２１ｃｍ　Ｐｉｔ２１　―深 さ１１ｃｍ　 Ｐｉｔ２２　―深 さ１７ｃｍ　Ｐｉｔ２３―深 さ４１ｃｍ　 Ｐｉｔ２４― 深 さ １９ｃｍ　Ｐｉｔ

２５―深 さ２２ｃｍ　Ｐｉｔ２６―深 さ１１ｃｍ　Ｐｉｔ２７―深 さ４２ｃｍ　 Ｐｉｔ２８―深 さ３８ｃｍ　Ｐｉｔ２９― 深 さ３７ｃｍ

Ｐｉｔ３０―深 さ１６ｃｍ　Ｐｉｔ３１― 深 さ２８ｃｍ　Ｐｉｔ３２―深 さ２１ｃｍ　Ｐｉｔ３３―深 さ２３ｃｍ　Ｐｉｔ３４―深 さ２７ｃｍ

Ｐｉｔ３５―深 さ３０ｃｍ　Ｐｉｔ３６― 深 さ２７ｃｍ　Ｐｉｔ３７―深 さ１７ｃｍ　Ｐｉｔ３８― 深 さ３４ｃｍ　Ｐｉｔ３９―深 さ３４ｃｍ

　 Ｐｉｔ４０― 深 さ２５ｃｍ　Ｐｉｔ４１―深 さ３３ｃｍ　 Ｐｉｔ４２―深 さ２８ｃｍ　Ｐｉｔ４３―深 さ２５ｃｍ　Ｐｉｔ４４― 深 さ

１２ｃｍ　 Ｐｉｔ４５― 深 さ３２ｃｍ　Ｐｉｔ４６―深 さ４１ｃｍ　Ｐｉｔ４７―深 さ３６ｃｍ　Ｐｉｔ４８―深 さ４２ｃｍ　Ｐｉｔ４９―深

さ４９ｃｍ　Ｐｉｔ５０― 深 さ３７ｃｍ　Ｐｉｔ５１― 深 さ２４ｃｍ　 Ｐｉｔ５２―深 さ３４ｃｍ　 Ｐｉｔ５３―深 さ２２ｃｍ　Ｐｉｔ５４―

深 さ６１ｃｍ　Ｐｉｔ５５―深 さ３８ｃｍ　Ｐｉｔ５６―深 さ２３ｃｍ

〈施 設 〉　 北 東 及 び喃 東 壁 沿 い に 幅 １０～ １５ｃｍ。 深 さ２０ｃｍ前 後 の壁 溝 が 巡 って い る。 反 対 側 の南

西壁 に壁 溝 は み られ な い。 床 面 中央 部 に み られ る周 溝 は そ れ ぞ れ 第 ６ ｂ ・６ ｃ号 住 居 跡 の 壁 溝

で あ ろ う。

－ ２２ －



〈遺 物 〉　 覆 土 か ら大 量 の 遺 物 が 出土 して い る 。土 器 で は単 軸 絡 条 体 第 １Ａ類 （木 目状 燃 糸 文 ）

を施 され た もの が 多 く （１ ・２ ・１１・１３・１５・１７・２１・２３・２４・２９）、 次 い で 羽 状 縄 文 が 多 く

み られ る （５ ・６ ・７ ・１０・１２・１４・１６）。 羽 状 の施 文 方 向 は横 位 が 多 く、 縦 位 も少 な い が み

られ る。 ま た 、結 束 第 １種 が ほ とん どで あ るが 、 第 ２種 も （６） わず か に あ る 。結 束 第 １種 で

あ る が 同種 の 原 体 （ＬＲ と ＬＲ） に よ る も の も （１８） あ る。 口頸 部 文 様 は 、 原 体 押 圧 が 多 く貼

付 もみ られ る （４ ・６ ・７ ・１４・１７・２０・２３・２５・２８）。床 面 出土 は ４ ・７ ・８ ・１２・１６・１８・

１９・２３・２５・２８で あ る が 、 そ の うち復 元個 体 及 び大 破 片 の もの は ４ ・７ ・８ ・１２・２３で あ る。

２９は炉 に埋 設 さ れ た土 器 で あ る。

　 石 器 は 、石 鏃 ８点 （第５０図）、石 匕 １点 （第 ５２図）、石 篦 ２点 （第 ５３図 ）、不 定 形 石 器 ５点 （第

５５図 ）、半 円状 扁 平打 製 石 器 ８点 （第 ６１図 ）、 凹 石 ５点 （第 ６６・６７図）、 敲 石 ３点 （第 ６７図 ）、磨

製 石 斧 ４点 （第 ６７・６８図） が 出土 して い る 。

〈小 結〉　 本 号 住 居 跡 は 、 当初 １軒 の住 居 跡 が 北 西 の 端 部 で 、 第 １号 住 居 跡 と重 複 して い る も

の と考 えて い た。 覆 土 中 か ら大 量 の遺 物 の 出 土 が み られ たが 、 こ れ は重 複 して い る第 １号 住 居

跡 と同 様 に、 上 部 に東 捨 て場 が 形 成 され て い る こ とか ら、 住 居 跡 の 廃 絶 後 の窪 地 に な っ て い る

状 態 に捨 て ら れ た もので あ る。 本 住 居 跡 は 、縄 文 時 代 前 期 後 半 頃 の もの と思 わ れ る。

第 ７号住 居 跡 （第 １４・３７・５０・５５・６８図）

〈位 置〉　 Ｂ Ｇ ・ＢＨ ・Ｂ Ｉ―１１・１２グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉　 黒 色 土 及 び黒 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複〉　 第 ８０号 土 坑 ・第 ８４号 土 坑 と重 複 して い る 。 い ず れ も本 住 居 跡 よ り両 土 坑 の方 が 古 い

もの で あ る。

〈規模 〉　 東 西 ６．６２ｍ ×南 北 ７．２０ｍ 、深 さ３０ｃｍ。

〈平 面 形〉　 円 形 を呈 す る。

〈覆 土〉　 ３層 に 区分 さ れ た。 浅 い た め 明確 で は な い が 自然 堆 積 の 可 能 性 が 強 い よ うに思 わ れ

た 。

〈壁 〉　 壁 の 深 さ は深 い と こ ろで ３０ｃｍで あ る 。壁 は住 居 跡 の 東 半 部 で は検 出 さ れ たが 、西 半 部

で は 削平 され て み られ ず 、 プ ラ ンの 範 囲 は壁 溝 に よる もの で あ る。

〈床 〉　 幾 分 凹 凸 が み られ る。

〈炉 〉　 床 面 中 央 部 に石 組 み の 一 部 が 残 存 して お り、径 ９０ｃｍ程 の や や 規 模 の 大 きな石 囲 炉 と思

わ れ る。 な お 、掘 り方 が径 １００ｃｍの 円形 と１２０ｃｍの不 整 形 な 円 形 が 重 な って い る。 断 面 図 で は石

組 み の 内 外 に も焼 土 が み られ 、 炉 が 改 築 さ れ た可 能性 が 強 い こ と を示 して い る。

〈柱 穴 〉　 深 さが ２０ｃｍ以 上 の ピ ッ トは３２個 み ら れ た。位 置 ・深 さ等 で主 柱 穴 と思 わ れ る もの は 、

－２３ －



Ｐｉｔ２ ・６ ・２３の ３個 で 、 位 置 的 に想 定 され る も う １つ の 柱 穴 は 第 ８０号 土 坑 との 重 複 の 部 分 で

確 認 で き なか った もの と思 わ れ る。

　 Ｐｉｔ１― 深 さ４３．９ｃｍ　 Ｐｉｔ２― 深 さ５１．２ｃｍ　Ｐｉｔ３― 深 さ３８．７ｃｍ　Ｐｉｔ４― 深 さ４３．９ｃｍ　Ｐｉｔ５

―深 さ４２．３ｃｍ　Ｐｉｔ６― 深 さ５８．８ｃｍ　Ｐｉｔ７― 深 さ４０．８ｃｍ　Ｐｉｔ８― 深 さ３０．７ｃｍ　 Ｐｉｔ９― 深 さ

２９．４ｃｍ　Ｐｉｔ１０―深 さ４３．４ｃｍ　Ｐｉｔ１１―深 さ３４．８ｃｍ　Ｐｉｔ１２―深 さ３８．５ｃｍ　Ｐｉｔ１３―深 さ７０．８ｃｍ

Ｐｉｔ１４― 深 さ６７．０ｃｍ　 Ｐｉｔ１５― 深 さ２１．６ｃｍ　Ｐｉｔ１６― 深 さ５５．５ｃｍ　Ｐｉｔ１７― 深 さ４１．２ｃｍ　 Ｐｉｔ１８―

深 さ５９．３ｃｍ　 Ｐｉｔ１９―深 さ４６．５ｃｍ　 Ｐｉｔ２０― 深 さ３０．１ｃｍ　 Ｐｉｔ２１―深 さ ４８．４ｃｍ　 Ｐｉｔ２２―深 さ

２７．９ｃｍ　Ｐｉｔ２３―深 さ５１．１ｃｍ　Ｐｉｔ２４―深 さ３６．７ｃｍ　Ｐｉｔ２５―深 さ２８．２ｃｍ　Ｐｉｔ２６―深 さ２６．４ｃｍ

Ｐｉｔ２７―深 さ２２．５ｃｍ　 Ｐｉｔ２８― 深 さ２１．６ｃｍ　Ｐｉｔ２９― 深 さ５０．９ｃｍ　Ｐｉｔ３０― 深 さ２０．８ｃｍ　 Ｐｉｔ３１―

深 さ４０．２ｃｍ　Ｐｉｔ３２―深 さ２９．３ｃｍ

〈施 設〉　 幅 １５～２５ｃｍ深 さ１０ｃｍの 壁 溝 が ほ ぼ 全 周 して い る。 また 、 Ｐｉｔ１ ・１３・１４・１６は規 模

等 か ら貯 蔵穴 の 可 能性 が あ る。

〈遺物 〉 Ｐ １と ９は変 形 工 字 文 の 浅 鉢 で あ る 。 ４は 無 文 に胴 上 部 に ３条 の沈 線 が 巡 る。 ５は

口縁 が 無 文 で 胴 部 が 斜 縄 文 で あ る。１０は土 師器 の 甕胴 部 の 可 能 性 が あ る。石 器 は、石 鏃 １点 （第

５０図 ）、不 定 形 石 器 ３点 （第５５図）、 凹石 ２点 （第６８図 ） が 出 土 して い る。

〈小 結 〉　 本 住 居 跡 は プ ラ ンが 円形 を呈 し、炉 は 石 囲 炉 で 、 直 径 ７ｍ とか な り規 模 の 大 き な竪

穴 住 居 跡 で あ る。 時 期 は 出土 土 器 か ら砂 沢 期 の もの と思 わ れ る。

第 ８号 住 居 跡 （第 １５・３７～３８・５０～５５・５７図）

〈位 置 〉　 Ｂ Ｊ ・ＢＫ ― ８ ・９グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 黒 色 土 ・黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した。

〈重 複 〉　 第 １３２号 土 坑 ・第 １３３号 土 坑 と重 複 して い る。 第 １３２号 土 坑 ・第 １３３号 土 坑 は と もに縄

文 時代 前 期 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ り、 本 住 居 跡 が 両 土 坑 を切 って構 築 して い る。

〈規模 〉　 東 西 ７．６５ｍ ×南 北 ７．１５ｍ 、 深 さ１５ｃｍ。

〈平 面 形〉　 や や東 西 に長 い楕 円 形 。 北 東 で は壁 溝 が １列 で あ るが 北 西 か ら ２列 に な り南 西 か

ら東 まで は ３列 に な って検 出 され た 。 この こ とか ら して本 住 居 跡 は建 て 替 えが な さ れ た もの と

思 わ れ る。 また 、平 成 ５年 度 の調 査 で 、 第 １７号 住 居 跡 及 び第 １５３号 土 坑 と も重複 して い る こ と

が 判 明 した 。 本住 居 跡 が どち ら よ り も新 しい もの で あ る 。

〈覆 土 〉　 １２層 に区 分 され た が 削 平 の た め覆 土 が 浅 く人為 的 か あ る い は 自然 的 な堆 積 か は不 明

で あ る。

〈壁 〉　 削 平 が か な り進 ん で お り、 壁 が 検 出 され た の は 南 側 の 半 分 ほ ど で あ る。 深 さ は約 １５ｃｍ

で あ る。
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〈床 〉　 幾 分 凹 凸 が み られ るが 、 お お よそ 平 坦 で あ る。

〈炉 〉　 床 面 の 中 央 部 に石 囲 炉 が み られ た。 径 １ｍ程 の比 較 的 規 模 の大 きな もの で あ る。 設 置

され てい た石 は北 側 が 半 分 ほ どみ ら れ なか っ た。 後 世 の削 平 に よる もの で あ る。

〈柱 穴 〉　 ピ ッ トは２２個 検 出 さ れて い るが 主 柱 穴 は Ｐｉｔ１ ・４ ・７ ・１２の ４個 と思 わ れ る。

　 Ｐｉｔ１―７９．１ｃｍ　　Ｐｉｔ２―４７．３ｃｍ　　Ｐｉｔ３―２８．６ｃｍ　　Ｐｉｔ４― ６４．２ｃｍ　　Ｐｉｔ５― ７７．０ｃｍ　　Ｐｉｔ６―

２０．９ｃｍ　　Ｐｉｔ７― ５９．５ｃｍ　　Ｐｉｔ８― ２１．３ｃｍ　　Ｐｉｔ９―２４．６ｃｍ　　Ｐｉｔ１０―２９．６ｃｍ　　Ｐｉｔ１１―２３．７ｃｍ

Ｐｉｔ１２―７９．０ｃｍ　　Ｐｉｔ１３―２９．４ｃｍ　　Ｐｉｔ１４―３１．３ｃｍ　　Ｐｉｔ１５― ２４．４ｃｍ　　Ｐｉｔ１６―１５．５ｃｍ　　Ｐｉｔ１７―

５４．５ｃｍ　　Ｐｉｔ１８―４１．０ｃｍ　　Ｐｉｔ１９― ３１．２ｃｍ　　Ｐｉｔ２０―３０．８ｃｍ　　Ｐｉｔ２１―２２．０ｃｍ

〈施 設 〉　 南 側 の 壁 に直 交 して長 さ７０ｃｍ幅 ２０ｃｍの細 長 い ピ ッ トが ２個 平 行 して あ り、 そ の ピ ッ

トの 間 は幅 ６０ｃｍ程 で あ っ た。 こ れ は 出入 口 と思 わ れ る 。 た だ 、 この 出入 口状 の施 設 は 、 １列 目

の壁 溝 を切 り、 ２列 目 ・３列 目の壁 溝 を途 切 る よ うな形 で み られ るの で 、 １回 目及 び ２回 目の

拡 張 時 に設 け られ た もの と思 わ れ る 。或 い は Ｐｉｔ２０・２１が 最 初 の 段 階 の 出入 口 と して の 可 能性

が考 え られ る。

〈遺 物 〉　 土 器 は、変 形 工 字 文 の 土 器 （Ｐ ７ ・１１）、無 文 で 胴 部 に沈 線 の施 され た土 器 が あ るが 、

縄 文 の み の土 器 も多 い 。

　 石 器 は石 鏃 １点 （第５０図）、 不 定 形 石 器 １点 （第 ５５図 ）、 磨 製 石 斧 １点 （第 ５７図 ） が 覆 土 か ら

出土 して い る 。

〈小 結 〉　 本 住 居 跡 は 、 出土 土 器 か ら構 築 の 時期 は砂 沢 期 の もの と思 われ る。 無 文 の 壺 或 い は

Ｐ ５は い わ ゆ る遠 賀 川 系 の 土器 か と思 わ れ る。

第 ９号住 居 跡 （第 １６・３９・４０・５０・５１・５５・６８・６９・７２・７３図 ）

〈位 置〉　 ＢＭ ・Ｂ Ｎ ―１３・１４グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉　 黒褐 色 土 の 落 ち 込 み と して確 認 した。

〈重 複〉　 フ ラス コ状 ピ ッ トの 第 １２７号 土 坑 と重 複 して い る。 第 １２７号 土 坑 の方 が 古 い。 ま た、

平 成 ５年 度 の 調 査 で フ ラス コ状 ピ ッ トの 第 ２３６号 土 坑 と も重複 して い る こ とが 判 明 した 。 第２３６

号 土 坑 の 方 が 古 い 。 壁 溝 が 全 周 して い るが 、 北 側 で二 重 に な っ て い る部 分 が あ り、拡 張 の可 能

性 が あ る。

〈規 模 〉　 東 西 ７．６０ｍ ×南 北 ７．５５ｍ、 深 さ２０ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 ほ ぼ 円形 で あ る。

〈覆 土 〉　 削 平 に よ っ て極 め て浅 く ４層 に 区分 さ れ た が 、堆 積 状 況 は不 明 で あ る 。

〈壁 〉　 西 側 で 削 平 に よ って 一 部 壁 が み られ な い部 分 もあ る。壁 は 深 い と ころ で ２０ｃｍと低 い も

の で あ る。
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〈床 〉　 全 体 に ほ ぼ平 坦 で あ る 。

〈炉 〉　 床 面 中 央 部 に径 約 １ｍの 石 囲 炉 で あ る。炉 の 南 側 の 部 分 は削 平 に よ って 炉 石 が な くな っ

て い た。 炉 の 中央 に土 器 が 小 型 の鉢 形 土 器 が 埋 設 され て お り、 土 器 埋 設 石 囲炉 で あ る。

〈柱 穴 〉　 深 さ、 位 置 等 か ら Ｐｉｔ２ ・３ ・４ ・５の ４個 が 主柱 穴 と な ろ う。

　 Ｐｉｔ１― 深 さ３７．１ｃｍ　Ｐｉｔ２―深 さ５４．５ｃｍ　Ｐｉｔ３―深 さ７４．８ｃｍ　Ｐｉｔ４― 深 さ４３．９ｃｍ　Ｐｉｔ５

―深 さ５３．８ｃｍ　Ｐｉｔ６― 深 さ９０．２ｃｍ　Ｐｉｔ ７― 深 さ ６０．３ｃｍ　Ｐｉｔ８― 深 さ４３．８ｃｍ　Ｐｉｔ９―深 さ

４９．２ｃｍ　Ｐｉｔ１０―深 さ４８．１ｃｍ　Ｐｉｔ１１― 深 さ４９．８ｃｍ　Ｐｉｔ１２―深 さ２７．６ｃｍ　Ｐｉｔ１３― 深 さ２３．２ｃｍ

Ｐｉｔ１４― 深 さ３１．５ｃｍ　 Ｐｉｔ１５―深 さ４５．０ｃｍ　 Ｐｉｔ１６―深 さ２４．３ｃｍ　 Ｐｉｔ１７―深 さ２２．９ｃｍ　 Ｐｉｔ１８―

深 さ２８．４ｃｍ　Ｐｉｔ１９―深 さ２９．２ｃｍ

〈施 設 〉 Ｐｉｔ１は径 １ｍ深 さ３７ｃｍで貯 蔵 穴 と思 わ れ る。幅 １５～ ２０ｃｍ深 さ１０ｃｍの壁 溝 が 全 周 す る。

また 、壁 溝 は北 か ら東 側 に か け て二 重 に な って い る。

〈遺 物 〉　 出土 土 器 は、 変 形 工 字 文 が 多 くみ られ （１、 ２、 ３、 １０、 １３）、 １と ３は床 面 出 土

で あ る。 ９は覆 土 出土 か ら の 出土 で連 弧 文 が特 徴 的 で あ る。 ま た 、 覆土 か ら は２４の よ う な続縄

文 土 器 と思 わ れ る破 片 も出土 して い る 。 ５は 炉埋 設 の 土 器 で あ る。 石 器 は、 石 鏃 ４点 （第 ５０・

５１図 ）、不 定 形 石 器 １点 （第 ５５図 ）、 凹石 ２点 （第 ６８図 ）、敲 磨 器 ２点 （第 ６９図）、 台 石 ２点 （第

７２・７３図 ） が 出土 して い る。

〈小 結〉　 本 住 居 跡 は、 建 て替 え が １回 され た もの で 、 出土 遺 物 か ら住 居 跡 の 時 期 は砂 沢 式 期

の もの と考 え られ る。

第 １０号住 居 跡 （第 １７・１８・４０～４５・５０・５６・５７・６２・６９図 ）

〈位 置 〉　 Ｂ Ｏ ・Ｂ Ｐ― ６グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 暗 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複〉　 な し。

〈規 模〉　 東 西 ３．７０ｍ ×南 北 ４．７４ｍ 、深 さ２０ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 隅 丸 長 方 形 で あ る。

〈覆 土 〉　 削 平 の ため 覆 土 が 浅 くな って お り、 ２層 に区 分 さ れ たが 、堆 積 状 況 は不 明 で あ る。

〈壁 〉　 検 出 され た壁 は、 深 さ２０ｃｍで か な り浅 い もの で あ る。

〈床〉　 幾 分 凹 凸 が あ る。

〈炉 〉　 床 面 中央 に炉 が あ る。 径 ３０ｃｍ前 後 の 規模 で 小 規 模 な石 囲炉 とな って い る。 中 に深 鉢 の

胴 部 が埋 設 され て お り、 さ ら に そ の 内部 に 、 炉 上 面 か ら深 さ１０ｃｍの と ころ に偏 平 な石 が 置 か れ

て い た 。

〈施 設 〉　 壁 溝 が 断 続 的 に巡 っ て い る 。
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〈遺物〉　 土器がかなり多量に出土 しているが、多 くは覆土か らの出土である。廃絶後の窪地

になっている段階で投げ込まれたものと思われる。 Ｐ―１３は炉に埋設 された土器である。石器

は石鏃 １点 （第５０図）、不定形石器 １点 （第５６図）、磨製石斧 ２点 （第５７図）、半円状扁平打製

石器 ２点 （第６２図）、敲磨器 ３点 （第６９図）が出土 した。

〈小結〉　 炉埋設土器から本住居跡は、円筒下層 ｄ２式期の縄文時代前期末頃の構築になるも

ので、プランが隅丸長方形をなし、住居廃絶後に覆土に遺物が廃棄 されていったものと思われ

る。

第１１号住居跡 （第１９・２０・４６・４７・５１・５３・５６・５８・６２・６３・７０図）

〈位置〉　 ＢＭ ・ＢＮ― ５・６グリッドに位置する。

〈確認〉 暗褐色土の落ち込みとして確認 した。

〈重複〉　 本住居は調査を進めていった結果、壁溝の重なり具合か ら３回の拡張あるいは重複

が考えられた。北から第１１ａ号住居跡、第１１ｂ号住居跡、第１１ｃ号住居跡 と呼称することとし

た。これらは、炉の埋設土器等から第１１ａ号 ・第１１ｂ号 ・第１１ｃ号各住居跡の順序で変遷 して

いったものと考えられる。また、第１１ａ号住居跡は床面中央で第１１７号土坑 と切 り合っており、

第１１ｃ号住居跡は第１１８号土坑 ・第１１９号土坑 との重複がみられた。第１１７号土坑の覆土中に第

１１号住居跡の土器埋設炉が構築 されていることから、第１１号住居跡が第１１７号土坑 より新 しい

のは明確であり、他の土坑 も住居跡の床面段階での把握であるので住居跡の方が新 しいものと

思われる。

〈規模〉　 第１１ａ号住居跡は、東西４．２０ｍ×南北４．５０ｍ。他は不明。

〈平面形〉　 第１１ａ号住居跡はほぼ円形である。第１１ｂ号住居跡は、南北に長い楕円形。第１１

ｃ号住居跡は、南側 しか検出されていないので明 らかではないが、北側が第１１ａ・ｂ号住居跡

と同じ壁溝 とすると長径６．５ｍのかなり南北に長い楕円形となる可能性がある。

〈覆土〉　 覆土は ３層に区分 されたが、削平がかなりなされており、ほとんどが第 １層のみで

ある。堆積状況は人為的なものか自然的なものかは不明である。

〈壁〉　 壁は東側の部分で しか認められない。確認 された壁 も深 さ１５ｃｍ程度といったところで

ある。

〈床〉　 おおよそ平坦であるが、南から北にかけて緩やかに傾斜する。

〈炉〉　 第１１ａ号住居跡床面のほぼ中央に第１１７号土坑があるが、その覆土のＰ―３・７・８

が炉の埋設土器 と思われる。そのプランと土器の位置からＰ― ７が第１１ａ号住居跡に、 Ｐ―８

が第１１ｂ号住居跡に、Ｐ― ３が第１１ｃ号住居跡の炉にそれぞれ対応するものと思われる。

〈柱穴〉　 ピットは多 くみられるが明確 に柱穴 とで きるものは確認できなかった。
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〈施設〉　 幅１０～２０ｃｍ深さ５～１０ｃｍ程の壁溝 が断続的に存在する。第１１ｂ・ｃ号住居跡の壁溝

は西側では不明となっている。

〈遺物〉　 Ｐ―２はほぼ床面に近 く出土 したもので、口頸部に縄文原体の押圧 と、胴部に結節

回転 と斜行縄文が施文されている。炉の土器 はいずれも第１１７号土坑の出土土器の項に掲載 し

ている。出土 した石器は、石鏃 ２点 （第５１図）、石錐 １点 （第５２図）、石箆 １点 （第５３図）、不

定形石器 ２点 （第５６図）、磨製石斧 ４点 （第５７・５８図）、半円状扁平打製石器 ６点 （第６２・６３図）、

敲磨器４点 （第７０図）である。

〈小結〉　 本住居跡は、 ３軒の住居跡の重複であるが、プランからみれば北側は斜面になって

下がってい くので、南側への拡張 した住居跡 とも考えられる。炉は、いずれも土器埋設炉であ

るが、偶然に第１１７号土坑の覆土中に埋設されたものである。

第１２号住居跡 （第１９・２０・４８・５６図）

〈位置〉　 ＢＭ―５・６グリッドに位置する。

〈確認〉　 暗褐色土の落ち込み として確認 したが、明確な範囲は捉えられなかった。

〈重複〉　 本住居跡中央部で第７６号土坑 と重複 している。第７６号土坑に上面に床面が形成され

ていることか ら本住居跡が第７６号土坑 より新 しいものである。

〈規模〉　 不明。

〈平面形〉　 範囲が明確でないため、平面形は不明である。

〈覆土〉　 検出した段階で既に床面近 くで １層のみである。

〈壁〉　 壁は立ち上が りが削平 されて しまってお り確認できなかった。

〈床〉　 地形力喃 から北に下る緩やかな傾斜面に位置するためか、南から北にゆるやかに傾斜

している。

〈炉〉　 径３０ｃｍの小規模 な石囲炉の内部に、径２０ｃｍ、深 さ２５ｃｍ前後の掘 り方掘 り、中に深鉢土

器の胴部を埋設 した、土器理設石囲炉である。 また、土器の中には火床面か ら１０ｃｍ下の ところ

に偏平な石を置き、さらにその下に土器の破片を敷いていた。

〈柱穴〉　 ピットの数はかなりみられたが、柱穴といえるものは不明である。

〈施設〉　 なし。

〈遺物〉　 出土遺物で Ｐ― １の土器は炉の埋設土器である。口頸部 と底部がなく、胴部のみで

複節縄文が施文されている。石器は不定形石器 １点 （第５６図）のみである。

〈小結〉　 本住居跡は削平がかなり受けたもので、床面と炉だけを検出したものである。構築

時期 としては縄文時代前期後半頃と思われる。
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第 １３号 住 居 跡 （第２１・４８・７０図）

〈位 置 〉　 ＢＹ ・Ｂ Ｚ― ６ ・７グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉　 黒 色 土 及 び黒 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉　 な し。

〈規 模 〉　 東 西 ３．５５ｍ ×南 北 ３．３０ｍ 、深 さ５０ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 円形 で あ る。

〈覆 土 〉　 ５層 に 区分 さ れ た。 自然 堆 積 か人 為 堆 積 か は不 明 。

〈壁 〉　 最 も壁 の深 い とこ ろで 約 ５０ｃｍと、 か な り深 く、壁 は傾 斜 が や や緩 や か に 外傾 す る もの

で あ る。

〈床 〉　 平 坦 で 壁 際 が 丸 味 を帯 び、 緩 や か に立 ち上 が る 。

〈炉 〉　 な し。

〈柱 穴〉　 ピ ッ トは床 面 中央 部 に ２本 み られ た。 柱 穴 に な る もの と思 わ れ る 。

　 Ｐｉｔ１―深 さ２８．５ｃｍ　Ｐｉｔ２―深 さ６３．３ｃｍ

〈施 設〉　 な し。

〈遺 物〉　 出 土 土 器 で 底 部 の あ る もの は、 い ず れ も尖 底 深 鉢 で 上 半 部 が 欠 失 して い る 。底 面 か

らの 出 土 で あ る。 石 器 は敲磨 器 が １点 出 土 （第 ７０図 ）。

〈小 結 〉　 本住 居 跡 は、畑 内 遺跡 の 中 で 唯 一 尖 底 土 器 を 出土 した住 居 跡 で あ る。 こ の尖 底 土 器

は 、縄 文 時代 早期 に属 す る もの で は な く、前 期 初 頭 期 の もの と思 わ れ る ので 、住 居 跡 の構 築 も

そ の 頃 と思 わ れ る。

第 １４号 住 居 跡 （第２２・４９・５１・５６・５８・６３・７３図）

〈位 置〉　 Ｂ Ｆ― ８グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉　 黒 色 土 及 び黒 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉　 第 ２３図 の プ ラ ンに は掲 載 して い な い が 、 本 住 居 跡 は平 成 ５年 度 調 査 の 第 １８９号 土坑

と重 複 して い る こ とが後 で判 明 した。 第 １８９号 土 坑 が 古 く、本 住 居 跡 が 新 しい もの で あ る。

〈規 模 〉　 長 径 ３．７０ｍ ×短 径 ３．００ｍ 、深 さ３０ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 北 東 ・南 東 方 向 に長 い楕 円形 を呈 す る。

〈覆 土 〉　 ４層 に 区分 され た。 自然 堆 積 と思 わ れ る 。

〈壁 〉　 壁 の 深 さは３０ｃｍで 、 垂 直 に近 い立 ち上 が り を示 して い る。

〈床 〉　 や や 凹凸 が み られ る。

〈炉 〉　 床 面 の 中 央 か らや や 南 西 よ りに径 ６０ｃｍの 焼 土 範 囲 が み られ た 。 地床 炉 と思 わ れ る。

〈柱 穴〉　 ピ ッ トが何 本 か み られ るが 、 明 瞭 な柱 穴 は認 め られ な い 。

－ ２９－



〈施設〉　 なし。

〈遺物〉　 覆土から縄文土器片が出土 している。いずれも円筒下層式の破片である。石器では、

石槍 ２点 （第５１図）、不定形石器 １点 （第５６図）、磨製石斧 １点 （第５８図）、半円状扁平打製石

器 ３点 （第６３図）、台石 ２点 （第７３図）が出土 している。

〈小結〉　 本住居跡は、出土土器から明確に決定で きないが、縄文時代前期後半の所産であろ

う。

第１５号住居跡 （第２３・４９・５１・５６図）

〈位置〉　 ＢＦ ・ＢＧ― ８・９グリッドに位置する。

〈確認〉　 黒褐色土の落ち込みとして確認 した。

〈重複〉　 第１２３・第１２４号土坑 と重複 している。削平がかなりなされてお り新旧関係は把握で

きなかった。

〈規模〉　 不明。

〈平面形〉　 削平がかなりなされており、壁の検出が部分的なため、平面形は不明。

〈覆土〉　 削平により極めて浅 く８層に区分されたが、堆積状況は不明である。

〈壁〉　 検出された壁は深 さ１０ｃｍ程である。

〈床〉　 ほぼ平坦である。

〈炉〉　 床面のおおよそ中央に径 １ｍの範囲の焼土がみられた。地床炉である。

〈柱穴〉　 ピットはい くつかみられるが、明瞭な柱穴は確認で きなかった。

〈施設〉　 なし。

〈遺物〉　 覆土から第４９図の土器片が出土 している。いずれも縄文時代前期の円筒下層式土器

である。石器は石鏃 ２点 （第５１図）、不定形石器 １点 （第５６図）である。

〈小結〉　 削平がかなりなされていた地域であったため、平面形は把握できなかった。出土遺

物から縄文時代前期後半の構築になるものであろう。

第１６号住居跡 （第２４・４９図）

　〈位置〉　 ＣＡ― ７グリッドに位置する。

　〈確認〉　 黒色土及び黒褐色土の落ち込みとして確認 した。

　〈重複〉　 なし。

　〈規模〉　 東西 （２．８０）ｍ×南北２．２５ｍ、深 さ４０ｃｍ。

　〈平面形〉　 隅丸長方形。

　〈覆土〉　 ４層に区分 された。自然堆積 と思われる。

－３０ －



〈壁 〉　 壁 は や や緩 や か に 立 ち 上 が る もの で 、 深 さ は４０ｃｍ程 で あ る 。

〈床 〉　 ほ ぼ 平 坦 で あ る。

〈炉 〉　 な し。

〈柱 穴 〉　 柱 穴 と思 わ れ る ピ ッ トは、 東 壁 と西 壁 沿 い の そ れ ぞ れ対 応 す る位 置 に ３個 づつ み ら

れ た 。

　 Ｐｉｔ１― 深 さ３７．８ｃｍ　Ｐｉｔ２― 深 さ７０．２ｃｍ　Ｐｉｔ３― 深 さ３８．３ｃｍ　Ｐｉｔ４― 深 さ３０．８ｃｍ　Ｐｉｔ５

―深 さ７２．８ｃｍ　 Ｐｉｔ６―深 さ４６．２ｃｍ （床 面 レベ ル か らは 深 さ約 ７３ｃｍ）

〈施 設〉　 な し。

〈遺 物〉　 出 土 遺 物 で は、 土 器 は第 ４９図 の 土 器 が あ る。 い ず れ も縄 文 時代 前 期 円筒 下層 式 の破

片 で あ る。

〈小 結〉　 本 住 居 跡 は東 捨 て 場 の 位 置 に営 ま れ た もの で あ る。 出 土 遺 物 は縄 文 時 代 前 期 円 筒 下

層 式 土 器 の 小 片 の み で あ るの で 、 そ の 頃 の構 築 に な る もの の 可 能性 が あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（木 村 ）
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２　 土 坑

第 １号 土 坑 （第 ７６図 ）

〈位 置 〉　 ＢＴ ・ＢＵ― ７ ・８グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉　 黒 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した。

〈重 複 〉　 円形 と不 整 円形 の土 坑 が 隣接 した よ うな形 態 。 西側 を第 １ ａ号 、 東側 を第 １ｂ号 土

坑 とす る。

〈規 模 〉　 第 １ ａ号 土 坑 は東 西 ９０ｃｍ×南 北 ９８ｃｍ、 深 さ１０ｃｍ。 第 １ ｂ号 土 坑 は東 西 １２３ｃｍ×南 北

１５３ｃｍ、 深 さ１５３ｃｍ。

〈平 面形 〉　 円 形 と不 整 円形 の ２基 の土 坑 が 隣接 した 形 態 。

〈覆土 〉　 第 １ａ号 土 坑 は １層 、 第 １ｂ号 土 坑 は ２層 に 区 分 され た 。 堆 積状 況 は 不 明 。

〈壁 〉　 緩 や か な 立 ち 上 が り。

〈底 〉　 緩 や か な 窪 み 。

〈施 設〉　 な し。

〈遺 物〉　 な し。

〈小 結〉　 遺 物 の 出 土 もな く、 時期 及 び性 格 は不 明 で あ る。

第 ２号土 坑 （第 ７ ・８ ・７６図）

〈位 置〉　 Ｂ Ｘ― ８グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認〉　 第 １号住 居 跡 の床 面 で黒 褐 色 土 及 び 暗褐 色 土 の 落 ち 込 み と して確 認 した 。

〈重 複〉　 第 １号住 居 跡 と重複 して い る 。 第 １号 住 居 跡 の 床 面 上 で の確 認 で あ る こ と、 また 、

本 土 坑 の 覆 土 上 部 に石 囲 炉 が 造 られ て い た こ とな どか ら、 本 土 坑 が 第 １号 住 居 跡 よ り古 い もの

で あ る。

〈規 模〉　 開 口部 東 西 ９３ｃｍ×南 北 １０９ｃｍ、 底 面 東 西 １８８ｃｍ×南 北 １８３ｃｍ、深 さ １２５ｃｍ。

〈平 面 形〉　 開 口部 は 楕 円 形 、底 面 は 円 形 。

〈覆 土〉　 ８層 に区 分 され た 。

〈壁〉　 フ ラス コ形 。

〈底 〉　 平 坦 で あ る。 底 面 中 央 部 に径 約 ３５ｃｍ深 さ１２ｃｍの 小 ピ ッ トが あ る。

〈施 設〉　 な し。

〈遺 物〉　 縄 文 土 器 片 が 出土 して い る 。

〈小 結 〉　 本 土 坑 は縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る。

－ １０３ －



第 ３号 土 坑 （第 ７７・１１９・１５７・１５８・１６０・１６４図 ）

〈位 置 〉　 ＢＷ ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉　 北 側 で 第 ８号 土 坑 と重 複 して い る。 当初 、 重 複 が不 明 で 、掘 り進 ん で か ら重 複 が判

明 した ため 、 セ ク シ ョン図 な ど不 十 分 な面 が あ るが 、 セ ク シ ョ ンの観 察 か ら本 土 坑 の方 が 第 ８

号 土 坑 よ り古 い もの で あ る。

〈規 模 〉　 開 口部 東 西 １０６ｃｍ、底 面 東 西 １９６ｃｍ、 深 さ１５６ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 開 口部 は 第 ８号 土 坑 との重 複 に よ り連 結 して 不 整 な楕 円形 の よ う に な っ て い るが 、

本 来 は円 形 と思 わ れ る。底 面 は 円 形 。

〈覆 土〉　 ９層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉　 フ ラス コ形 。

〈底 〉　 平坦 で あ る 。 北側 の １／ ３程 は第 ８号 土 坑 に よ っ て切 られ て い る。

〈施 設〉　 な し。

〈遺 物〉　 出 土 の 土器 は 、 口頸 部 文様 が 原 体 押 圧 で 胴 部 文 様 が 結 束 第 １種 もの（５）、胴 部 文 様 が

結 束 第 ２種 の もの（１）等 が あ る 。

　 石 器 は 、石 鏃 が ３点 （第 １５７図 ）、 石 匕 ４点 （第 １５８図）、 石 箆 ３点 （第 １６０図 ）、半 円状 扁 平 打

製 石 器 １点 （第 １６４図 ） が あ る。

〈小 結〉　 本 土坑 は 、 出土 土 器 に 円 筒 下 層 ｄ １式 の 土 器 が あ る の で 、縄 文 時 代 前 期 末 葉 頃 の フ

ラス コ状 ピ ッ トで あ る 。

第 ４号 土坑 （第 ７ ・７８・１５７・１６７・１６１・１６４・１６７図）

〈位 置〉　 ＢＷ ― ７ ・８グ リ ッ ドに 位 置 す る。

〈確 認〉　 黒褐 色 土 の 落 ち 込 み と して確 認 した 。

〈重 複〉　 本 土坑 の南 側 で 第 １号住 居 跡 と重 複 して い る。 本 土 坑 の方 が新 しい。

〈規 模〉　 開 口 部 東 西３１０ｃｍ×南 北 ３２５ｃｍ、 底 面 東 西 ２００ｃｍ×南 北 ２０９ｃｍ、深 さ１１０ｃｍ。

〈平 面 形〉　 円 形 で あ る 。

〈覆 土〉　 ９層 に 区分 され た 。 自然堆 積 と思 わ れ る。

〈壁〉　 上 方 に 向 か って 扇形 に広 く開 く形 態 で あ る。

〈底〉　 平坦 で あ る 。底 面 の北 東 部 に径 ２０ｃｍの 粘 土 ブ ロ ックが み られ た。

〈施 設〉　 な し。

〈遺 物〉　 覆 土 か ら土 器 ・石 器 が 出 土 して い る。 土 器 は、 縄 文 時 代 晩 期 の浅 鉢 （１）・粗 製 の深 鉢

（４）・注 口土 器（５）、前 期 の 円筒 下層 式 の破 片 等 も出 土 して い る。

－ １０４ －



　石器は、石錐 ２点 （第１５７図）、不定形石器 （第１６１図）、半円状扁平打製石器 １点 （第１６４図）、

磨石 １点 （第１６７図）が出土 している。

〈小結〉　 本土坑は、主体となる遺物が縄文時代晩期に属するものなので、時期 も縄文時代晩

期のものである。

第 ５号土坑 （第 ８・７９・１２１図）

〈位置〉　 ＢＸ―９グリッドに位置する。

〈確認〉　 第 １号住居跡の床面の調査中に確認 した。

〈重複〉　 第 １号住居跡 ・第１０号土坑と重複 している。第 １号住居跡の床面上での検出のため、

本土坑の方が第 １号住居跡より古い ものである。第１０号土坑とは一部重複 しているが新旧関係

は不明である。

〈規模〉　 開口部東西１１０ｃｍ×南北１１５ｃｍ、底面東西１２０ｃｍ×南北１２７ｃｍ、深 さ３６ｃｍ。

〈平面形〉　 開口部は北東南西方向に長い楕円形となっている。これは調査中での開口部の西

側一部崩壊によるもので本来は円形に近いものである。底面は幾分不整な円形となっている。

〈覆土〉　 ３層に区分 された。

〈壁〉　 フラスコ形。

〈底〉　 やや凹凸がある。

〈施設〉　 なし。

〈遺物〉　 縄文土器の口縁部破片 １点のみの出土である。

〈小結〉　 本土坑は第 １号住居跡より古いことから縄文時代前期後半の頃のフラスコ状 ピット

である。

第 ６号土坑 （第８０・１６７図）

　〈位置〉　 ＢＹ―１２グリッドに位置する。

　〈確認〉　 黒褐色土の落ち込みとして確認 した。

　〈重複〉　 なし。

　〈規模〉　 東西２０５ｃｍ×南北２５０ｃｍ、深 さ５０ｃｍ。

　〈平面形〉　 不整楕円形である。

　〈覆土〉　 ４層に区分された。 自然堆積 と思われる。

　〈壁〉　 外に緩やかに開いて立ち上がる。

　〈底〉　 平坦である。

　〈施設〉　 なし。

－１０５ －



〈遺 物 〉　 覆 土 か ら敲 磨 器 が ２点 （第 １６７図 ） 出土 して い る 。

　〈小 結 〉　 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 の土 坑 で あ る が 、 時期 ・性 格 等 は明 らか で な い 。

第 ７号 土 坑 （第８０図 ）

〈位 置〉　 Ｃ Ａ― ５グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉　 黒 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉　 な し。

〈規 模 〉　 東 西 １２３ｃｍ×南 北 １８３ｃｍ、 深 さ１８ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 か な り不 整 な 隅丸 方 形 。

〈覆 土 〉　 １層 しか み られ な か った 。 炭 を多 量 に含 んで い る。

〈壁 〉　 緩 や か な立 ち上 が りを示 す 。

〈底 〉　 若 干 の 凹 凸 が み られ る 。

〈施 設 〉　 な し。

〈遺 物 〉　 な し。

〈小 結 〉　 本 土 坑 は、 時 期 ・性 格 等 は不 明 で あ る。

第 ８号 土 坑 （第 ７７・１２１・１５８・１６１図 ）

〈位 置〉　 ＢＷ ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉　 黒 褐 色 土 の 落 ち 込 み と して確 認 した。

〈重 複 〉　 第 ３号 土坑 と重 複 して い る。 本 土 坑 の方 が 第 ３号 土 坑 よ り新 しい。

〈規 模 〉　 開 口部 東 西 ７５ｃｍ、 底 面 東 西 ２４７ｃｍ×南 北 ２４７ｃｍ、 深 さ１７４ｃｍ。

〈平 面形 〉　 開 口部 は 円形 と思 わ れ る。第 ３号 土 坑 との重 複 で 、南 側 の 部 分 が 一 部 不 明瞭 に な っ

て い る。 底 面 は 円形 。

〈覆 土 〉　 １３層 に 区分 さ れ た 。

〈壁 〉　 フ ラ ス コ形 で あ る。

〈底 〉　 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉　 底 面 中央 部 に径 １０ｃｍ深 さ ２～ ４ｃｍの 小 ピ ッ ト３個 み られ た 。

〈遺 物〉　 土 器 は １が 底 面 出土 で 、 他 は 覆土 の 出 土 で あ る。 口頸 部 文 様 は原 体 押 圧 が 多 く、 胴

部 は結 束 第 １種 の もの が 多 い 。 石 器 は 、 石 匕 １点 （第 １５８図）、 不 定 形 石 器 １点 （第 １６１図） が

出土 した 。

〈小 結 〉　 本 土 坑 は 、 第 ３号 土 坑 を切 っ て構 築 され た 、縄 文 時 代 前 期 末 頃 の フ ラ ス コ状 ピ ッ ト

で あ る。
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第 ９号土坑 （第８１図）

〈位置〉　 ＢＺ―１２グリッドに位置する。

〈確認〉　 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

〈重複〉　 なし。

〈規模〉　 開口部東西１７５ｃｍ×南北１８０ｃｍ、底面東西９４ｃｍ×南北９０ｃｍ、深 さ１１０ｃｍ。

〈平面形〉　 円形である。

〈覆土〉　 ４層に区分 された。４層は第Ｖ層の南部浮石が主体である。自然堆積 と思われる。

〈壁〉　 底から中程 までは垂直に、それより上方は大 きく外に向かって開 く。

〈底〉　 平坦である。

〈施設〉　 底面中央に径 ８ｃｍ深さ２２ｃｍと２４ｃｍの小ピットが ２個みられた。

〈遺物〉　 なし。

〈小結〉　 本土坑は、底面に径 ８ｃｍという小ピットが ２個みられたが、これは逆木状の ものが

差し込まれた状況が想定され、落とし穴ではないかと思われる。覆土の状況から縄文時代の も

のと思われるが、時期は不明である。

第１０号土坑 （第 ７・７９・１２２・１５７図）

〈位置〉　 ＢＸ― ９グリッドに位置する。

〈確認〉　 第 １号住居跡の底面上で、黒色土の落ち込みとして確認 した。

〈重複〉　 第 １号住居跡 ・第 ５号土坑 ・第１４号土坑 と重複 している。第 １号住居跡の床面上で

の検出であることから、本土坑が第 １号住居跡 よりは古い ものである。他の土坑 とは新旧は明

らかでない。

〈規模〉　 開口部東西１４０ｃｍ、底面東西２３５ｃｍ×南北２４０ｃｍ、深 さ１４０ｃｍ。

〈平面形〉　 開口部の南側は重複で不明瞭になっているが、円形 と思われる。底面は円形であ

る。

〈覆土〉　 １９層に区分 された。

〈壁〉　 フラスコ形である。

〈底〉　 平坦である。

〈施設〉　 なし。

〈遺物〉　 縄文時代前期後半の円筒下層式の土器片が覆土から出土 している。

　石器は石錐が １点 （第１５７図）出土 している。

〈小結〉　 本土坑は、縄文時代前期後半のフラスコ状 ピットである。
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第 １１号 土 坑 （第８１・１５８図 ）

〈位 置 〉　 Ｂ Ｕ ・ＢＶ― １２グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 黒 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉　 な し。

〈規 模 〉　 東 西 １７０ｃｍ×南 北 １５６ｃｍ、 深 さ５０ｃｍ。

〈平面 形 〉　 円形 を呈 す る 。

〈覆土 〉　 ７層 に 区分 され た 。

〈壁 〉　 垂 直 に近 い急 な立 ち上 が りで あ る。

〈底 〉　 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉　 な し。

〈遺 物 〉　 石 器 は 、石 匕 が １点 （第 １５８図） 覆 土 か ら出土 して い る。

〈小 結 〉　 本 土 坑 は 、縄 文 時代 の 土 坑 と思 わ れ るが 時 期 は不 明 で あ る。

第 １２号 土 坑 （第 １１図）

〈位 置 〉　 Ｂ Ｓ― １１グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 第 ４号 住 居 跡 の調 査 中 に 検 出 した 。

〈重 複 〉　 第 ４号 住 居 跡 と重複 して い る。 セ ク シ ョ ンの観 察 か ら は新 旧 関 係 は把 握 で きな か っ

た 。

〈規 模 〉　 東 西 １７０ｃｍ×南 北 １９７ｃｍ、 深 さ１５ｃｍ （第 ４号 住 居 跡 の床 面 か ら）。

〈平 面形 〉　 円 形 で あ る 。

〈覆土 〉　 第 ４号 住 居 跡 の 覆 土 とあ わ せ て ４層 に 区分 され た 。

〈壁 〉　 検 出 され た壁 は極 め て 浅 い が 、 垂 直 に近 く立 ち上 が る もの で あ る。

〈底 〉　 幾分 凹 凸 が あ る。

〈施 設〉　 な し。

〈遺 物〉　 な し。

〈小 結 〉　 本 土 坑 は、 第 ４号 住 居 跡 と重 複 して お り、縄 文 時 代 の もの と思 わ れ る が 、 時期 性 格

等 は 不 明 で あ る。

第 １３号 土 坑 （第 ８１・１２２・１６７図 〉

〈位 置〉　 Ｂ Ｕ― １０グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉　 な し。
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〈規模〉　 東西２１８ｃｍ×南北２０８ｃｍ、深さ４５ｃｍ。

〈平面形〉　 かな り不整な円形を呈する。

〈覆土〉　 ３層に区分された。自然堆積 と思われる。

〈壁〉　 鍋底状を呈する。

〈底〉　 中央部が最も低 くなっている。底面を掘 り過 ぎた部分もある。

〈施設〉　 な し。

〈遺物〉　 出土土器はいずれ も覆土か らであるが、前期末頃 （２・３）と後晩期頃の深鉢（１）で

ある。

　石器は、敲磨器 １点 （第１６７図）が出土 している。

〈小結〉　 本土坑は、縄文時代の土坑である。時期 としては縄文時代後晩期頃のものと思われ

る。

第１４号土坑 （第 ７・７９・１２２図）

〈位置〉　 ＢＸ― ９グリッドに位置する。

〈確認〉　 第 １号住居跡の床面上にて黒褐色土の落ち込みとして確認 した。

〈重複〉　 第 １号住居跡と第１０号土坑 とに重複 している。本土坑は第 １号住居跡の床面上での

検出であるので、第 １号住居跡よりは本土坑の方が古いものである。第１４号土坑とは新旧関係

は不明である。

〈規模〉　 開口部の北側 は第１０号土坑との重複 により不明瞭である。底面は東西２３０ｃｍ×南北

１６０ｃｍで、深さ１４０ｃｍ。底面は第１０号土坑の底面 と重複 しないように、北側では第１０号土坑の底

面に沿うように円が欠けた形である。

〈平面形〉　 開口部は重複により不明である。底面は第１０号土坑 とあたかも重複 しないように

造られてお り、南側が円をなす半円形 となっている。

〈覆土〉　 １３層に区分された。

〈壁〉　 フラスコ形。

〈底〉　 平坦である。

〈施設〉　 な し。

〈遺物〉　 出土遺物は縄文土器片がみられる。いずれ も縄文時代前期円筒下層式の破片である。

〈小結〉　 本土坑は、縄文時代前期後半のフラスコ状 ピットである。底面の形状が第１０号土坑

に影響 されるような形態になっているが、新旧関係については把握できなかった。
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第 １５号土 坑 （第８２・１２２・１６１・１６４・１６７図 ）

〈位 置〉　 Ｂ Ｘ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した。

〈重複 〉　 な し。

〈規模 〉　 開 口部 東 西 １３３ｃｍ×南 北 １３３ｃｍ、 底 面 東 西 １９３ｃｍ×南 北 １９５ｃｍ、 深 さ１５２ｃｍ。

〈平 面形 〉　 や や不 整 な 円形 。

〈覆 土〉　 １０層 に 区分 され た 。

〈壁 〉　 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉　 平 坦 で あ る 。

〈施 設〉　 底 面 中 央 に径 ３２ｃｍ深 さ１４ｃｍの 円 形 の小 ピ ッ トが あ る。

〈遺 物〉　 土 器 で は 、 円筒 下層 式 の 土 器 破 片 が 覆 土 か ら出 土 して い る。

　 石 器 は、不 定 形 石 器 （第 １６１図）、半 円 状 扁 平 打 製 石 器 １点 （第 １６４図 ）、敲 磨 器 １点 （第 １６７図）

が 出 土 して い る 。

〈小 結〉　 本 土 坑 は 、 出 土 遺 物 か ら縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る 。

第 １６号 土坑 （第 ８２図 ）

〈位 置 〉　 ＢＷ ― ６グ リ ッ ドの 位 置 す る 。

〈確 認 〉　 暗 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉　 第２９号 土 坑 と重 複 して い る。本 土 坑 が 第 ２９号 土 坑 を切 っ て お り、新 しい もので あ る。

〈規 模 〉　 開 口部 東 西 １２５ｃｍ×南 北 １３５ｃｍ、底 面 東 西 １２０ｃｍ×南 北 １２０ｃｍ、 深 さ１００ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 円形 を呈 す る。

〈覆 土 〉　 １１層 に 区分 され た。

〈壁 〉　 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉　 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉　 な し。

〈遺物 〉　 な し。

〈小 結〉　 本 土 坑 は 、 出 土 遺 物 が み られ な い た め時 期 は不 明 で あ るが 、 形 状 及 び覆 土 か ら縄 文

時 代 の フ ラス コ状 ピ ッ トと思 わ れ る。

第 １７号 土坑 （第 ８３・１２３・１６７図 ）

〈位 置 〉　 ＢＷ ―１０・１１グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉　 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。
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〈重 複〉　 な し。

〈規 模〉　 東 西 １５４ｃｍ×南 北 １５０ｃｍ、深 さ３８ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 円 形 を呈 す る。

〈覆 土 〉　 ５層 に 区分 さ れ た。

〈壁 〉　 外 傾 して 立 ち上 が る。

〈底 〉　 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉　 底 面 の北 東 よ りに 円形 の小 ピ ッ ト （東 西 ２４ｃｍ×南 北 ２５ｃｍ、深 さ２０ｃｍ） が み られ る 。

〈遺 物 〉　 出土 した 土 器 は い ず れ も覆 土 か らで 、縄 文 時 代 前 期 の 円筒 下層 式 の 土 器 片 （第 １２３図）

で あ る。

　 石 器 は 、敲 磨 器 が １点 （第 １６７図） で あ る 。

〈小 結 〉　 本 土 坑 は 、出土 の土 器 か ら縄 文 時代 前 期 後 半 の 時 期 と思 わ れ る が 性格 は不 明 で あ る。

第 １８号 土 坑 （第８３・１２３・１６７図 ）

〈位 置〉　 ＢＷ ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉　 黒 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複〉　 な し。

〈規 模 〉　 開 口部 東 西 ９２ｃｍ×南 北 １００ｃｍ、 底 面 １６６ｃｍ×南 北 １８５ｃｍ、 深 さ１３０ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 円形 で あ る。

〈覆 土 〉　 ８層 に 区分 さ れ た。

〈壁 〉　 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉　 中央 部 が幾 分 窪 ん で い る 。

〈施 設 〉　 な し。

〈遺 物 〉　 覆土 か ら縄 文 時代 前 期 円 筒 下 層 式 （第 １２３図 ） の 破 片 が 出 土 して い る。

　 石 器 は 、敲 磨 器 １点 （第 １６７図 ） が 覆 土 か ら出 土 して い る。

〈小 結 〉　 本 土 坑 は 、 出 土 遺 物 か ら縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 １９号 土 坑 （第８３図 ）

〈位 置 〉　 Ｂ Ｙ― １４グ リ ッ ドに 位 置 す る。

〈確 認 〉　 黒 褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉　 な し。

〈規 模 〉　 東 西 ２０５ｃｍ×南 北 ２０５ｃｍ、 深 さ３８ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 円形 で あ る 。
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〈覆土 〉　 ２層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉　 鍋 底 状 で あ る。

〈底 〉　 平 坦 で あ る。

〈施 設〉　 な し。

〈遺 物 〉　 な し。

〈小結 〉　 本 土坑 は、 出 土 遺 物 が み ら れず 、 時 期 は不 明 で あ る。

第２０号土 坑 （第 ７ ・８４・１２３図）

〈位 置〉　 ＢＸ ― ８グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 第 １号 住 居 跡 の床 面 上 で 黒褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉　 第 １号 住 居 跡 及 び 第２１号 土 坑 と重 複 して い る。 本土 坑 は 第 １号 住 居 跡 よ り古 く、 第

２１号 土 坑 よ り新 しい もの で あ る 。

〈規 模 〉　 開 口部 東 西 １１５ｃｍ×南 北 １４２ｃｍ、 底 面 東 西 １８１ｃｍ×南 北 １８９ｃｍ、 深 さ９２ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 開 口部 は や や南 北 に 長 い楕 円 形 、 底 面 は不 整 な 円形 で あ る。

〈覆 土 〉　 ６層 に 区分 され た 。

〈壁 〉　 フ ラス コ形 。

〈底 〉　 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉　 な し。

〈遺 物 〉　 縄 文 時 代 前 期 末 頃 の土 器片 （第 １２３図） が 出 土 して い る。

〈小 結 〉　 本 土 坑 は 、縄 文 時代 前 期 後 半 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る 。

第 ２１号 土 坑 （第 ７ ・８４ ・１２３図 ）

〈位 置 〉　 Ｂ Ｘ― ８グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 第 １号 住 居 跡 床 面 で 暗褐 色 土 の 藻 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉　 第 １号 住 居 跡 及 び 第２０号 土 坑 と重 複 して い る。 本 土 坑 は 第 １号住 居 跡 と第 ２０号 土 坑

の い ず れ よ り も古 い もの で あ る 。

〈規 模 〉　 東 西 １６０ｃｍ×南 北 １６８ｃｍ、 深 さ７０ｃｍ。

〈平 面形 〉　 円形 を呈 す る 。

〈覆 土〉　 ６層 に 区分 され た 。

〈壁 〉　 垂 直 に近 い立 ち上 が り を示 す 。

〈底 〉　 幾分 凹 凸 が あ る 。

〈施 設〉　 な し。
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〈遺 物〉　 遺 物 と して は縄 文 土 器 片 （第 １２３図 ） が 出土 した の み で あ る。

〈小 結 〉　 本 土 坑 は、 時 期 を示 す遺 物 は 出 土 しな か っ たが 、 重 複 関係 か ら縄 文 時代 前 期 後 半 頃

に な る もの と思 われ る。

第 ２２号 土坑 （第 ８４・１２３・１５８図）

〈位 置 〉　 ＢＥ ・ＢＧ ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 遺 跡 の位 置 す る段 丘 の北 端 部 の 北斜 面 で 、 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複〉　 な し。

〈規 模〉　 開 口部 東 西 ｃｍ２２５、 底 面 東 西 ２６０ｃｍ、 深 さ７３ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 半 分 削 平 さ れ て い る が 、 円 形 で あ る。

〈覆 土〉　 ５層 に 区分 さ れ た。

〈壁 〉　 フ ラス コ形 。

〈底 〉　 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉　 な し。

〈遺 物〉　 土 器 は、 縄 文 時 代 前 期 末 頃 の土 器 が 出 土 して い る。 ３の 破 片 が 底 面 か ら他 は 覆土 か

らの 出土 で あ る。

　 石 器 は、 石 匕 １点 （第 １５８図 ） が 底 面 か ら出土 して い る。

〈小 結 〉　 本 土 坑 は縄 文 時 代 前 期 末 頃 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 ２３号 土 坑 （第 ８４・１２４図 ）

〈位 置 〉　 ＢＨ ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 遺 跡 の 立 地 す る段 丘 の北 の縁 に 近 い と ころ で 、暗褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した。

〈重 複 〉　 な し。

〈規 模 〉　 開 口部 東 西 １２４ｃｍ×南 北 １３７ｃｍ、 底 面 東 西 １８０ｃｍ×南 北 １８６ｃｍ、 深 さ１０３ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 円形 を呈 す る 。段 丘 の 縁 に位 置 して い る た め 、削 平 等 に よ り １／ ３程 削 平 され て

い る。

〈覆土 〉　 ９層 に 区分 され た 。

〈壁 〉　 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉　 平 坦 で あ る 。

〈施 設 〉　 な し。

〈遺 物 〉　 出土 土 器 は 、 １が底 面 出 土 で 、 他 は覆 土 出土 で あ る 。 い ず れ も縄 文 時代 前 期 末 の 円

筒 下 層 式 で あ る。
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〈小結〉　 本土坑は、縄文時代前期末のフラスコ状ピットである。

第 ２４号 土 坑 （第 ８５・１２４・１６７図）

　〈位 置〉　 Ｂ Ｈ ・ＢＩ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉　 褐 色 土 及 び暗 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。 周 辺 に近 代 の墓 が掘 り込 まれ て お

り、 当 初 本 土 坑 もそ の 一 つ と思 わ れ た が 、少 し下 げ た 時 点 で フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る こ とが判

明 した 。 北側 は墓 に よ って 破 壊 さ れ て い る。

〈重 複 〉　 な し。

〈規 模 〉　 開 口部 東 西 １５８ｃｍ、底 面 東 西 ２２５ｃｍ×南 北 ２１０ｃｍ、 深 さ１４５ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 開 口部 は北 側 が 削 平 され て い るが 、底 面 は 円 形 で あ る。

〈覆 土 〉　 ８層 に 区分 され た 。

〈壁 〉　 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉　 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉　 な し。

〈遺 物 〉　 土 器 は、 いず れ も覆 土 か ら出 土 で 、 胴 部 文 様 は い わ ゆ る 木 目状 撚 糸 文 で あ る。

　 石 器 は、 敲 磨 器 が １点 （第 １６７図 ） 出土 して い る 。

〈小 結 〉　 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 末 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 ２５号 土坑 （第８５・１２５・１６８図 ）

〈位 置〉　 Ｂ Ｅ― ８グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉　 段 丘 北斜 面 上 部 に位 置 し黒 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した。

〈重 複 〉　 な し。

〈規 模 〉　 底 面 東 西 １８５ｃｍ、 深 さ８７ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 半 分 ほ ど削 平 され て お り、 不 明 で あ る。

〈覆 土 〉　 ８層 に 区分 さ れ た。

〈壁 〉　 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉　 やや 凹 凸 が み られ る。

〈施 設 〉　 底 に小 ピ ッ トが あ る。 た だ し、西 捨 て 場 に続 く小 さ な溝 状 の 落 ち込 み が小 ピ ッ トと

重 複 して い た 。

〈遺 物〉　 土 器 は 、縄 文 土 器 の 底 部 （第 １２７図 ） の み の 出土 で あ る 。

　 石 器 は 、 底 面 か ら敲 磨 器 １点 （第 １６８図 ） 出 土 して い る。

〈小 結〉　 本 土坑 は、時 期 を明 瞭 に示 す 遺 物 の 出土 は み られ ない が 、畑 内 遺 跡 の フ ラス コ状 ピ ッ
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トの多 くが縄文時代前期後半の ものであるので、本土坑 も前期後半の可能性が強いものと思わ

れる。

第２６号土坑 （第８６・１２５図〉

〈位置〉　 ＢＪ―６グリッドに位置する。

〈確認〉　 暗褐色土の落ち込みとして確認 した。

〈重複〉　 第２７号土坑 と隣接 しているが重複ではない。

〈規模〉　 開口部東西１３５ｃｍ×南北１４２ｃｍ、底面東西１７０ｃｍ×南北１３７ｃｍ、深さ８５ｃｍ。

〈平面形〉　 不整円形。

〈覆土〉　 ４層に区分された。

〈壁〉　 フラスコ形である。平面図及び断面図を作成 した時点では、壁が崩壊 し明瞭なフラス

コ形を呈 していない。

〈底〉　 中央部が低 くなっている。断面図を作成 した時点では北側が掘 り足 りない部分がみら

れた。

〈施設〉　 なし。

〈遺物〉　 覆土から縄文土器の小片が出土 した （第１２５図）のみである。

〈小結〉　本土坑 は、時期を明瞭に示す遺物の出土はみられないが、畑内遺跡のフラスコ状ピッ

トの多 くが縄文時代前期後半のものであるので、本土坑 も前期後半の可能性が強い もの と思わ

れる。

第２７号土坑 （第８６・１２５図）

〈位置〉　 ＢＪ―６グリッドに位置する。

〈確認〉　 暗褐色土の落ち込みとして確認した。

〈重複〉　 なし。第２６号土坑に隣接 しているが重複ではない。

　〈規模〉　 開口部東西１３５ｃｍ、底面東西１２０、深さ４０ｃｍ。

〈平面形〉　 不整円形。

〈覆土〉　 ３層に区分された。 ２層は攪乱層の可能性がある。

〈壁〉　 フラスコ形。図をとる時点で崩壊が多 く、図ではフラスコ状を呈 していない。

　〈底〉　 北側が一部攪乱を受けたようで底面が破壊 されている。

　〈施設〉　 なし。

〈遺物〉　 縄文土器の破片 （第１２５図）が覆土から出土 したのみである。

　〈小結〉　 本土坑は、時期 を明瞭に示す遺物の出土はみられないが、畑内遺跡のフラスコ状ピッ
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トの 多 くが 縄 文 時 代 前 期 後 半 の もの で あ るの で 、 本 土 坑 も前 期 後 半 の 可 能性 が 強 い もの と思 わ

れ る。

第 ２８号 土 坑 （第 ８６・１２５・１６０ ・１７０図）

〈位 置 〉　 Ｂ Ｋ― ５ ・６グ リ ッ ドに位 置 して い る。

〈確 認 〉　 暗 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉　 な し。

〈規 模〉　 開 口部 東 西 １８４ｃｍ×南北 １６７ｃｍ、底 面 東 西 ２４１ｃｍ×南 北 ２３０ｃｍ、 深 さ１３８ｃｍ。

〈平 面 形〉　 円 形 で あ る。

〈覆 土〉　 １３層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉　 フ ラス コ形 。

〈底 〉　 平坦 で あ る が 中 央 部 が や や 凹 み 加 減 で あ る。

〈施 設〉　 な し。

〈遺 物 〉　 土 器 は 、 １が底 面 か らで 覆 土 か らの 出土 で あ る 。 い ず れ も縄 文 時 代 前 期 末 頃 の土 器

で あ る。

　 石 器 は 、石 箆 １点 （第 １６０図 ） と敲 磨 器 （砥 石 ） １点 （第 １７０図） が 出 土 して い る。

〈小 結 〉　 本 土 坑 は 、 出土 遺 物 か ら縄 文 時 代 前 期 末 頃 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 ２９号 土 坑 （第 ８２・１２６図 ）

〈位 置 〉　 ＢＷ ― ６グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉　 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉　 第 １６号 土 坑 と重 複 して い る 。本 土 坑 が 第 １６号 土 坑 に切 られ て お り、 本 土 坑 の 方 が 古

い もの で あ る。

〈規 模 〉　 開 口部 東 西 １２１ｃｍ×南 北 １２０ｃｍ、底 面 １８６ｃｍ×南 北 １８７ｃｍ、 深 さ１７０ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 円 形 で あ る。

〈覆 土 〉　 ７層 に区 分 され た 。

〈壁 〉　 フ ラス コ形 。

〈底〉　 幾 分 凹 凸 が あ る。

〈施 設〉　 底 面 の 中 央 部 に径 ２２ｃｍ深 さ１０ｃｍの小 ピ ッ トが み られ る。

〈遺 物〉　 底 面 の東 よ りに縄 文 土 器 の 深 鉢 １が 出土 して い る 。 口 頸 部 は原 体 押 圧 で 胴 部 は結 束

第 １種 が横 位 に施 文 され て い る 。 そ の 他 は覆 土 か らの 出土 で あ る 。 い ず れ も前 期 末 の もの で あ

る。

－ １１６－



〈小 結 〉　 本 土 坑 は 、 第 １６号 土 坑 に よ って 切 られ て い るが 、縄 文 時 代 前 期 末 の フ ラス コ状 ピ ッ

トで あ る 。

第３０号 土 坑

〈位 置〉　 Ｂ Ｏ ・Ｂ Ｐ― ４グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 黒 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉　 な し。

〈規模 〉　 開 口部 東 西 １４３ｃｍ×南 北 １４０ｃｍ、底 面 東 西 １６０ｃｍ×南 北 １６５ｃｍ、 深 さ４０ｃｍ。

〈平 面形 〉　 円 形 で あ る。

〈覆 土〉　 ６層 に区 分 され た。

〈壁 〉　 フ ラス コ形 。

〈底 〉　 平 坦 で あ る。

〈施 設〉　 な し。

〈遺 物〉　 縄 文 時 代 前 期 末 頃 の 土 器 片 が 覆 土 か ら出 土 して い る。

〈小 結〉　 本 土 坑 は、 出土 遺 物 は縄 文 土 器 の小 片 の み で あ るが 、 縄 文 時 代 前 期 末 頃 の フ ラ ス コ

状 ピ ッ トで あ ろ う。

第 ３１号 土 坑 （第 ８７・１２６～ １２８・１５７・１６１図）

〈位 置 〉　 ＢＯ ― ４グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉　 暗 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉　 第 ６１号 土 坑 と重 複 して い る 。 セ クシ ョンの 観 察 か ら本 土 坑 が 第 ６１号 土 坑 を切 っ て造

られ て お り新 しい もの で あ る。

〈規 模 〉　 開 口部 東 西 １５０ｃｍ×南 北 １６０ｃｍ、底 面 東 西 １８６ｃｍ×南 北 ２１０ｃｍ、 深 さ １０２ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 円形 で あ る 。南 東 で 第６１号 土 坑 と重 複 して お り、 調 査 の過 程 で 開 口部 が一 部 崩 壊

し、平 面 図 を とる段 階 で不 明 瞭 に な った 部 分 もあ る。

〈覆 土 〉　 １３層 に 区分 され た 。

〈壁 〉　 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉　 平 坦 で あ る 。

〈施 設 〉　 な し。

〈遺 物 〉　 出土 遺 物 で は 、土 器 が か な り多 くみ られ た。 口頸 部 文 様 で は原 体 押 圧 の もの （２ ・

５ ・１１）、 原体 押 圧 と刺 突 （１ ・３ ・４ ・６） 等 が あ る。 胴 部 文 様 で は多 軸 絡 条 体 （１ ・２）、

単 軸 絡 条 体 第 １Ａ類 （３）、結 束 第 １種 （４ ・５ ・６ ・１１） 等 が あ る 。 い ず れ も縄 文 時代 前 期 末 の
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もの で あ る。

　 石 器 は 、石 鏃 １点 （第 １５７図 ）、不 定 形 石 器 １点 （第 １６１図 ） が 覆 土 か ら出土 して い る。

〈小 結 〉　 本土 坑 は 、 出土 遺物 等 か ら縄 文 時 代 前 期 末 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 ３２号 土 坑 （第８７・１２８図 ）

〈位 置 〉　 Ｂ Ｎ ・ＢＯ ― ３ ・４グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 明褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉　 な し。

〈規 模 〉　 開 口部 東 西 １１５ｃｍ×南 北 １２９ｃｍ、 底 面 東 西 １７５ｃｍ×南 北 １７５ｃｍ、 深 さ９３ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 開 口部 及 び底 面 と も にや や 不 整 な 円形 。

〈覆 土〉　 ７層 に 区分 され た 。

〈壁 〉　 フ ラス コ 形 。

〈底 〉　 平 坦 で あ る 。

〈施 設 〉　 な し。

〈遺 物 〉　 覆 土 か ら縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 下 層 式 の土 器 片 が 出土 した。

〈小 結〉　 本 土 坑 は、 時 期 を明 示 す る よ うな遺 物 の 出 土 はみ られ な いが 、少 量 の土 器 片 及 び 覆

土 の 状 況 等 か ら縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 ３３号 土 坑 （第 ８７・１２９図）

〈位 置 〉　 Ｂ Ｎ― ３ ・４グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 暗 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉　 な し。

〈規 模 〉　 開 口部 東 西 １７７ｃｍ×南 北 １７６ｃｍ、 底 面 東 西 ２２５ｃｍ×南 北 ２３１ｃｍ、 深 さ１０３ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 円形 で あ る。

〈覆土 〉　 ５層 に 区分 され た 。

〈壁 〉　 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉　 幾 分 凹 凸 が あ る が ほ ぼ平 坦 で あ る。

〈施 設 〉　 な し。

〈遺 物 〉　 覆土 か ら縄 文 時代 前 期 末 頃 の 円 筒 下 層 式 土 器 が 出土 して い る。

〈小 結 〉　 本土 坑 は 、縄 文 時代 前 期 末 頃 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る 。
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第 ３４号 土 坑 （第８８・１２９図 ）

〈位 置 〉　 ＢＯ ― ３グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 黒 褐 色 土 の 落 ち 込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉　 な し。

〈規 模 〉　 開 口部 東 西 １４０ｃｍ×南 北 １４０ｃｍ、 底 面 東 西 １８３ｃｍ×南 北 １７６ｃｍ、深 さ１１３ｃｍ。

〈平 面形 〉　 円 形 で あ る。

〈覆 土〉　 １４層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉　 フ ラス コ形 。

〈底 〉　 平 坦 で あ る。

〈施 設〉　 な し。

〈遺 物〉　 覆 土 か ら縄 文 時 代 前 期 末 の 円 筒 下 層 ｄ ２式 頃 の破 片 が 出 土 して い る。

〈小 結〉　 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 末 頃 の フ ラス コ状 ピ ッ トと思 わ れ る。

第 ３５号 土 坑 （第 ８８図 ）

〈位 置 〉　 Ｂ Ｎ― ４グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 暗 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉　 な し。

〈規 模 〉　 開 口部 東 西 ９１ｃｍ×南 北 ８０ｃｍ、底 面 東 西 １０５ｃｍ×南 北 ９３ｃｍ、深 さ４５ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 円形 で あ る。

〈覆 土 〉　 ４層 に 区分 され た。

〈壁 〉　 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉　 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉　 な し。

〈遺 物 〉　 な し。

〈小 結 〉　 本土 坑 は、縄 文 時 代 の小 型 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ るが 、明確 な 時期 は不 明 で あ る。

第 ３６号 土 坑

〈位 置 〉　 Ｂ Ｐ― ４グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 黒 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉　 な し。

〈規 模 〉　 開 口部 東 西 ９６ｃｍ×南 北 ９４ｃｍ、底 面 東 西 １１８ｃｍ×南 北 １０６ｃｍ、深 さ３７ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 円 形 で あ る。
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〈覆土 〉　 ４層 に 区分 され た 。

〈壁 〉　 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉　 平 坦 で あ る 。

〈施 設 〉　 な し。

〈遺 物 〉　 な し。

〈小 結 〉　 本 土 坑 は、縄 文 時代 の小 型 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る が 、明 確 な時 期 は不 明 で あ る 。

第３７号土 坑 （第８８・１２９・１３０図）

〈位 置 〉　 Ｂ Ｐ― ５グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 暗 オ リー ブ褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉　 な し。

〈規 模 〉　 開 口部 東 西 １０４ｃｍ×南 北 １０６ｃｍ、 底 面 東 西 １７１ｃｍ×南 北 １６３ｃｍ、 深 さ１０２ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 円形 で あ る 。

〈覆土 〉　 ７層 に 区分 され た 。

〈壁 〉　 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉　 平 坦 で あ る 。

〈施 設 〉　 な し。

〈遺 物〉　 覆 土 の底 面 近 くか ら １と ２が 出土 して い る 。 い ず れ も胴 部 文 様 は縦 方 向 の条 痕 文 で

あ る。

〈小 結〉　 本 土 坑 は 、縄 文 時代 前 期 後 半 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 ３８号 土 坑

〈位 置 〉　 Ｂ Ｎ― ３グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉　 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉　 な し。

〈規 模 〉　 開 口部 東 西 １４０ｃｍ×南 北 １２７ｃｍ、底 面東 西 ２０３ｃｍ×南 北 ２０７ｃｍ、 深 さ１２０ｃｍ。

〈平 面 形 〉　 円 形 で あ る。

〈覆 土 〉　 １１層 に 区分 され た。

〈壁 〉　 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉　 幾 分 凹 凸が あ る。

〈施 設〉　 な し。

〈遺 物〉　 土 器 は １と ５が 底 面 で 、他 は覆 土 か らの 出土 で あ る 。 １は 口 頸 部 が 原 体 押 圧 と結 節
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回転、胴部が結束第 １種である。

〈小結〉　 本土坑 は、縄文時代前期末のフラスコ状 ピットである。

第３９号土坑

〈位置〉　 ＢＭ ・ＢＮ―４グリッドに位置する。

〈確認〉　 暗褐色土の落ち込みとして確認 した。

〈重複〉　 なし。

〈規模〉　 開口部東西１０２ｃｍ×南北９０ｃｍ、底面東西２１３ｃｍ×南北１９７ｃｍ、深 さ１２２ｃｍ。

〈平面形〉　 円形である。

〈覆土〉　 ９層に区分された。

〈壁〉　 フラスコ形。

〈底〉　 平坦である。

〈施設〉　 なし。

〈遺物〉　 覆土から縄文時代前期円筒下層式の土器片 （第１３０図）が出土 している。

〈小結〉　 本土坑は、縄文時代前期後半のフラスコ状ピットと思われる。

第４０号土坑 （第８９図）

〈位置〉　 ＢＭ―４グリッドに位置する。

〈確認〉　 褐色土及び黄褐色土の落ち込みとして確認 した。

〈重複〉　 なし。

〈規模〉　 開口部東西１１１ｃｍ×南北１２０ｃｍ、底面東西１８７ｃｍ×南北１９０ｃｍ、深 さ９５ｃｍ。

〈平面形〉　 北斜面に位置するため、開口部の北側がより削平されており底面に対 して開口部

が北に寄った形 となっている。本来の開口部は底面に対 してその中央部を中心 とするものであ

ろう。やや不整な円形 を呈する。

〈覆土〉　 ８層に区分 された。

〈壁〉　 フラスコ形である。

〈底〉　 中央部が最 も低い形状である。

〈施設〉　 なし。

〈遺物〉　 なし。

〈小結〉　 本土坑は、遺物の出土はみられないが、周辺のフラスコ状 ピットで遺物の出土のみ

られるものは縄文時代前期後半のものであるので、本土坑 もその頃の可能性が強いものと思わ

れる。
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第４１号土坑 （第９０・１３０図）

〈位置〉　 ＢＭ―３・４グリッドに位置する。

〈確認〉　 極暗褐色土の落ち込み として確認 した。

〈重複〉　 な し。

〈規模〉　 開口部東西１２８ｃｍ×南北１４７ｃｍ、底面東西１９３ｃｍ×南北１８４ｃｍ、深さ１０３ｃｍ。

〈平面形〉　 北斜面に位置するため、北側の削平が多 くなされてお り、結果的に底面に対 し開

口部が北にずれた状態である。開口部及び底面 ともに不整な円形を呈する。

〈覆土〉　 １１層に区分された。

〈壁〉　 フラスコ形。西壁が中程で部分的に崩壊 している。

〈床〉　 平坦である。

〈施設〉　 なし。

〈遺物〉　 縄文時代前期円筒下層式の土器片が覆土から出土 している。

〈小結〉　 本土坑は、時期を明瞭に示す遺物の出土はみられないが、前期の円筒下層式の土器

片の出土及び周辺のフラスコ状 ピットが前期後半から末のものであるので、本土坑の時期 も縄

文時代前期後半の頃のものと思われる。

第４２号土坑 （第９０・１３１・１５７・１５８図）

〈位置〉　 ＢＰ―６グリッドに位置する。

〈確認〉　 黒褐色土の落ち込みとして確認 した。

〈重複〉　 なし。

〈規模〉　 開口部東西９０ｃｍ×南北８６ｃｍ、底面東西１８６ｃｍ×南北１８３ｃｍ、深さ９３ｃｍ。

〈平面形〉　 円形である。

〈覆土〉　 ６層に区分 された。

〈壁〉　 フラスコ形。

〈床〉　 平坦である。

〈施設〉　 底面中央部 に東西２０ｃｍ×南北２３ｃｍ、深 さ１０ｃｍの小ピットがある。

〈遺物〉　 出土 した土器は、縄文時代前期後半の円筒下層式の土器 （第１３１図）である。 １は

胴部に屈曲をもち段 をなすのは円筒土器 としては珍 しい。

　石器は、石鏃 １点 （第１５７図） と石匕 １点 （第１５８図）が覆土から出土 している。

〈小結〉　 本土坑は、出土の土器から縄文時代前期末頃のフラスコ状ピットである。出土の土

器 １の胴部の段は、大木式の影響と思われる。
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第 ４３号 土 坑 （第９０・１６８・１７０図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｖ― ８グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 黒 色 土 及 び 暗褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １６０ｃｍ×南 北 １５５ｃｍ、 底 面 東 西 ２３５ｃｍ×南 北 ２２０ｃｍ、 深 さ１５０ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る。

〈覆土 〉 ６層 に 区 分 され た 。 ７層 と した層 は掘 り過 ぎの 地 山 の 土 層 で あ る。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈床 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 底 面 中 央 に径４０ｃｍ深 さ１５ｃｍの小 ピ ッ トが あ り、 さ ら に小 ピ ッ トを 中心 に十 字 の溝 が

み られ る。

〈遺 物 〉 土 器 の 出 土 は な し。

石 器 は 、石 皿 １点 （第 １７０図） と敲 磨 器 ２点 （第 １６８図 ） が 出 土 して い る。

〈小結 〉 本 土 坑 か ら は時 期 を示 す 遺 物 の 出 土 は み られ ない が 、 周 辺 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トが前

期 後 半 か ら末 にか けて の もので あ る こ と、 及 び 覆 土 の 状 況 か ら、 本 土 坑 も縄 文 時 代 前 期 後 半 の

もの の 可 能 性 が 強 い。

第４４号 土 坑 （第 ９１・１３１図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｑ ― ６グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 及 び 暗褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 ８９ｃｍ×南 北９９ｃｍ、 底 面 東 西 ２０６ｃｍ×南 北 ２０４ｃｍ、深 さ１４７ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る 。

〈覆 土 〉 ６層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラ ス コ状 で あ る 。 開 口 部 よ り少 し下 に最 小 径 が あ る 。

〈床 〉 平 坦 で あ る 。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 覆土 か ら縄 文 時代 前 期 末 頃 の 円 筒 土 器 下 層 式 の土 器 片 が 出 土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、縄 文 時代 前 期 末 頃 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トと思 わ れ る。

第４５号 土 坑 （第９１・１３１・１３２・１５９・１６１・１６３図 ）

〈位 置 〉 ＢＭ ― ２ ・３グ リ ッ ドに位 置 す る。
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〈確 認 〉 黒 褐 色 土 ・灰 黄色 土 ・暗 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 第７７号 土 坑 と重 複 して い る。 本 土 坑 が 第 ７７号 土 坑 よ り新 しい もの で あ る。

〈規 模 〉 底 面 東 西 ２２５ｃｍ×南 北 ２２３ｃｍ、 深 さ８５ｃｍ。

〈平 面 形 〉 開 口部 は確 認 時 に 比べ て 、 平 面 図 の 段 階 で は崩 壊 が進 み拡 が って い る。 円形 と思

わ れ る。

〈覆 土 〉 １３層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 で あ る。

〈床 〉 北 側 よ り南 側 が や や低 くな って い る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 土 器 で は ４が 底 面 近 くの 出土 で あ る。 １と ２は 口頸 部 が結 節 回転 、 胴 部 が 単 軸 絡 条

体 第 １Ａ類 （木 目状 撚 糸 文 ） で あ る 。 い ず れ も縄 文 時 代 前 期 末 の 円筒 下 層 式 の 土 器 で あ る。

石 器 は、 石 匕 １点 （第 １５９図 ）、 不 定 形 石 器 １点 （第 １６１図）、 磨 製 石 斧 ２点 （第 １６３図） が 出

土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 末 頃 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る。

第４６号 土坑 （第 ９２・１３３図）

〈位 置〉 Ｂ Ｖ ― ９グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 東 西 １２３ｃｍ×南 北 １１５ｃｍ、 深 さ４７ｃｍ。

〈平 面形 〉 円 形 で あ る。

〈覆土 〉 ８層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉 垂 直気 味 に 立 ち 上 が る。

〈床 〉 平 坦 で あ る 。 中央 部 が や や 低 くな っ て い る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 覆土 か ら縄 文 時代 中期 後 半 の 比 較 的 大 きな破 片 と、前 期 末 頃 の 円 筒 土 器 下 層 式 の破

片 が 出土 して い る。

〈小 結 〉 出土 遺 物 か ら縄 文 時代 中 期 後 半 頃 の 土 坑 の 可 能 性 が 強 い 。

第 ４７号 土 坑 （第 ９２・１３３・１５９・１６０・１６８図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｕ ・ＢＶ ― ７ ・８グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。
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〈重 複 〉 第６３号 土坑 と重 複 して い る。 本 土 坑 の 調 査 中 に底 面 の部 分 で 重 複 して い る こ とが判

明 したが 、新 旧 関係 は不 明 で あ る。 底 面 の レベ ルで は本 土 坑 の 方 が １０ｃｍ深 くな って い る。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １１３ｃｍ×南 北 １１２ｃｍ、 底 面 東 西 ２００ｃｍ×南 北 ２１８ｃｍ、 深 さ１４０ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る 。

〈覆 土 〉 ８層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。

〈床 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 底 面 中 央 に 東 西 ３３ｃｍ×南 北 ２６ｃｍ、 深 さ ８ｃｍの小 ピ ッ トが あ る。

〈遺 物 〉 底 面 及 び 覆 土 か ら縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 下 層 式 土 器 が 出 土 して い る。 ３と ４は同

一個 体 で
、 ４が底 面 出 土 。

石 器 は 、 底 面 か ら敲 磨 器 １点 （第 １６８図）、 石 匕 １点 （第 １５９図） が 出 土 し、 覆 土 か ら石 箆 １

点 （第 １６０図 ） が 出土 して い る。

〈小 結 〉 本 土坑 は 、縄 文 時代 前 期 後 半 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る。

第４８号土 坑 （第９３・１３３・１６４図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｕ― ８ ・９グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 及 び 暗 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 第４９号 土坑 と重 複 して い る。 セ ク シ ョ ンの観 察 で 、 本土 坑 が 第４９号 土 坑 を切 って い

る こ とが 観認 され 、 本 土 坑 が 第 ４９号 土 坑 よ り新 しい もの で あ る。

〈規 模 〉 開 口 部 東 西 １１０ｃｍ×南 北 １１５ｃｍ、 底 面 東 西 １９０ｃｍ×南 北 １９８ｃｍ、 深 さ１２６ｃｍ。

〈平 面形 〉 開 口 部 、 底 面 と も円 形 で あ る。

〈覆 土〉 １０層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉 フ ラス コ形 で あ る。

〈床 〉 平坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 土 器 は 、縄 文 時代 前 期 後 半 の 円 筒 下 層 式 の破 片 が 覆 土 か ら出 土 して い る。

石 器 は 、半 円状 扁 平 打 製 石 器 １点 （第 １６４図） が 出 土 して い る。

〈小 結 〉 本 土坑 は、第４９号 土 坑 を切 って 構 築 され て お り、縄 文 時代 前 期 後 半 の フ ラ ス コ状 ピ ッ

トで あ る 。

第 ４９号 土 坑 （第９３・１３４・１７１図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｕ― ８ ・９グ リ ッ ドに 位 置 す る。
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〈確 認 〉 極 暗 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 第 ４８号 土 坑 と重 複 して い る。 セ ク シ ョン観 察 で は 、本 土 坑 が 第４８号 土 坑 に よ り切 ら

れ て お り、 本 土 坑 が 第 ４８号 土 坑 よ り古 い もの で あ る。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １０１ｃｍ×南 北 １０４ｃｍ、 底 面 東 西 ２１１ｃｍ×南 北 ２１７ｃｍ、 深 さ１５８ｃｍ。

〈平 面 形 〉 開 口部 、底 面 と もに 円形 で あ る。

〈覆 土 〉 ５層 に 区分 され た。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 土 器 は 、覆 土 か ら円筒 下 層 式 土 器 の 破 片 が 覆 土 か ら出土 して い る。

石 器 で は、 底 面 か ら台 石 （第 １７１図） が 出土 して い る 。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、第 ４８号 土 坑 よ り古 い もの で縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る 。

第 ５０号 土 坑 （第 ９３・１３４図 ）

〈位 置 〉 ＢＱ― ９グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 及 び 暗褐 色 土 の 落 ち 込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 東 西 １２０ｃｍ×南 北 １２８ｃｍ、 深 さ４３ｃｍ。

〈平 面形 〉 円形 で あ る。

〈覆 土〉 ４層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 垂 直 に 立 ち 上 が る もの で あ る。

〈底〉 や や 凹 凸 が み られ る。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物〉 覆 土 か ら縄 文 土 器 の 破 片 が （第 １３４図 ） １片 出土 した。

〈小 結〉 本 土坑 は、 時期 ・性 格 は明 瞭 で は な い が 、縄 文 時 代 の 土 坑 で あ る。

第 ５１号 土 坑 （第 ９４・１３４図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｐ― ６ ・７グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 黒 色 土 及 び暗褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 東 西 １４６ｃｍ×南 北 １４２ｃｍ、 深 さ２３ｃｍ。

〈平 面 形 〉 や や不 整 な 円形 。
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〈覆 土 〉 ３層 に 区分 さ れ た。

〈壁 〉 垂 直 に立 ち上 が る もの で あ る 。

〈底 〉 北 西 部 が や や低 くな っ て い る 。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 覆 土 か ら縄 文 土 器 の小 片 が 出 土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、縄 文 時代 の土 坑 で あ るが 性格 等 は不 明 で あ る。

第 ５２号 土 坑 （第９４ ・１３４図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｐ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 黒 色 土 及 び黒 褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉 第７３号 土 坑 と一部 重 複 して い るが 、 新 旧 関 係 は不 明 で あ る。

〈規 模 〉 東 西 １３３ｃｍ×南 北 １５２ｃｍ、 深 さ９０ｃｍ。

〈平 面 形 〉 か な り不 整 な 円形 。

〈覆 土 〉 ５層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 垂 直 に立 ち上 が る部 分 とオ ヴ ァー ハ ン グ的 な立 ち上 が りの部 分 もあ る。

〈底 〉 西 側 が低 くな って い る 。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 縄 文 時代 前 期 と中期 の 土 器 が 出 土 して い る。 １は 中期 末 葉 の最 花 式 で 、覆 土 に広 範

囲 に分 布 して い た 。６は前 期 の大 木 式 土 器 で あ る が 、第 ７３号 土 坑 出土 の土 器 と接 合 した （第 １３４・

１４２図）。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、性 格 は不 明 で あ る が 、 覆 土 か らの 出土 遺 物 で あ るが 最 も大 きな土 器 で あ

る Ｐ １に よっ て縄 文 時代 中期 末 葉 の 土 坑 の 可 能 性 が 強 い。

第 ５３号 土 坑 （第９４ ・１３４図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｕ ・ＢＶ ― ６グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 暗 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 第 ６８号 土 坑 と重 複 して い る 。新 旧 関係 は不 明 で あ る。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １０３ｃｍ×南 北 １０８ｃｍ、底 面 東 西 １６４ｃｍ×南 北 １５７ｃｍ、 深 さ１１３ｃｍ。

〈平 面 形 〉 開 口部 は か な りな不 整 形 で あ る が 、 底 面 は円 形 で あ る。

〈覆 土〉 ７層 に 区分 さ れ た。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。
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〈施 設 〉 底 面 中央 に径 ２５ｃｍ前 後 の や や 不 整 な 円形 の小 ピ ッ トが あ る。

〈遺 物 〉 縄 文 土 器 の小 片 が 覆 土 か ら 出土 して い る 。

〈小 結 〉 本 土坑 は 、 時期 を示 す 遺 物 はみ られ な か っ た が 、縄 文 時 代 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ

る。

第５４号 土坑 （第 ９５・１３４図）

〈位 置〉 Ｂ Ｒ ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 暗 褐 色 土 及 び褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 東 西 １００ｃｍ×南 北９６ｃｍ、 深 さ７１ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る。

〈覆 土 〉 ２層 に 区分 さ れ た。

〈壁 〉 ２段 に な っ て立 ち上 が る もの で あ る。

〈底 〉 径 ２０ｃｍ程 の小 さ な底 面 で あ る 。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 覆土 か ら縄 文 時代 前 期 後 半 の 円 筒 下 層 式 の土 器 が 出土 して い る。

〈小 結 〉 本土 坑 は 、性 格 は不 明 で あ るが 、 縄 文 時 代 前 期 後 半 の 土 坑 で あ る。

第５５号 土 坑 （第 ９５・１３５図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｓ― ７ ・８グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 暗 褐 色 土 及 び褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 東 西 １２１ｃｍ×南 北 １３３ｃｍ、深 さ３２ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円 形 で あ る。

〈覆 土 〉 ２層 に 区分 され た。

〈壁 〉 垂 直 気 味 に立 ち上 が る。

〈底 〉 西 側 が 少 し低 くな って い る 。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 縄 文 土 器 の小 片 （第 １３５図） が 覆土 か ら出 土 して い る。

〈小 結〉 本土 坑 の 時期 ・性 格 等 は 明確 で は な い。
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第 ５６号 土 坑 （第９５・１３５図 ）

〈位 置〉 ＢＭ― ８ ・９グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 黒褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複〉 な し。

〈規 模〉 開 口部 東 西 １１５ｃｍ×南 北 １０２ｃｍ、底 面 東 西 ２００ｃｍ×南 北 １９５ｃｍ、深 さ１４７ｃｍ。

〈平 面 形 〉 開 口部 及 び底 面 と もに や や不 整 な 円 形 で あ る。

〈覆 土 〉 １０層 に 区分 さ れ た。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。 や や 開 口部 が 開 く形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る 。

〈施 設 〉 底 面 中央 に径 約 ３０ｃｍの や や不 整 な 円 形 の 小 ピ ッ トが あ る。そ の 他 に壁 近 くに も小 ピ ッ

トが ３個 み られ た 。

〈遺物 〉 底 面 か ら縄 文 時 代 前 期 末 の 円筒 下 層 式 の土 器 が 出 土 して い る。

〈小結 〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 末 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 ５７号 土 坑 （第 ５７・１３５図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｌ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 暗 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した。

〈重 複 〉 第 １０１号 土 坑 と重 視 して い る 。新 旧 関係 は 不 明 で あ る。

〈規 模 〉 東 西 １００ｃｍ×南 北 １００ｃｍ、 深 さ７０ｃｍ。

〈平 面 形 〉 不 整 な 円 形 で あ る。

〈覆 土〉 ２層 に区 分 され た。

〈壁 〉 凹 凸 が あ る立 ち上 が りで あ る。

〈底〉 凹 凸 が あ る。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物 〉 覆 土 か ら縄 文 土 器 の小 片 が 出 土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、性 格 及 び 時期 が 不 明 の 土 坑 で あ る。

第５８号 土 坑 （第９６・１３５・１３６図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｌ ・ＢＭ― ６グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 暗褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重複 〉 第 ５９号 土 坑 と重 複 して い る。本 土 坑 が 第 ５９号 土 坑 を切 っ て お り、新 しい もの で あ る。

〈規模 〉 開 口部 東 西 １３０ｃｍ×南 北 １１０ｃｍ、底 面 東 西 １５０ｃｍ×南 北 １３６ｃｍ、 深 さ８３ｃｍ。
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〈平 面 形 〉 や や東 西 に長 め の 円形 で あ る。

〈覆 土 〉 ５層 に 区分 さ れ た。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物〉 土 器 は縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 下層 式 が 出 土 して い る （第 １３５・１３６図）。

〈小結 〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トで 、 第 ５９号 土 坑 を切 って造 られ た

もの で あ る。

第５９号 土 坑 （第９６・１３６・１５９図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｌ― ５ ・６グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 暗 褐 色 土及 びに ぶ い 黄 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 第５８号 土 坑 と重 複 して い る。 本 土 坑 が 、 第 ５８号 土 坑 に よ って 切 られ て お り、古 い も

ので あ る。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １４８ｃｍ×南 北 １１５ｃｍ、 底 面 東 西 ２２６ｃｍ×南 北 ２１３ｃｍ、 深 さ１００ｃｍ。

〈平 面 形 〉 開 口部 は や や東 西 に長 い 楕 円 形 、底 面 は幾 分 不 整 な 円 形 で あ る。

〈覆 土 〉 ８層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 で あ る。

〈底 〉 やや 中央 部 が 低 くな って い るが 、 お お よ そ平 坦 で あ る 。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 下層 式 土 器 の 破 片 が 覆 土 か ら出 土 して い る。

石 器 は、 石 匕が １点 （第 １５９図 ） が 覆 土 か ら出土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トで 第５８号 土 坑 に 切 られ て い る もの

で あ る。

第６０号 土坑 （第 ９６・１３６図）

〈位 置〉 Ｂ Ｏ― ５グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 開 口部 東 西６２ｃｍ×南 北 ７５ｃｍ、 底 面 東 西 １３７ｃｍ×南 北 １３６ｃｍ、 深 さ９６ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る 。

〈覆土 〉 ４層 に 区分 され た 。
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〈壁〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物〉 覆 土 か ら縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 土 器 下層 式 の 土 器 片 を 出土 して い る 。

〈小 結〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 ６１号 土 坑 （第 ８７・１３６図 ）

〈位 置 〉 ＢＯ ― ４グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 にぶ い黄 橙 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した。

〈重 複 〉 第 ３１号 土 坑 と重 複 して い る。本 土 坑 が 第 ３１号 土 坑 に切 られ て お り、古 い もので あ る。

〈規 模 〉 底 面 東 西 １７０ｃｍ、 深 さ１１５ｃｍ。

〈平 面 形 〉 不 整 円形 で あ る。

〈覆土 〉 ７層 に 区分 され た 。 上 部 は人 為 的 に砂 層 で埋 め て い る。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 覆 土 か ら縄 文 時 代 前 期 後 半 の小 片 の 出 土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 第 ３１号 土 坑 に切 られ て お り、 第 ３１号 土 坑 が 縄 文 時 代 前 期 末 な の で 、本 土

坑 はそ れ 以 前 に な るが 、 縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トと思 わ れ る。

第 ６２号 土 坑 （第 ９７・１３７・１５７図）

〈位 置 〉 ＢＴ― ８グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 及 び 暗褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉 第 ６４号 土 坑 と重 複 して い る 。 調査 途 中 で の 重 複 が 判 明 した た め新 旧 関係 は不 明 で あ

る。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 ９５ｃｍ×南 北 １０１ｃｍ、底 面東 西 ２１７ｃｍ×南 北 ２１２ｃｍ、 深 さ １４５ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る。

〈覆 土〉 ８層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 平坦 で あ る。

〈施 設 〉 底 面 中 央 に 径 約 ２５ｃｍ深 さ１５ｃｍの小 ピ ッ トが あ る。

〈遺 物〉 土 器 は 、縄 文 時 代 前 期 後 半 の土 器 が 出 土 して い る。
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石 器 は、 石 鏃 が １点 （第 １５７図） 覆 土 か ら 出土 して い る。

〈小 結〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 ６３号 土 坑 （第 ９２・１３７図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｕ ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複〉 第４７号 土 坑 と底 面 で 重 複 して い る。 新 旧 関係 は 不 明 で あ る。 底 面 の レベ ル で は 第４７

号 土 坑 の ほ うが １０ｃｍ低 い 。

〈規模 〉 開 口 部 東 西 １１７ｃｍ×南 北 １２６ｃｍ、 底 面 東 西 １９０ｃｍ×南 北 １８０ｃｍ、 深 さ １２２ｃｍ。

〈平 面形 〉 開 口 部 、 底 面 と もに円 形 で あ る。

〈覆 土〉 １０層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉 フ ラ ス コ 形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る 。底 面 の 北 西 壁 よ りにベ ンガ ラ と思 わ れ る赤 色 の 痕 跡 が ２カ所 み られ た。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 底 面 の北 西 壁 よ りに １０ｃｍ程 の 範 囲 の 風 化 した骨 と思 わ れ る 白色 の 分 布 が み られ た。

また 、大 臼歯 等 の歯 が 出土 して い る。

出土 した土 器 は 、 い ず れ も縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 下 層 式 で 、 １は底 面 か らの 出土 で あ る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、 出土 遺 物 か ら縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ るが 、底 面 か ら

人 の歯 及 び 人骨 ・ベ ンガ ラ等 が検 出 され た こ と は、 最 終 的 に墓 坑 と して 利 用 さ れ た こ とを示 し

て い る 。

第６４号土 坑 （第 ９７・１３７図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｔ ・ＢＵ― ８グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 褐 色 土 及 び暗 褐 色 土 の落 ち込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉 第 ６２号 土 坑 と重 複 して い る 。新 旧 関係 は不 明 で あ る。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １６１ｃｍ×南 北 １４３ｃｍ、底 面 東 西 ３２２ｃｍ×南 北 ２２３ｃｍ、深 さ１９１ｃｍ。

〈平 面 形 〉 開 口部 は円 形 で あ るが 、底 面 は 東 西 に 長 い 楕 円 形 で あ る。

〈覆 土 〉 １６層 に区 分 され た。 下 部 に砂 層 、 中位 に ロ ー ム層 、 上 部 に南 部 浮 石 層 が堆 積 して お

り、 堆 積 状 況 は人 為 的 で あ る。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設〉 な し。

－ １３２ －



〈遺 物〉 土 器 は、 ２が 完 形 土 器 で あ る が １層 か ら出 土 した もの で あ る。 １及 び ２は縄 文 時 代

前 期 末 頃 と思 わ れ る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 末 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る。

第６５号 土 坑 （第 ９８・１３８図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｌ― ４ ・５グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 第 ７５号 土 坑 の 調 査 中 に本 土 坑 と重 複 し得 て い る こ とが 判 明 し、確 認 した もの で あ る。

〈重 複 〉 第 ７５号 土 坑 と重 補 して い る 。新 旧 関係 は判 然 と しな いが 、第 ７５号 との セ ク シ ョ ンの

西 側 部 分 の堆 積 土 が 本 土 坑 を 第７５号 土 坑 が切 って 造 られ 、 その 後 の 壁 の崩 壊 した もの と解 釈 す

る こ とが 可 能 で あ れ ば 、本 土 坑 が 第７５号 土坑 よ り古 い もの とい え る。

〈規 模 〉 開 口部 南 北 １１２ｃｍ、 底 面 南 北 １９０ｃｍ、 深 さ１４０ｃｍ。

〈平 面 形 〉 開 口部 は 第７５号 土 坑 との重 複 に よ り明 らか で な いが 、 底 面 は 円形 で あ る。

〈覆 土 〉 第 ７５号 土 坑 と一 体 の よ うに な って い る。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 土 器 は 、縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円 筒 下 層 式 土 器 の破 片 （第 １３８図 ） が 出土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、縄 文 時代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トと思 わ れ る 。

第 ６６号 土 坑 （第９９・１３８図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｔ ・Ｂ Ｕ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 暗 褐 色 土 及 び 黄褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉 重 複 で は な い が 、 底 面 が 北 は第 ６７号 土 坑 と南 は 第６４号 土 坑 と隣接 して い る。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １００ｃｍ×南 北 １１１ｃｍ、 底 面 東 西 １６８ｃｍ×南 北 １６０ｃｍ、 深 さ１１９ｃｍ。

〈平 面 形 〉 や や不 整 な 円 形 で あ る 。

〈覆 土 〉 １０層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る 。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 覆 土 か ら縄 文 土 器 の小 片 が （第 １３８図） 出 土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、時 期 を 明示 す る 資 料 は出 土 して い な い が 、 近 辺 の フ ラス コ状 ピ ッ ト
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第 ６７号 土 坑 （第９９・１３８図）

〈位 置〉 Ｂ Ｔ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 暗褐 色 土 の 落 ち込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉 な し。 た だ し、 底 面 が 第 ６６号 土 坑 と隣接 して い る 。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １２０ｃｍ×南 北 １１５ｃｍ、 底 面 東 西 １８４ｃｍ×南 北 １８８ｃｍ、 深 さ１２０ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る。

〈覆 土 〉 ５層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 底 面 中央 に径 ３０ｃｍ深 さ１０ｃｍの 小 ピ ッ トが あ る。

〈遺 物 〉 覆土 か ら縄 文 時代 前 期 末 の 円 筒 下 層 式 の土 器 が 出土 して い る。 １は底 面 か ら２０ｃｍ上

方 で 出土 した もの で あ るが 、 口頸 部 は原 体 押 圧 、 胴 部 は結 束 第 １種 の 羽 状縄 文 が 施 文 され て い

る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、縄 文 時代 前 期 末 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る 。

第６８号 土 坑 （第９９・１３８・１６４・１６５図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｕ― ６グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した。

〈重 複 〉 第５３号 土 坑 と重 複 して い るが 、 新 旧 関係 は不 明 で あ る 。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １０６ｃｍ×南 北 ９５ｃｍ、底 面 東 西 １３１ｃｍ×南 北 １３９ｃｍ、 深 さ７８ｃｍ。

〈平 面形 〉 西 側 で 一部 乱 れ が あ るが 、 開 口部 と底 面 と も円形 で あ る 。

〈覆 土〉 ６層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 底 面 中央 に径 ２５ｃｍ深 さ１０ｃｍの 小 ピ ッ トが あ る。

〈遺 物〉 覆土 か ら縄 文 土 器 の小 片 が 出 土 して い る。

石 器 は 、半 円状 扁 平 打 製 石 器 ２点 （第 １６４ ・１６５図） 覆 土 か ら出土 して い る。

〈小 結 〉 本 土坑 は 、時期 を明 示 す る資 料 の 出土 は み られ な か った 。縄 文 時 代 の フ ラス コ状 ピ ッ

トで あ る 。

第６９号 土坑 （第９５・１３９・１５７・１６０図）

〈位 置〉 Ｂ Ｌ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。
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〈確 認 〉 黒 褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した 。

〈重 複〉 第 １０１号 土 坑 と重 複 して い る。 新 旧 関係 は 不 明 で あ る。

〈規模 〉 開 口 部 東 西 ９２ｃｍ×南 北 １０１ｃｍ、底 面 東 西 １８０ｃｍ×南 北 １６６ｃｍ、 深 さ１０５ｃｍ。

〈平 面形 〉 開 口 部 東 の 張 り出 しは 攪 乱 に よ る もので あ る。 開 口部 及 び底 面 と も円形 で あ る。

〈覆 土〉 ６層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 や や 凹 凸 が あ る。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物〉 土 器 は、縄 文 時 代 前 期 末 の 円 筒 下 層 式 が 出土 して い る （第 １３９図 ）。胴 部 文 様 に は 、

多 軸 絡 条 体 や 結 束 第 １種 等 が み られ る。

石 器 は 、 石 鏃 １点 （第 １５７図）、 不 定 形 石 器 １点 （第 １６０図 ） が 覆 土 か ら 出土 して い る。

〈小 結〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 末 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る 。

第７０号 土 坑 （第 ９８・１７１図）

〈位 置〉 Ｂ Ｓ― ９グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 暗 褐 色 土 及 び褐 色 土 の 落 ち込 み と して 確 認 した。

〈重 複〉 な し。

〈規模 〉 長 軸 ２２１ｃｍ×短 軸 １２４ｃｍ、 深 さ２５ｃｍ。

〈平 面 形〉 北 西 と南 東 方 向 に長 い 少 し不 整 な隅 丸 の長 方 形 で あ る。

〈覆 土〉 ３層 に区 分 され た 。

〈壁 〉 垂 直 気 味 に立 ち 上 が る もの で あ る。

〈底 〉 や や 凹 凸 が あ る。

〈施 設 〉 北 の 隅 に径 ３０ｃｍ深 さ２７ｃｍの ピ ッ トが あ る。 南 の隅 近 くに も径 ２０ｃｍ深 さ ９ｃｍの ピ ッ ト

が あ る 。

〈遺 物〉 底 面 の 東 よ りか ら有 孔 石 製 品 （第 １７１図） が 出 土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、時 期 を示 す 明 示 す る資 料 は 出土 して い な い 。有 孔 石 製 品 １点 の みで あ る。

形 態 及 び 出 土 遺 物 か ら縄 文 時代 の 墓 坑 の 可 能 性 が あ る。

第７１号 土 坑 （第９８・１４０・１４１図 ）

〈位 置 〉 遺 跡 の 立 地 す る段 丘 の 北 の 端 の 斜 面 に あ り、 ＢＯ ・Ｂ Ｐ― ４ ・ ５グ リ ッ ドに位 置 す

る。

〈確 認 〉 暗 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。
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〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １８１ｃｍ×南 北 １７４ｃｍ、底 面 東 西 １８１ｃｍ×南 北 ２０２ｃｍ、 深 さ４７ｃｍ。

〈平 面 形 〉 不 整 な 円形 で あ る。

〈覆 土 〉 ５層 に 区分 さ れ た。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 で あ る。 北 斜 面 に位 置 して い て 削 平 され 、 特 に北 西 の壁 の削 平 が進 ん で い

る。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 覆 土 の底 面 近 くか ら土 器 が 出土 して い る。 い ず れ も縄 文 時 代 前 期 末 の 円筒 下層 式 の

土 器 で あ る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 末 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 ７２号 土 坑 （第 １４１図 ） 遺構 図 が な い 。

〈位 置 〉 Ｂ Ｐ― ４グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 及 び暗 褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １２４ｃｍ×南 北 １３２ｃｍ、底 面 東 西 １８４ｃｍ×南 北 １８７ｃｍ、深 さ８３ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る。

〈覆土 〉 ８層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉 平坦 で あ る 。

〈施 設〉 な し。

〈遺物 〉 縄 文 時代 前 期 後 半 の 円筒 下 層 式 の 土 器 の 破 片 が 覆 土 か ら出土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、縄 文 時代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る 。

第７３号土 坑 （第 １００・１４１・１４２・１５７・１６２・１６５図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｐ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 暗褐 色 土 及 び褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉 第 ５２号 土坑 と重 複 して い るが 、 新 旧 関 係 は不 明 で あ る。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １７５ｃｍ×南 北 １５６ｃｍ、 中 段 東 西 １００ｃｍ×南 北 １１７ｃｍ、 底 面 東 西 ２５６ｃｍ×南 北

２６３ｃｍ、深 さ１５０ｃｍ。

〈平 面 形 〉 開 口部 は 幾 分 楕 円 形 、 中 段 の と こ ろ は 円形 、 底 面 は 円形 で あ る。
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〈覆 土 〉 １０層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。 開 口部 が 一段 開 く形 態 で あ る。

〈底 〉 や や 凹 凸 が あ る 。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物〉 覆 土 か ら縄 文 時 代 前 期 末 頃 の 土 器 が 出土 して い る。 特 に ３は第 ５２号 土 坑 の 覆土 出土

の 破 片 と接 合 した もの で あ るが 、円 筒 下 層 式 の土 器 で は な く、大 木式 に 属 す る もの と思 われ る。

石 器 は 、 石 鏃 １点 （第 １５７図）、 不 定 形 石 器 １点 （第 １６２図）、 半 円 状 扁 平 打 製 石 器 ２点 （第

１６５図） が 出 土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、縄 文 時 代 前 期 末 頃 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る 。

第７４号 土 坑 （第 １００・１４２・１５７・１５９・１６２・１６５図）

〈位 置〉 Ｂ Ｋ ・Ｂ Ｌ― ５グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認〉 暗褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複〉 な し。

〈規 模〉 開 口部 東 西 １２２ｃｍ×南 北 ９０ｃｍ、 底 面 東 西 ２４１ｃｍ×南 北 ２３２ｃｍ、 深 さ１５０ｃｍ。

〈平 面 形 〉 開 口部 は や や東 西 に 長 い 隅 丸 方 形 、 底 面 は 円形 で あ る。

〈覆 土 〉 ９層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る 。

〈施 設〉 底 面 中 央 に径 ２５ｃｍ深 さ１３ｃｍの小 ピ ッ トが あ る 。

〈遺 物〉 底 面 か ら１０ｃｍほ ど上 方 の 覆 土 で 南 西 の 壁 近 くに完 形 の 円筒 下層 ｄ １式 の 深 針 Ｐ １（第

１４２図） が 出 土 した。 土 器 の 内 部 に は 灰 が 詰 ま って お り中 の 灰 を精 査 した と ころ 小 さ な魚 骨 の

一 部 及 び蟹 の ハ サ ミの 部 分
、 貝 殻 の一 部 等 が検 出 され た 。

石 器 は、 石 鏃 １点 （第 １５７図 ）、石 匕 １点 （第 １５９図）、 石 錐 １点 （第 １５７図 ）、不 定形 石 器 ２点

（第 １６２図）、 半 円状 扁 平 打 製石 器 ２点 （第 １６５図） が 覆 土 か ら 出土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、縄 文 時代 前 期 末 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る 。

第７５号 土 坑 （第６５・１４３～ １４５・１５９・１６３・１６５図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｌ ・ＢＭ― ４ ・５グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複〉 第６５号 土 坑 と重 複 して い る。 第６５号 土 坑 の 項 の とこ ろ で述 べ た よ うに 、 セ ク シ ョン

図 の 西 側 部 分 の 状 況 が 本 土 坑 の壁 の崩 壊 した もの と仮 定 す る と、本 土 坑 が 第６５号 土 坑 を切 って
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造 った もの で あ り、 本 土 坑 が 新 しい と推 測 で きる。

〈規 模 〉 開 口 部 南 北 １５７ｃｍ、底 面 南 北 ２５３ｃｍ、深 さ１６６ｃｍ。

〈平 面形 〉 開 口 部 は 第 ６５号 土 坑 との 重 複 と北 側 部 分 の崩 壊 で不 整 形 に な っ て い るが 、底 面 は

や や不 整 な 円形 で あ る 。

〈覆土 〉 第 ６５号 土 坑 との セ クシ ョンで は１７層 に区 分 さ れ た。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉 壁 際 よ り中央 部 が２０ｃｍほ ど下 が って い る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 本 土 坑 の覆 土 か らは か な り多 く土 器 が 出 土 して い る。 いず れ も縄 文 時代 前 期 末 の 円

筒 下 層 式 の 土 器 で あ る （第 １４３～ １４５図）。

石 器 は、石 匕 １点 （第１５９図 ）、磨 製 石 斧 １点 （第 １６３図）、半 円状 扁 平 打 製 石 器 １点 （第 １６５図）

が 覆 土 か ら出土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、縄 文 時代 前 期 末 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 ７６号 土 坑 （第 １９・１０１図 ）

〈位 置 〉 ＢＭ ― ５ ・６グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 第 １２号 住 居 跡 の床 面 で 暗褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 第 １２号 住 居 跡 と重 複 して い る。 第 １２号 住 居 跡 の 床 面 上 で の確 認 で あ るの で 、 本 土 坑

が 第 １２号 住 居 跡 よ り古 い もの と思 わ れ る。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 ８７ｃｍ×南 北 ７３ｃｍ、底 面 東 西 １２３ｃｍ×南 北 １１９ｃｍ、深 さ５８ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円 形 で あ る。

〈覆 土 〉 ６層 に区 分 され た 。

〈壁〉 フ ラス コ形 。

〈底〉 や や 中 央部 が低 くな って い る。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物 〉 遺 物 の 出土 は み られ な か った 。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、時 期 を示 す 出 土 資 料 はみ ら れ な か っ た が 、 第 １２号 住 居 跡 よ り古 い もので

あ る の で 、縄 文 時 代 前 期 後 半 頃 の 可 能性 が 強 い 。

第 ７７号 土 坑 （第 ９１・１４６図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｍ ― ３グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 黄 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。
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〈重 複 〉 第４５号 土坑 と重 複 して い る。 本 土 坑 が 第１４号 土 坑 に よ って切 られ て お り、 古 い もの

で あ る 。

〈規模 〉 開 口 部 東 西 １９０、底 面 東 西 ２２０ｃｍ×南 北 ２２８ｃｍ、 深 さ６２ｃｍ。

〈平 面 形〉 円 形 と思 わ れ る。 北 側 を第 ４５号 土 坑 に よ って切 られ て お り、 ま た、 もろ い八 戸 火

山灰 層 に掘 り込 まれ て い るた め 、 調 査 途 中 に も壁 が 崩壊 し、 開 口部 が 拡 が っ て しま っ て い る。

〈覆 土〉 ８層 に 区 分 され た。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 土 器 が 底 面 及 び覆 土 か ら出土 して い る。 ２は底 面 の 出土 で 、 口頸 部 が原 体 押 圧 で胴

部 は結 束 第 １種 で あ る。 いず れ も縄 文 時代 前 期 末 の 円 筒 下 層 式 土 器 で あ る 。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 出土 遺 物 か ら縄 文 時代 前 期 末 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る 。

第 ７８号 土 坑 （第１２・１０１・１４４・１６２図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｙ― ９ ・１０グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 第 ６号 住 居 跡 の床 面 中 央 部 で 、 暗 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重複 〉 第 ６号 住 居 跡 と重 複 して い る。 第 ６号 住 居 跡 の床 面 で の 検 出 で す の で 確 認 なの で 、

本 土坑 の 方 が古 い もの と思 わ れ る。

〈規模 〉 開 口部 東 西 ９０ｃｍ×南 北 ８２ｃｍ、底 面 東 西 １７３ｃｍ×南 北 １７５ｃｍ、 深 さ１４６ｃｍ。

〈平 面 形〉 円 形 で あ る。

〈覆 土〉 １７層 に 区分 さ れ た。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 で あ る。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 土 器 は 、縄 文 時 代 前 期 末 頃 の破 片 が 覆 土 か ら出 土 して い る。

石 器 は、 不 定 形 石 器 １点 （第 １６２図 ） が 覆 土 か ら出土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、縄 文 時代 前 期 末 頃 の フ ラス コ状 ピ ッ トと思 わ れ る 。

第７９号土 坑 第 １０号住 居 跡 の 図 面 と照 ら し合 わせ る こ と

〈位 置〉 Ｂ Ｏ― ５グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 暗褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉 な し。
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〈規 模〉 開 口部 東 西 １２０ｃｍ×南 北 １２１ｃｍ、底 面 東 西 １２８ｃｍ×南 北 １２９ｃｍ、深 さ８２ｃｍ。

〈平 面 形〉 円 形 で あ る。 開 口部 の 東 側 が 一 部 崩 壊 して い る。

〈覆 土〉 ７層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉 フ ラス コ形 で あ るが 、 開 口部 が 広 く底 面 との差 が小 さい 。

〈底 〉 中 央 部 が や や低 い 。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 縄 文 時代 前 期 後 半 の 円 筒 下 層 式 の 土 器 片 が 出土 して い る。

石 器 は 、敲 磨 器 が １点 （第 １６８図 ） が 覆土 か ら出 土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、縄 文 時代 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ るが 、 時期 と して は前 期 後 半 の可 能 性

が 強 い。

第 ８０号 土 坑 （第 １０２・１４５・１５７・１６０・１６２図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｈ ―１１グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認〉 暗 褐 色 土 及 び褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模〉 開 口部 東 西 １３５ｃｍ×南 北 １２４ｃｍ、底 面 東 西 ２０３ｃｍ×南 北 １９２ｃｍ、 深 さ６６ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円 形 で あ る。 開 口部 の 西 の張 り出 しは攪 乱 に よ る もの で あ る。

〈覆 土〉 ６層 に区 分 され た 。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設〉 底 面 の 中 央 よ りや や 南 西 よ りに径 ３０ｃｍ深 さ ５ｃｍの 小 ピ ッ トが あ る。

〈遺 物〉 覆 土 か ら縄 文 時代 前 期 後 半 の 円 筒 下 層 式 の小 片 が 出 土 して い る。

石 器 は、 覆 土 か ら石 鏃 １点 （第 １５７図）、 石 箆 １点 （第 １６０図 ）、 不 定 形 石 器 １点 （第 １６２図）

が 出土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トと思 わ れ る 。

第 ８１号 土 坑 （第 １０２・１４６図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｈ ・Ｂ Ｉ― ９グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 暗 褐 色 土 及 び極 暗 褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １０８ｃｍ×南 北 ９７ｃｍ、 底 面 東 西 ２００ｃｍ×南 北 ２０４ｃｍ、 深 さ１２１ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る。 開 口部 の東 側 が攪 乱 に よ って 一 部 乱 れ て い る。
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〈覆 土〉 ８層 に区 分 され た。 第 ９ ・１０・１１層 は攪 乱 部 の もの で あ る。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物〉 覆 土 か ら縄 文 土 器 の 小 片 が 出土 して い る。

〈小 結〉 本 土 坑 は、 時 期 を明 瞭 に示 す よ うな資 料 の 出 土 が み ら れ な い。 縄 文 時 代 の フ ラ ス コ

状 ピ ッ トで あ る。

第８２号 土 坑 （第 １０３図）

〈位 置〉 Ｂ Ｈ ・Ｂ Ｉ― ８グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 黒 色 土 及 び黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複〉 な し。

〈規 模 〉 東 西 １６０ｃｍ×家刈 る南 北 １６１ｃｍ、深 さ３６ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円 形 で あ る。

〈覆 土 〉 ４層 に区 分 され た。

〈壁 〉 や や 緩 や か な立 ち上 が りを示 す 。

〈底〉 中 央 部 が 低 くな って い る。

〈施 設〉 西 壁 よ りに径 ３０ｃｍ深 さ１８ｃｍの小 ピ ッ トが あ る。

〈遺 物 〉 な し。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 時 期 ・性 格 等 が 不 明 の土 坑 で あ る。

第８３号 土 坑 （第 １０３・１４５図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｇ ・ＢＨ― ９グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 黒 褐 色 土 及 び暗 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複〉 南 側 を第 ８３ａ号 土 坑 とす る と、北 側 の約 径 １ｍ深 さ２０ｃｍの 土 坑 （第 ８３ｂ号 土 坑 ） と

重 複 して い る。セ ク シ ョンで み る と、第８３ａ号 土 坑 が 第 ８３ｂ土 坑 を切 って造 られ た もの で あ る。

〈規模 〉 第 ８３ａ土 坑 （開 口部 東 西 １１６ｃｍ×南 北 １３１ｃｍ、底 面 東 西 １５６ｃｍ×南 北 １６４ｃｍ、深 さ１０８ｃｍ）、

第８３ｂ号 土坑 （東 西 １１ｃｍ深 さ２０ｃｍ）。

〈平 面形 〉 第８３ａ号 土 坑 はや や 不 整 な 円形 で あ る 。 第８３ｂ土 坑 は円 形 で あ る。

〈覆土 〉 第８３ａ号 土 坑 は ９層 に区 分 さ れ た。 第８３ｂ土 坑 は ４層 に 区分 され た。

〈壁 〉 第８３ａ号 土坑 は フ ラス コ形 。 第 ８３ｂ土 坑 は壁 が 緩 や か に立 ち上 が る もの で あ る。

〈底 〉 平 坦 で あ る。
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〈施 設〉 な し。

〈遺 物 〉 覆 土 か ら縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 下層 式 の破 片 が 出土 して い る 。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トと思 わ れ る 。

第 ８４号 土 坑 （第 １０２・１４６・１５９・１６６・１６９・１７０図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｉ―１１グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 及 び褐 色 土 の落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １１８ｃｍ×南 北 １１２ｃｍ、 底 面 東 西 １８６ｃｍ×南 北 １８３ｃｍ、 深 さ１２１ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る。

〈覆 土〉 １４層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底〉 平坦 で あ る。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物〉 土 器 は、縄 文 時代 前 期 後 半 の 円筒 下 層 式 の小 片 が 出 土 して い る。

石 器 は、底 面 か ら半 円状 扁平 打 製 石 器 ２点 （第 １６６図）、台石 １点 （第 １７０図 ）、敲 磨 器 １点 （第

１６９図） が 出 土 し、 覆 土 か ら石 匕 ２点 （第 １５９図） が 出 土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 時 期 を 明示 す る資 料 の 出 土 はみ られ ない が 、縄 文 時代 前 期 後半 の フ ラス

コ状 ピ ッ トで あ る と思 わ れ る。

第８５号土 坑 （第 １０３・１４７図）

〈確 認〉 Ｃ Ｃ― ５グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈重 複〉 な し。

〈規 模〉 東 西８６ｃｍ×南 北 ９０ｃｍ、 深 さ１４ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円 形 で あ る。

〈覆 土 〉 ４層 に区 分 され た 。

〈壁 〉 や や 急 な立 ち 上 が りを示 す 。

〈底 〉 平 坦 で あ るが 、 北 側 が 一 段 高 くな って い る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 覆土 か ら縄 文 土 器 の小 片 が 出 土 して い る。

〈小 結〉 本土 坑 は 、縄 文 時 代 の土 坑 で あ るが 、 時 期 ・性 格 等 が 不 明 で あ る 。
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第 ８６号 土 坑 （第 １０４・１４７図 ）

〈位 置〉 Ｃ Ｂ― ４ ・５グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 黒褐 色 土 及 び黒 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 東 西 ９６ｃｍ×南 北 １０９ｃｍ、深 さ５５ｃｍ。

〈平 面 形〉 円 形 で あ る。

〈覆 土〉 ６層 に区 分 され た。

〈壁 〉 垂 直 に立 ち上 が る もの で あ る。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 覆 土 か ら縄 文 時 代 前 期 の 円筒 下層 式 土 器 の 小 片 が 出 土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、縄 文 時 代 の土 坑 で あ る が 、 時 期 ・性 格 は不 明 で あ る。

第 ８７号 土 坑 （第 １０４・１４７図）

〈位 置 〉 Ｃ Ｃ ― ４ ・ ５グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １１９ｃｍ×南 北 １０５ｃｍ、 底 面 東 西 １５０ｃｍ×南 北 １３５ｃｍ、深 さ１０７ｃｍ。

〈平 面 形 〉 開 口部 は や や 東西 に 長 い 不 整 円 形 、 底 面 は 円形 で あ る。

〈覆 土 〉 ４層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉 か な り凹 凸 が あ る 。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 縄 文 時代 前 期 後 半 の 円筒 下層 式 の 破 片 が 覆 土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、縄 文 時代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 ８８号 土 坑 （第 １０４・１４７・１４８図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｚ― ８グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 及 暗褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 東 西 １１０ｃｍ×南 北 １２２ｃｍ、 深 さ３０ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る。
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〈覆 土 〉 ５層 に 区分 され た。

〈壁 〉 底 面 か らは最 初 緩 や か に立 ち上 が り、 そ の 上 は急 に立 ち 上 が る もの で あ る。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 底 面 か ら少 し上 の 覆 土 か ら縄 文 時 代 前 期 末 の 円筒 下層 式 の 土 器 が 出 土 して い る。

〈小 結 〉 本土 坑 は 、縄 文 時代 前 期 末 の 土 坑 で あ る。

第８９号土 坑 （第 １０５・１４８図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｘ― ５ ・６グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 黒褐 色 土 の 落 ち 込 み と して確 認 した 。

〈重 複〉 第 １００号 土 坑 と底 面 が 重複 して い る。 本 土 坑 の方 が新 しい もの で あ る。

〈規 模〉 開 口部 東 西 １０９ｃｍ×南 北 １２７ｃｍ、底 面 東 西 ２０７ｃｍ×南 北 ２０５ｃｍ、深 さ１５５ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円 形 で あ る。

〈覆 土 〉 １１層 に 区分 さ れ た。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 で あ る。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 底 面 中央 に径 ３０ｃｍ深 さ１２ｃｍの 小 ピ ッ トが あ る。

〈遺 物 〉 縄 文 土 器 の小 片 が 覆 土 か ら出 土 した の み で あ る 。

〈小 結〉 本 土坑 は 、縄 文 時代 の ス ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る。

第９０号 土坑 （第 １０４・１４８図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｘ ・Ｂ Ｙ― ６グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 の 落 ち 込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １６５ｃｍ×南 北 １７０ｃｍ、 中場 （最 小 径 部 ） 東 西 １１０ｃｍ×南 北 １１０ｃｍ、底 面 １５２ｃｍ

×南 北 １６０ｃｍ、 深 さ１６０ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る。

〈覆土 〉 １５層 に 区分 され た。

〈壁 〉 ス ラス コ形 。上 部 が一 段 と拡 が って い る形 で あ る 。

〈底〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 覆 土 か ら縄 文 土 器 片 が 出土 して い る 。
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〈小 結〉 本 土坑 は、 縄 文 時 代 の ス ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る が 、 出 土 遺 物 か ら は時 期 は明 らか で

は ない 。

第９１号 土 坑 （第 １０６・１４８図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｙ ― ５グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規模 〉 開 口部 と１２２ｃｍ×南 北 １２５ｃｍ、 底 面 と１７０ｃｍ×南 北 １６３ｃｍ、深 さ８２ｃｍ。

〈平 面 形〉 開 口 部 、 底 面 と も円 形 で あ る。

〈覆 土〉 ６層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉 ス ラス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 底 面 中央 部 に径 ４５ｃｍ深 さ １６ｃｍの 円形 の ピ ッ トが あ る。

〈遺 物 〉 覆 土 か ら縄 文 土 器 が 出土 して い る 。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、縄 文 時代 の ス ラス コ状 ピ ッ トで あ るが 、 出土 遺 物 か らは 時期 は 明 らか で

は な い。

第９２号土 坑 （第 １０６・１４８・１６９図）

〈位 置〉 Ｂ Ｚ― ３グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 及 び黒 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １１６ｃｍ×南 北 １１４ｃｍ、底 面 東 西 １４８ｃｍ×南 北 １４５ｃｍ、 深 さ １２０ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る。

〈覆 土 〉 ６層 に 区分 され た。

〈壁 〉 ス ラス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物〉 覆 土 か ら縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 下 層 式 の 小 片 が 出 土 して い る。

石 器 は、 敲 磨 器 １点 （第 １６９図 ） が 覆 土 か ら出土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 後 半 の ス ラス コ状 ピ ッ トの 可 能 性 が あ る。
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第９３号 土 坑 （第 １０６・１４８・１５７・１６０． １６６図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｋ ・Ｂ Ｌ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模〉 開 口部 東 西 １０８ｃｍ×南 北 １２８ｃｍ、 底 面 東 西 ２３３ｃｍ×南 北 １９５ｃｍ、深 さ１４０ｃｍ。

〈平 面 形〉 開 口部 は や や南 北 に長 い楕 円 形 、 底 面 は東 西 に長 い楕 円形 。

〈覆 土〉 １０層 に区 分 さ れ た。

〈壁 〉 ス ラス コ形 。

〈底 〉 平坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 土 器 は 、 覆 土 か ら縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 下層 式 の 破 片 が 出土 して い る。

石 器 は 、石 鏃 １点 （第 １５７図）、 石 錐 １点 （第 １５７図 ）、 石 箆 １点 （第 １６０図 ）、半 円状 扁 平 打 製

石 器 ２点 （第 １６６図 ） が 覆 土 か ら出土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、縄 文 時代 前 期 後 半 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 ９４号 土 坑 （第 １０７・１４９図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｎ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 及 び暗 褐 色 土 の 落 ち 込 み と して確 認 した 。

〈重 複〉 な し。

〈規模 〉 開 口部 東 西 １３８ｃｍ×南 北 １１２ｃｍ、底 面 東 西 １９２ｃｍ×南 北 １９１ｃｍ、 深 さ１１２ｃｍ。

〈平 面 形〉 円 形 で あ る。

〈覆 土〉 １１層 に区 分 され た （小 ピ ッ トも含 め て）。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る 。

〈施 設 〉 底 面 中央 に径 約 ３０ｃｍ深 さ１５ｃｍの 小 ピ ッ トが 、底 面 北 西 隅 に径 約 ２５ｃｍ深 さ１８ｃｍの 小 ピ ッ

トが あ る。

〈遺 物 〉 覆 土 か ら縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円 筒 下 層 式 の土 器 が 出 土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トと思 わ れ る。

第 ９５号 土 坑 （第 １０７・１４９図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｚ ― ９グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認〉 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。
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〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 東 西 １２１ｃｍ×南 北 １３１ｃｍ、 深 さ２７ｃｍ。

〈平 面形 〉 円形 で あ る 。

〈覆 土〉 ３層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 底 面 か ら最初 は緩 や か にそ の 上 は急 に立 ち上 が る もの で あ る。

〈底 〉 中央 部 が 最 も低 くな って い る。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物〉 覆 土 か ら縄 文 時代 前 期 後 半 の 円 筒 下 層 式 の小 片 が 出 土 して い る。

〈小結 〉 本土 坑 は 、 時 期 ・性 格 等 が 明 らか で は な い 。

第９６号土 坑 （第 １０７・１４９・１６３・１６９図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｏ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複〉 な し。

〈規模 〉 開 口 部 東 西 ８５ｃｍ×南 北 １１０ｃｍ、底 面 東 西 １８８ｃｍ×南 北 ２０４ｃｍ、深 さ１４０ｃｍ。

〈平 面 形〉 開 口 部 は 北 東 南 西 方 向 に長 い不 整 形 、底 面 は や や 不 整 な円 形 で あ る。

〈覆 土〉 ７層 に 区 分 され た 。

〈壁〉 フ ラス コ形 。

〈底〉 平 坦 で あ る。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物〉 土 器 は 、 覆 土 か ら縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 下層 式 の破 片 が 出 土 して い る。

土 器 は 、 覆 土 か ら磨 製 石 斧 １点 （第 １６３図 ） と敲 磨 器 １点 （第 １６９図 ） が 出土 して い る。

〈小 結〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トと思 わ れ る。

第 ９７号 土 坑 （第 １０８図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｄ― ９グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 遺 跡 の 立 地 す る段 丘 の北 端 部 で検 出 され 、 黒 褐 色 土 及 び褐 色 土 の落 ち込 み と して確

認 した 。

〈重 複 〉 北 で 第 １２２号 土 坑 と、南 で 第 １２０号 土 坑 、西 で 第 ９８号 土 坑 と重 複 して い る。本 土 坑 が 、

第 １２０号 土 坑 を切 って い る もの で 、 本 土 坑 が新 しい もの で あ る。 第 ９８号 土 坑 に切 ら れ て い る も

の で 、 本 土 坑 の 方 が 古 い もの で あ る。 第 １２２号 土 坑 とは 、新 旧 関係 が 不 明 で あ る。

〈規 模〉 底 面 は径 ２ｍ前 後 と思 わ れ る 。
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〈平 面形 〉 関 口部 は も と もと削 平 が 進 ん で い た が 、 崩 れ や す い シ ラ ス に堀 り込 まれ て い た た

め 開 口部 が 崩 れ て しま っ た。 円 形 と思 わ れ る 。

〈覆 土〉 １５層 に区 分 され た。

〈壁〉 フ ラス コ形 。

〈底〉 平 坦 で あ る。

〈施 設〉 底 面 中 央 に径 ４０ｃｍ深 さ１８ｃｍの小 ピ ッ トが あ る。 ま た、 小 ピ ッ トか ら北 東 に幅 １０ｃｍ程

度 の溝 が あ る 。

〈遺 物〉 出 土 遺 物 はみ られ な か っ た。

〈小 結〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ るが 、 時 期 は不 明 で あ る。

第９８号 土坑 （第 １０８図）

〈位 置〉 Ｂ Ｃ ・Ｂ Ｄ ― ９グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認〉 遺 跡 の 立 地 す る段 丘 の 北 端 部 で 、 第９７号 土 坑 の 西 に暗 褐 色 土 及 び黒 褐 色 土 の 落 ち込

み と して確 認 した 。

〈重 複〉 第 ９７号 土 坑 と重 複 して い る。 本 土 坑 が 第９７号 土 坑 を切 っ て造 られ て お り、 新 しい も

の で あ る 。

〈規模 〉 開 口 部 南 北 ２００ｃｍ、底 面 東 西 ２２１ｃｍ×南 北 ２３８ｃｍ、深 さ９８ｃｍ。

〈平 面 形〉 円 形 で あ る。

〈覆 土〉 ７層 に区 分 され た。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底〉 平 坦 で あ る。

〈施 設〉 底 面 中 央 に径 ４７ｃｍの 深 さ１６ｃｍの小 ピ ッ トが あ る。

〈遺 物〉 な し。

〈小 結〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ るが 、 時 期 は不 明 で あ る。

第９９号 土坑 （第 １０９・１４９・１６２・１６９図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｋ― ５ ・６グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 遺 跡 の 立 地 す る段 丘 の 北 斜 面 に あ り、褐 色 土 及 び黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 し

た 。

〈重 複 〉 な し。

〈規模 〉 開 口 部 東 西 １６７ｃｍ×南 北 １８５ｃｍ、 底 面 東 西 １９５ｃｍ×南 北 １９４ｃｍ、 深 さ８３ｃｍ。

〈平 面形 〉 円形 で あ る。
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〈覆 土 〉 ９層 に 区分 され た。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 で あ る 。 開 口部 が 削平 が か な りな され て い る。 東 側 は 一部 崩 壊 して い る。

〈底 〉 幾 分 凹 凸 が あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 土 器 は 、縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 下層 式 が 出土 して い る。 １は復 元 さ れ た個 体 で 口

頸 部 が 原 体 押 圧 、 隆 帯 上 に刺 突 が あ り、胴 部 は結 束 第 １種 と結 節 回転 が 施 さ れ て い る。 底 面 か

ら１０ｃｍ程 上 の 覆 土 か ら検 出 され た もの で あ る 。

石 器 は、 不 定 形 石 器 １点 （第 １６２図 ）、敲 磨 器 １点 （第 １６９図） が 出土 して い る 。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 出土 遺 物 か ら縄 文 時 代 前 期 末 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 １００号 土 坑 （第 １０５・１５０図 ）

〈位 置 〉 ＢＸ― ５グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 及 び黄 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 第 ８９号 土 坑 と一 部 重 複 して い る。 本 土 坑 の 方 が 古 い もの で あ る。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １０７ｃｍ×南 北 １０３ｃｍ、底 面 東 西 １５７ｃｍ×南 北 １８０ｃｍ、 深 さ１７０ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る。

〈覆 土 〉 １９層 に 区分 さ れ た。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 で あ る。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 下 層 式 の土 器 片 が 覆 土 か ら出 土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トと思 わ れ る。

第 １０１号 土 坑 （第 １０９図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｌ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 暗 褐 色 土 の 落 ち込 み と して 確 認 した。

〈重 複〉 第 ５７号 土 坑 及 び第 ６９号 土 坑 と重 複 して い る。 新 旧 関係 は不 明 で あ る。

〈規模 〉 南 北 ５５ｃｍ、 深 さ６０ｃｍ。

〈平 面形 〉 重 複 の た め 平 面 形 の 把 握 は不 明 で あ る。

〈覆土 〉 ５層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉 垂 直 に立 ち上 が る もの で あ る。

〈底 〉 平 坦 で あ る 。
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〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 な し。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 時 期 ・性 格 の不 明 な土 坑 で あ る。

第 １０２号 土 坑 （第 １０９・１５０図）

〈位 置 〉 Ｃ Ａ― ８グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １３０ｃｍ×南 北 １２０ｃｍ、底 面 東 西 １５５ｃｍ×南 北 １６５ｃｍ、 深 さ１３０ｃｍ。

〈平 面 形 〉 開 口部 は不 整 な 円形 、底 面 は 円 形 で あ る。

〈覆 土 〉 １２層 に 区分 さ れ た。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 下層 式 の 土 器 片 が 覆 土 か ら出 土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トと思 わ れ る。

第 １０３号 土 坑 （第 １１０・１５０図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｚ ・Ｃ Ａ― ２グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 暗褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複〉 な し。

〈規模 〉 開 口部 東 西 ２１３ｃｍ×南 北 ２３１ｃｍ、 底 面 東 西 ２６８ｃｍ×南 北 ３４２ｃｍ、 深 さ１６４ｃｍ。

〈平 面形 〉 開 口部 は不 整 円 形 、 底 面 は南 北 に長 い や や不 整 な 楕 円 形 で あ る。

〈覆 土〉 ２８層 に 区分 され た 。 中程 の 両 側 壁 近 くに 、壁 崩 壊 土 と思 わ れ る黄 褐 色 土 が堆 積 して

い る。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設〉 底 面 中 央 近 くに径 １８ｃｍ深 さ３８ｃｍの ピ ッ トが み られ る。

〈遺 物 〉 覆 土 か ら縄 文 土 器 の 小 片 が 出土 して い る。 ２は貝 殻 の 腹 縁 に よる押 引 きで縄 文 時代

早 期 に属 す る もの で あ る。 他 は前 期 の破 片 で あ る 。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 時 期 を明 示 す る資 料 の 出 土 が み られ ない 。 開 口部 で径 が ２ｍ を越 え 底径

が ３ｍ前 後 とい うよ う に極 め て大 きな もの で あ る。縄 文 時 代 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る が 、前
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期 の可 能 性 が 高 い と思 わ れ る。

第 １０４号 土 坑 （第 １１０・１５１図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｂ ・Ｂ Ｃ― ８ ・９グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 遺 跡 の 立 地 す る段 丘 の 北 端 部 にあ り、 削 平 が か な りな され 、特 に 斜 面 側 は 壁 が既 に

な い状 態 で あ る 。 暗褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １９６ｃｍ×南 北 １９６ｃｍ、 底 面 東 西 ２３７ｃｍ×南 北 ２３６ｃｍ、 深 さ９８ｃｍ。

〈平 面形 〉 円 形 で あ る。

〈覆土 〉 ７層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。 西 壁 は既 に ない 状 況 で あ っ た。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物〉 覆 土 か ら縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 下 層 式 の 土 器 が 出 土 して い る。

〈小 結〉 本 土 坑 は、縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 １０５号 土 坑 （第 １１１図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｂ― ９グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 遺 跡 の 立 地 す る段 丘 の 北 端 の斜 面 上 部 に あ り、 暗褐 色 土 及 び 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と

して確 認 した 。 藻 ち込 み は削 平 の ため 、 斜 面 上 部 に 開 口 部 か ら底 面 まで 斜 め に 切 断 され た 状 況

で あ る。

〈重複 〉 平 成 ５年 度 の 調 査 で 、 第 ２６２号 土 坑 と底 面 の 一 部 が 重 複 して い る こ とが 判 明 したが 、

新 旧 関係 は不 明 で あ る。

〈規模 〉 開 口部 東 西 ２００ｃｍ、底 面 東 西 ２１８、深 さ５８ｃｍ。

〈平 面 形 〉 現 状 で は東 西 に長 い 楕 円 形 で あ るが 、削 平 に よる もの で 、 本 来 は 円 形 に 近 い もの

と思 わ れ る。

〈覆土 〉 ５層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。 削 平 の た め 北 側 に壁 はみ られ な い 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 な し。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、遺 物 の 出土 が み られず 、時 期 は 明 瞭 で は ない 。縄 文 時 代 の フ ラス コ状 ピ ッ
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トで あ る 。

第 １０６号 土 坑 （第 １０８図）

〈位 置〉 Ｂ Ｄ― ９ ・１０グ リ ッ ドに 位 置 す る。

〈確 認〉 遺 跡 の 立 地 す る段 丘 の 北 端 にあ り、 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して 確 認 した。

〈重複 〉 第 １２０号 土 坑 と重 複 して い る 。本 土 坑 が 第 １２０号 土 坑 を切 って お り、 新 しい もの で あ

る 。

〈規 模 〉 南 北 ２１０ｃｍ、 深 さ３２ｃｍ。

〈平 面 形〉 や や不 整 な 円 形 で あ る。

〈覆 土〉 ３層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 東側 は 急 な 立 ち 上 が りで あ るが 、 西 側 は緩 や か で あ る。

〈底〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物〉 な し。

〈小 結〉 本 土 坑 は、 時 代 ・性 格 等 が 不 明 な土 坑 で あ る。

第 １０７号 土 坑 欠番

第 １０８号 土坑 欠番

第 １０９号 土坑 （第 １１２・１５０図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｌ― ４グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 遺 跡 の立 地 す る段 丘 の北 端 の 北斜 面 に あ り、 に ぶ い褐 色 土 及 び暗 褐 色 土 の 落 ち込 み

と して確 認 した。

〈重 複 〉 第 １１０号 土 坑 と重 複 して い る。 本 土 坑 が 第 １１０号 土 坑 よ り新 しい もの で あ る。

〈規模 〉 開 口部 東 西 １６３ｃｍ×南 北 １７４ｃｍ、 底 面 東 西 １８０ｃｍ×南 北 １８４ｃｍ、 深 さ１５０ｃｍ。

〈平 面形 〉 円形 で あ る。

〈覆 土〉 ９層 に区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 覆 土 か ら縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 下 層 式 の 土 器 片 が 出土 して い る。
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〈小 結 〉 本 土 坑 は 、縄 文 時代 前 期 後 半 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 １１０号 土 坑 （第 １１２・１５１図）

〈位 置〉 Ｂ Ｌ― ４グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 遺 跡 の 立 地 す る段 丘 の北 端 の北 斜 面 に あ り、 明 褐 色 土 の藻 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複〉 第 １０９号 土 坑 と重 複 して い る。 本 土 坑 が 第 １０９号 土 坑 よ り古 い もの で あ る 。

〈規 模 〉 東 西 １００ｃｍ×南 北 １０５ｃｍ、深 さ２３ｃｍ。

〈平 面 形 〉 や や不 整 な 円形 で あ る 。

〈覆 土 〉 １層 で あ る 。

〈壁 〉 浅 い た め壁 の状 況 は明 瞭 で は な い。

〈底 〉 凹 凸 が み られ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物〉 覆 土 か ら縄 文 土 器 の小 片 が 出土 。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、 出 土 遺 物 か ら は時 期 は 明 らか で は な い が 、 第 １０９号 土 坑 に よ り古 い の で

縄 文 時 代 前 期 後 半 あ る い は そ れ以 前 と思 わ れ る。

第 １１１号 土 坑 （第 １１１図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｌ― ３グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 遺 跡 の 立 地 す る段 丘 か ら北 に尾 根 状 に 下 が る北 西 斜 面 に あ り、褐 色 土 の 落 ち込 み と

して 確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 開 口部 南 北 １５６ｃｍ、 底 面 南 北 １９０ｃｍ、 深 さ５７ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る。西 側 部 分 は当 初 プ ラ ンが 把 握 しづ らか った た め 、 トレ ンチ を入 れ て

調 査 した た め 、壁 が 一部 不 明 と な って い る。

〈覆土 〉 ５層 に 区 分 され た。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底〉 東 か ら西 に緩 や か に傾 斜 して い る 。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 な し。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、 遺物 の 出 土 が み られ ず 、 時 期 は不 明 で あ る。 近 辺 の フ ラス コ状 ピ ッ トは

ほ とん ど縄 文 時 代 前 期 後 半 か ら末 にか けて の もの で あ るの で 、 そ の 時 期 の可 能 性 が あ る。
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第 １１２号 土 坑 （第 １１２・１５２図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｌ ・ＢＭ― ２グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 遺 跡 の立 地 す る段 丘 か ら北 に尾根 状 に下 が る北 西 斜 面 に あ り、 褐 色 土 の落 ち込 み と

して 確 認 した。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １６９ｃｍ×南 北 １３１ｃｍ、 底 面 東 西 ２０１ｃｍ×南 北 １７４ｃｍ、 深 さ７３ｃｍ。

〈平 面 形 〉 東 西 方 向 に長 い楕 円 形 で あ る。

〈覆 土 〉 ６層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 南 西 方 向 に傾 斜 して い る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 覆 土 か ら縄 文 土 器 が 出 土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、縄 文 時代 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る 。 近 辺 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで 時期 の

明 らか な もの は縄 文 時代 前期 後 半 か ら末 に か け て の もの で あ るの で 、 本 土 坑 も同様 の 時期 の可

能性 が あ る。

第 １１３号 土坑 （第 １１３図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｌ ・ＢＭ― １ ・２グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 遺 跡 の立 地 す る段 丘 か ら北 に尾 根 状 に 下 が る北 西 斜 面 に あ り、暗 褐 色 土 の 落 ち 込 み

と して確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 ２８１ｃｍ×南 北 ２１２ｃｍ、底 面 東 西 ２８２ｃｍ×南 北 ２４０ｃｍ、深 さ８１ｃｍ。

〈平 面 形 〉 東 西 方 向 に長 い楕 円 形 で あ る。

〈覆 土 〉 １３層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。北 西 部 分 は壁 が 崩 壊 しオ ー ヴ ァー ハ ン グ は して い な い 。

〈底 〉 中央 部 が や や低 くな って い る。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物 〉 な し。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、遺 物 の 出 土 が み られ ず 、 時 期 は不 明 で あ る。 近 辺 の フ ラス コ状 ピ ッ トは

ほ とん ど縄 文 時 代 前 期 後 半 か ら末 にか け て の もの で あ る の で 、 そ の 時 期 の可 能 性 が あ る。
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第 １１４号 土 坑 （第 １１３図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｌ― １ ・２グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 遺 跡 の 立 地 す る段 丘 か ら北 に 尾根 状 に下 が る北 西 斜 面 に あ り、黒 褐 色 土 及 び暗 褐 色

土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １２２ｃｍ×南 北 １６０ｃｍ、 底 面 東 西 １８０ｃｍ×南 北 １７５ｃｍ、 深 さ１１０ｃｍ。

〈平 面 形 〉 開 口部 は か な り不 整 形 。 底 面 はや や 不 整 な 円形 で あ る 。

〈覆 土 〉 １１層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉 中央 が や や低 くな って い る。

〈施 設〉 底 面 の 中 央 よ り北 側 に東 西 ３５ｃｍ×南 北 ４５ｃｍの 深 さ２５ｃｍの 小 ピ ッ トが あ る。

〈遺 物〉 な し。

〈小 結〉 本 土 坑 は、 遺 物 の 出 土 が み られず 、 時期 は 不 明 で あ る。 近 辺 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トは

ほ とん ど縄 文 時 代 前 期 後 半 か ら末 に か け て の もの で あ るの で 、 その 時 期 の可 能性 が あ る 。

第 １１５号 土 坑 欠番

第 １１６号 土 坑 （第 １１４図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｌ― ２グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 遺 跡 の立 地 す る段 丘 か ら北 に尾根 状 に下 が る北 西 斜 面 に あ り、褐 色 土 及 び にぶ い 黄

褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 な し。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １１２ｃｍ×南 北 １０５ｃｍ、 底 面 東 西 １９５ｃｍ×南 北 ２２０ｃｍ、 深 さ１３５ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る。

〈覆土 〉 １９層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。 斜 面 上 部 側 の 壁 が 下 側 に比 べ て オ ー ヴ ァーハ ン グが きつ くな っ て い る。

〈底 〉 中央 部 が や や 低 くな って い る。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物〉 な し。

〈小 結〉 本 土 坑 は、 遺 物 の 出土 が み られ ず 、 時 期 は不 明 で あ る。 近 辺 の フ ラス コ状 ピ ッ トは

ほ とん ど縄 文 時代 前 期 後 半 か ら末 に か け て の もの で あ るの で 、 そ の 時期 の可 能性 が あ る。
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第 １１７号 土坑 （第 １９・１１４・１５１～ １５３図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｎ― ５グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 第 １１号 住 居 跡 の床 面 で黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 第 １１号 住 居 跡 と重 複 して い る。床 面 上 で の確 認 や 、土 坑 の 覆 土 に住 居 跡 の 構 築 され

てい る こ とは、 本 土 坑 の方 が 古 い こ とは 明 らか で あ る。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １３５ｃｍ×南 北 １１１ｃｍ、底 面 東 西 １４０×南 北 １４１、深 さ４５ｃｍ。

〈平 面 形〉 円 形 で あ る。

〈覆 土〉 ４層 に区 分 され たが 、 ほ とん どが １層 で あ り、 人 為 的 な堆 積 で あ ろ う。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る 。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 覆 土 に胴 部 を主体 とす る深 鉢 が 数 点 本 出土 して い る。 これ ら は、 重 複 して い る 第 １１

号 住 居 跡 の炉 の埋 設 土 器 で あ り、 第 １１号 住 居 跡 は１１ａ、 ・１１ｂ ・１１ｃの 分 け られ るが 、 第 １１ａ

号 住 居 跡 は Ｐ― ７、 第 １１ｂ号 住 居 跡 は Ｐ― ８、 第 １１ｃ住 居 跡 は Ｐ― ３に対 応 す る もの と思 わ れ

る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 第１１号 住 居 跡 と重 複 し、 本 土 坑 の 覆 土 に住 居 跡 の 炉 が 構 築 さ れ た もので

あ る。 覆 土 は ほ ぼ一 層 で埋 め られ て お り、住 居構 築 の 直 前 の堆 積 の 可 能性 が 考 え られ る。 縄 文

時 代 前 期 末 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る 。

第 １１８号 土 坑 （第 １９・１１４・１５２図）

〈位 置〉 Ｂ Ｎ― ６グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 黒 褐 色 土 の 落 ち 込 み と して確 認 した。

〈重 複 〉 第 １１号 住 居 跡 と重 複 して い る。 新 旧 関係 は不 明 で あ る。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 ９４ｃｍ×南 北 １１０ｃｍ、底 面東 西 １４３×南 北 １３５ｃｍ、深 さ７４ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る。 開 口部 の 北 側 が 一 部 攪 乱 を受 け て い る 。

〈覆 土 〉 ７層 に 区分 さ れ た。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 で あ る。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物〉 覆 土 か ら縄 文 土 器 の 小 片 が 出土 して い る 。

〈小 結〉 本 土坑 は 、縄 文 土 器 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る。 近 辺 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トの 時期 は

明 らか な もの が すべ て縄 文 時代 前 期 後 半 か ら末 の もの な の で 、本 土 坑 もそ の 頃 の 可 能 性 が あ る。
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第 １１９号 土 坑 （第 １９・１１５・１５２～ １５４・１６６・１６９図 ）

〈位 置 〉 ＢＭ ・Ｂ Ｎ― ６グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 暗 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 第 １１号 住 居 跡 と重 複 して い る。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １００ｃｍ×南 北 １０６ｃｍ、 底 面 東 西 １３０ｃｍ×南 北 １２０ｃｍ、 深 さ７３ｃｍ。

〈平 面 形 〉 や や不 整 な 円形 で あ る。

〈覆 土 〉 ５層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉 や や 凹 凸 が あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 覆土 か ら縄 文 時代 前 期 後 半 の 円 筒 下 層 式 の土 器 が 出 土 して い る 。

石 器 は 、半 円状 扁 平 打 製 石器 １点 （第 １６６図）、 敲 磨 器 １点 （第 １６９図 ） が 出土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、縄 文 時代 前期 後 半 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る 。

第 １２０号 土 坑 （第 １０８・１５５図）

〈位 置〉 Ｂ Ｄ― ９グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 暗褐 色 土 及 び黄 褐色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 北 側 で 第９７号 土 坑 と、 南 側 で 第 １０６号 土 坑 と重 複 して い る。 新 旧 関係 は 、 第 ９７号 土

坑 及 び 第 １０６号 土 坑 と もに本 土 坑 よ り新 しい もの で あ る。

〈規 模 〉 開 口部 東西 １５６ｃｍ、 底 面 東 西 ２１３ｃｍ、 深 さ １１３ｃｍ。

〈平 面形 〉 円 形 で あ る。

〈覆 土〉 １４層 に区 分 され た。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 底 面 中 央 に径 ３５ｃｍ深 さ１３ｃｍの小 ピ ッ トが あ る 。

〈遺 物 〉 底 面 か ら １の 土 器 が 出 土 して い る。 縄 文 時代 前 期 末 の 円 筒 下 層 式 で あ る。 口頸 部 は

原体 押 圧 で 、刺 突 ・結 節 回 転 が あ り、 胴 部 は単 軸 絡 条体 第 １Ａ類 で あ る。

〈小 結 〉 本 土坑 は、縄 文 時代 前 期 末 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る。

第 １２１号 土 坑 （第 １０８図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｃ ・Ｂ Ｄ― ８グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 遺 物 の立 地 す る段 丘 の 北 端 に あ り、削 平 ・崩 壊 が 進 み 、 北 斜 面 の 最 上 部 に断 面 が 確
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認 され た 。

〈重 複〉 第 １２２号 土 坑 と重 複 して い る 。新 旧 関 係 は不 明 で あ る 。

〈規模 〉 残存 部 は 深 さ３１ｃｍ。

〈平 面 形〉 残 存 は １／ ３程 で あ るが 、 円 形 で あ っ た と思 わ れ る。

〈覆土 〉 不 明 。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る 。

〈施 設 〉 不 明 。

〈遺 物 〉 な し。

〈小 結 〉 本 土 坑 は 、 時期 を示 す 遺 物 の 出 土 はみ られ な い が 、 近辺 の フ ラス コ状 ピ ッ トは縄 文

時代 前 期 後 半 か ら末 に か け て の もの で あ るの で 、 本 土 坑 は も同様 の 時 期 の 可 能 性 が あ る。

第 １２２号 土 坑 （第 １０８図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｄ― ８ ・９グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 遺 跡 の立 地 す る段 丘 の 北 端 にあ り、 第 ９７号 土 坑 の調 査 中 に検 出 した もので あ る 。

〈重複 〉 第９７号 土 坑 及 び 第 １２１号 土 坑 と重 複 して い る。 新 旧 関係 は不 明 で あ る。

〈規 模 〉 不 明 。

〈平 面 形 〉 不 明 。

〈覆土 〉 不 明 。

〈壁 〉 不 明 。

〈底〉 残存 部 で は平 坦 で あ る。

〈施 設〉 不 明 。

〈遺 物〉 な し。

〈小 結〉 本土 坑 は 、 ほ とん どが 重 複 で 残 っ て い な い状 態 で あ るが 、 フ ラ ス コ状 ピ ッ トと思 わ

れ る。

第 １２３号 土 坑 （第 ２３・１１５・１５４図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｇ― ８グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 遺 跡 の 立 地 す る段 丘 の 北 端 に近 くあ り、 黒 褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉 第 １５号住 居 跡 と重 複 して い る。 新 旧関 係 は不 明 。

〈規 模 〉 東 西 １５３ｃｍ×南 北 １５０ｃｍ、 深 さ５６ｃｍ。

〈平 面 形 〉 や や 不 整 な 円 形 で あ る。
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〈覆 土〉 ２層 に区 分 さ れ た。

〈壁 〉 垂 直 に立 ち上 が る部 分 と オ ー ヴ ァー ハ ング気 味 に 立 ち 上 が る部 分 が あ る。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物〉 覆 土 か ら縄 文 時 代 前 期 末 の 円筒 下 層 式 の小 片 が 出 土 して い る。

〈小 結〉 本 土 坑 は、 時 代 ・性 格 等 が 不 明 の土 坑 で あ る。

第 １２４号 土 坑 （第２３・１１５・１５４・１６６・１６９図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｆ ・ＢＧ― ９グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 遺 跡 の 立 地 す る段 丘 の北 端 近 くで黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して 確 認 した。

〈重 複 〉 第 １５号 住 居 跡 と重 複 して い る 。新 旧 関係 は 不 明 で あ る。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 ９８ｃｍ×南 北 １０４ｃｍ、 底 面 東 西 １５７ｃｍ×南 北 １９６ｃｍ、深 さ１４０ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る。

〈覆 土 〉 ９層 に 区分 さ れ た。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉 中央 部 が 幾 分 低 くな っ て い る 。

〈施 設 〉 底 面 中央 部 に径 ４０ｃｍ深 さ １５ｃｍの小 ピ ッ トが あ る。

〈遺 物 〉 覆 土 か ら縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 下層 式 小 片 が 出 土 して い る。

石 器 は 、 覆 土 か ら半 円状 扁 平 打 製 石 器 １点 （第 １６８図）、 敲 磨 器 １点 （第 １６９図 ） が 出 土 して

い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る。 時 期 を明 示 す る資 料 の 出土 は い ら

れ ない が 、 近 辺 の 時 期 の 明 らか な フ ラ ス コ状 ピ ッ トは縄 文 時 代 前 期 後 半 か ら末 にか けて の もの

で あ るの で 、 同様 の時 期 の 可 能 性 が あ る。

第 １２５号 土 坑 （第 １１１図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｂ― ８ ・９グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認〉 遺 跡 の 立 地 す る段 丘 の 北 端 に あ り、黒 褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した。

〈重 複〉 な し。

〈規模 〉 開 口部 東 西 １５０ｃｍ×南 北 １５４ｃｍ、底 面 東 西 １７８ｃｍ×南 北 １９０ｃｍ、 深 さ７７ｃｍ。

〈平 面 形〉 円 形 で あ る。

〈覆土 〉 ９層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。
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〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 遺 物 の 出土 はみ られ な か っ た 。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ るが 、時 期 は 明 らか で な い 。

第 １２６号 土坑 欠番

第 １２７号 土 坑 （第 １６・１１６・１５４・１６６・１６９図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｎ ・Ｂ Ｎ― １３グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 第 ９号 住 居 跡 の 調 査 中 に住 居 跡 の床 面 で に ぶ い 黄 褐 色 土 の落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重 複 〉 第 ９号 住 居 跡 と重 複 して い る。 本 土 坑 が 第 ９号 住 居 跡 よ り古 い もの で あ る。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 ９６ｃｍ、底 面 東 西 １５５ｃｍ×南 北 １７０ｃｍ、深 さ１１５ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円形 で あ る 。 開 口部 の 北 が 一 部 壊 れ て い る の は 、 第 ９号 住 居 跡 の 柱 穴 に よ る もの

で あ る。

〈覆土 〉 ９層 に 区分 され た 。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底〉 平 坦 で あ る。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物〉 覆 土 か ら縄 文 時代 前 期 後 半 の 円筒 下 層 式 の小 片 が 出 土 して い る。

石 器 は 、 覆土 か ら半 円 状 扁 平 打 製 石 器 １点 （第 １６６図 ）、 敲 磨 器 １点 （第 １６９図 ） が 出土 して

い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 第 ９号 住 居 跡 に よ っ て切 られ た 、縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラ ス コ状 ピ ッ ト

と思 わ れ る。

第 １２８号 土坑 （第 １１６図 ）

〈位 置 〉 Ｂ Ｌ― ３ ・４グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 遺 跡 の立 地 す る段 丘 の北 端 で 、 尾根 状 に北 にの び る北 西 の斜 面 に あ り、 暗褐 色 土 の

落 ち 込 み と して確 認 した。

〈重 複〉 な し。

〈規 模 〉 開 口 部東 西 ２０５ｃｍ×南 北 １９５ｃｍ、 底 面 東 西 ２３０ｃｍ×南 北 ２２０ｃｍ、 深 さ１２０ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円 形 で あ る 。

〈覆 土 〉 ２４層 に 区 分 され た 。
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〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 底 面 中央 に径 ４０ｃｍ深 さ ８ｃｍの小 ピ ッ トが あ る 。

〈遺 物 〉 な し。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 時 期 を示 す 資 料 の 出土 が い られ な い が 、 近 辺 の 時期 の 明 らか な フ ラス コ

状 ピ ッ トは縄 文 時 代 前 期 後 半 か ら末 の もの な の で 、 本 土坑 も同様 の フ ラス コ状 ピ ッ トと思 わ れ

る。

第 １２９号 土 坑 （第 １９・１１７・１５６・１５９図）

〈位 置〉 ＢＭ― ５グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認 〉 遺 跡 の立 地 す る段 丘 の北 端 に 近 くあ り、 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して 確 認 した。

〈重 複〉 第 １１号 住 居 跡 と重 複 して い る。 新 旧 関係 は不 明 で あ る。

〈規模 〉 開 口部 東西 １０６ｃｍ×南 北 １００ｃｍ、 底 面 東 西 １７６×南 北 １８０ｃｍ、 深 さ１１４ｃｍ。

〈平 面 形〉 円 形 で あ る。

〈覆 土〉 １１層 に区 分 され た 。

〈壁 〉 フ ラ ス コ形 。

〈底 〉 お お よそ 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 土 器 は、 縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 下 層 式 が 覆 土 か ら出土 して い る 。 １は無 文 の完 形

に近 い土 器 で あ る。

石 器 は石 匕が １点 （第 １５９図） 出土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラ ス コ状 ピ ッ トで あ る 。

第 １３０号 土坑 （第 １１７図）

〈位 置 〉 Ｂ Ｌ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 暗褐 色 土 及 び黄 褐 色 土 の 落 ち込 み と して確 認 した 。

〈重複 〉 第 １３１土 坑 と重 複 して い る。 第 １３１号 土 坑 が 本 土 坑 を切 って お り、 本 土 坑 よ り新 しい

もの で あ る 。

〈規模 〉 開 口部 東 西 １４８ｃｍ、 底 面 東 西 ２１５ｃｍ×南 北 ２２２ｃｍ、深 さ１１７ｃｍ。

〈平 面 形〉 開 口 部 は 第 １３１号 土 坑 に よ り切 られ て不 明 で あ る が 、 底 面 は 円 形 で あ る。

〈覆 土〉 １５層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。
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〈底〉 平 坦 で あ る 。

〈施 設〉 な し。

〈遺 物 〉 な し。

〈小 結 〉 本 土 坑 は時 期 を 明示 す る資 料 の 出 土 が な く、 明確 な 時 期 は不 明 で あ る。 近 辺 の フ ラ

ス コ状 ッ ッ トが 縄 文 時 代 前 期 後 半 か ら末 に か け て の もの で あ るの で 、 同 様 の 時 期 の フ ラス コ状

ピ ッ トで あ る可 能 性 が あ る。

第 １３１号 土 坑 （第 １１７図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｋ ・ＢＭ ― ７グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 暗 褐色 土 の 落 ち込 み と して 確 認 した。

〈重 複〉 第 １３０号 土 坑 と重 複 して い る。 本 土 坑 が 第 １３０号 土 坑 を切 っ て構 築 して お り、新 しい

もの で あ る。

〈規 模 〉 長 軸 １６３ｃｍ単 軸 ７３ｃｍ、 深 さ６３ｃｍ。

〈平 面 形 〉 北 東 南 西 方 向 に長 軸 を もつ楕 円形 。

〈覆 土 〉 ４層 に 区分 され た。

〈壁 〉 垂 直 に近 い立 ち上 が りで あ る。

〈底 〉 北 東 側 の半 分 が 一 段 低 くな って い る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 な し。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 時代 ・性 格 の 不 明 な土 坑 で あ る。

第 １３２号 土 坑 （第 １１５・１１８・１５６図）

〈位 置〉 Ｂ Ｋ― ８グ リ ッ ドに位 置 す る 。

〈確 認 〉 第 ８号 住 居 跡 の床 面 で 暗褐 色 土 の 落 ち 込 み と して 確 認 した 。

〈重 複〉 第 ８号 住 居 跡 及 び 第 １３３号 土 坑 と重 複 して い る。 本 土 坑 は第 ８号 住 居 跡 に よ って 切

られ 、 第 １３３号 土 坑 を切 って い る。 本 土 坑 は第 ８号 住 居 跡 よ り古 く第 １３３土 坑 よ り新 しい もの で

あ る。

〈規 模 〉 開 口部 東 西 １１１ｃｍ、底 面 東 西 １８０ｃｍ、 深 さ１０１ｃｍ。

〈平 面 形 〉 円 形 で あ る。

〈覆 土〉 １１層 に区分 され た 。 覆 土 は北 側 か らの 流 れ 込 み の よ うな堆 積 状 況 で あ る
。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。
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〈施 設〉 な し。

〈遺 物〉 第 １３３号 土 坑 と あ わせ て 縄 文 時 代 前 期 後 半 の 円筒 下 層 式 の小 片 が 出 土 して い る 。

〈小 結〉 本 土坑 は 、縄 文 時代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トと思 われ る。

第 １３３号 土 坑 （第 ５・１１８・１５６図 ）

〈位 置〉 Ｂ Ｋ― ８グ リ ッ ドに位 置 す る。

〈確 認〉 第 ８号 住 居 跡 の 床 面 で 黒 褐 色 土 の 落 ち込 み と して 確 認 した。

〈重 複〉 第 ８号 住居 跡 及 び 第 １３２号 土 坑 と重 複 して い る 。 本土 坑 は 第 ８号住 居 跡 及 び 第 １３２号

土 坑 の 双 方 に 切 られ て お り、 古 い もの で あ る。

〈規模 〉 開 口 部 東 西 １８５ｃｍ×南 北 １８０ｃｍ、 深 さ１２４ｃｍ。

〈平 面 形 〉 開 口部 は 第 １３２号 土 坑 に よ っ て切 られ て 明確 で は な くな っ て い るが 、 底 面 は円 形

で あ る。

〈覆 土〉 １４層 に 区 分 され た 。

〈壁 〉 フ ラス コ形 。

〈底 〉 平 坦 で あ る。

〈施 設 〉 な し。

〈遺 物 〉 第 １３３号 土 坑 とあ わせ て縄 文 時代 前 期 後半 の 円 筒 下層 式 の 小 片 が 出 土 して い る。

〈小 結 〉 本 土 坑 は、 縄 文 時 代 前 期 後 半 の フ ラス コ状 ピ ッ トで あ る。

（木 村 ）
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第２節 平成 ４年度東捨て場出土遺物

１ 石器

本遺跡からは大量の石器が出土 した。その内訳は住居跡、土坑などの遺構出土のもの、縄文

時代前期の遺物廃棄ブロック （東捨て場）に伴 うものとがあり、その他は遺構外一括 とした。

出土土器 との共伴関係か らは石器の詳細な時期を決定することができないが、東捨て場は円筒

下層式土器が大部分であること、遺構内外から縄文時代中期前半の土器や縄文時代晩期～弥生

時代初頭に係わる土器が出土 していることなどから部分的には大 まかな傾向はとらえることが

できよう。

以下に示すように、大 きく機種 ごとに分け、更に形態や特徴ごとに細分 した。

①石鏃

Ⅰ類 無茎の もの

ａ．凹基の もの

ｂ．平基の もの

ｃ．円基の もの

ｄ．尖基の もの

Ⅱ類 有茎のもの

ａ．Ｔ基のもの 基部の一部がＴ基で他方がＹ基の ものもこの類に含めた。

ｂ．Ｙ基のもの

②石槍

③石錐

Ⅰ類 棒状のもの

Ⅱ類 つまみ部を作 り出しているもの

Ⅲ類 剥片の末端に錐部 を作 り出 しているもの

Ⅳ類 石鏃からの転用品

④石匕

Ⅰ類 縦型のもの

Ⅱ類 横型のもの

－ ２９０ －



⑤石篦 （篦状石器）

刃部の形状から両刃の もの、片刃のものに分けられる。

Ⅰ類 両面加工の もの

Ⅱ類 片面加工のもの

⑥不定形石器

Ⅰ類 定型的な刃部を持つスクレイパー類

Ⅱ類 定型的な刃部 を持たないＲ―フレイク類

Ⅲ類 使用のため生じた微細剥離のあるＵ―フレイク類

⑦石斧

⑧半円状扁平打製石器

Ⅰ類 半円状を呈する面が自然面であ り、その他の面を打ち欠いているもの

両端部を打ち欠いた もの も含む

Ⅱ類 原石の一方の表面だけを打ち欠き、裏面は自然面のもの

両面 （全面）を打ち欠いた もの

Ⅲ類 周辺を打ち欠いたもの

Ⅳ類 抉 りを持つ もの

Ⅴ類 弧状の部位を打ち欠 き、直線部は自然面のもの

⑨敲磨器類

Ⅰ類 主として凹のあるもの

Ⅱ類 主として敲打痕のあるもの

Ⅲ類 主として磨 り痕のあるもの

Ⅳ類 剥離のある礫

⑩石皿 ・台石類

⑪軽石製品

⑫石製品

（工藤）
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２ その他

（１） 石製品について

軽石を利用 したものが七点出土 している。捨て場から出土した １点をのぞ くといずれ も住居

跡の覆土や床面から出土 している。主にスリと沈刻による加工であるが、その用途は不明であ

る。

玉類は２点出土 しており、大型で自然の穴の周辺を擦って平 らに加工 したもの（第１７１図― ３）

と小型で両側から穿孔されたヒスイ製のもの （第２３８図― ２）がある。

石刀、石剣、石棒類 は４点出土 した。いずれも欠損品であるが、比較的部位の明確なもの （第

２１６図― ４、第２１７図― ３） もある。

用途の不明な孔の開けられた ものが ４点出土 した。刃部の造 りや穿孔の粗雑な もの ２点 （第

２１７図― ２、第２３８図― ４）と全体的に造 りの丁寧なものに分けられる。後者はいずれ も欠損品

で、円盤状 を呈した白色頁岩製のもの （第２１７図―１）と大型で短冊形を呈 した粘板岩製 もの （第

２３８図― １）がある。

その他 ３点ほど出土 した。捨て場か ら石鏃の模造品らしきもの （第２１８図― １）が出土 して

いるが、その材質が粘板岩であることや造 りなどからみて実用に耐えないものであ り、用途は

不明である。

（２） 土製品について

小型の板状土偶 （第１７２図― １）が １点出土 した。左の腕部 と頭部が欠損 したもので、表裏

及び側面に線刻文を施 している。肩部には貫通孔があり、頭部から胴部の中程に向けても孔が

開けられている。形態的にみて縄文時代中期の ものであるが、対応する土器型式など詳細は不

明である。

スタンプ型土製品 （第２３９図― １）が一点出土 した。スタンプ部 は沈線で同心円状に施文 し

ている。スタンプ部の周縁と取手部が欠損 している。

小型で容器を模した土製品は９点出土 した。蓋状のもの （第２３９図― ３）、漏斗に似た底のな

いもの （第７５図― ３、第２１８図―４）、土器様の ものがある。後者は、内面に黒色の付着物があ

るもの （第２３９図― ６、７） と赤色顔料の付着 しているもの （第２３９図― ５）があ り、特別な内

容物を入れる容器として使われたと思われる。

その他、急須様の土器の取手部分かと思われるもの （第２３９図― ２）と土器片の周縁を擦っ

た円盤状土製品が ２点、用途不明のものが ２点出土 した。

（工藤）
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第 ５章 自然科学的調査

第 １節 畑内遺跡出土火山灰の蛍光Ｘ線分折

奈良教育大学 三 辻 利 一

１ はじめに

十和田系火山灰 と白頭山系火山灰は対照的な化学特性 をもつため、その相互識別は容易で

ある。青森県内の１０世紀代の地層に両者が堆積 している。セ ットになって堆積する場合には

必ず、上位は白頭山火山灰であり、下位は十和田 ａ火山灰である。その分布状況は多 くの、

青森県埋蔵文化財調査報告書に報告されている。

一説によると、白頭山火山灰は弥生時代にも降下したといわれ、また、１０世紀以後にも降

下したといわれるが、目下のところ確証はない。

当方、十和田系火山灰は縄文時代から歴史時代にかけて幾度も噴火活動が繰 り返されてい

る。八戸火山灰、ニノ倉火山灰、南部浮石層、中掫浮石、十和田 ｂ火山灰、十和田ａ火山灰

がそうである。噴火年代によって、その代学特性に若干の相違があるが、基本的にはカリ長

石よりも斜長石に富むという共通の特徴 ももってお り、 したがって、Ｃａ、Ｓｒ量に富む。そ

のため、十和田系火山灰同士の相互識別は容易ではない。

本報告では畑内遺跡出土火山灰の蛍光Ｘ線分析の結果を報告するが、その例である。

２ 分析結果

分析値を表 １に示す。すべて、岩石標準試料 ＪＧ―１による標準化値で示す。この結果を

理解するために、次に、い くつかの分布図を作成 した。

図 １には Ｒｂ―Ｓｒ分布図を示す。 ４点の試料はすべて、Ｒｂ量が少 なく、Ｓｒ量が多い。こ

れは十和田系火山灰の特性である。 したがって、 ４点の試料の中には白頭山火山灰はない。

図 ２にはＫ―Ｃａの分布図 を示す。Ｃａ量が非常に多 く含まれているので、Ｃａ軸の目盛 り

を縮小 した。それでバランスを保つため、Ｋ軸 も目盛 りを １／ ２に縮小 した。そうすると、

Ｎｏ１は十和田ａ領域に分布するものの、Ｎｏ１、２、３の ３点は十和田 ａ領域を大きくずれた。

したがって、Ｎｏ２、 ３、 ４は十和田 ａ火山灰で もない。

十和田系火山灰の中ではニ ノ倉火山灰には Ｆｅ量が多いのに対 し、十和田 ａ火山灰には少

ない。中掫浮石、南部浮石の Ｆｅ含有量はその中間にくる。このように、十和 田系火山灰は

－ ３６０ －
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Ｆｅ量 に よ って 区 別 で きる可 能性 を もつ の で 、 次 に、 図 ３に Ｆｅ因 子 を比 較 して あ る。 Ｎｏ１は

Ｒｂ―Ｓｒ、 Ｋ― Ｃａ分 布 図 か ら も予 想 され る よ うに 、 十 和 田 ａ火 山灰 に対 応 す る もの とみ られ

る。 Ｎｏ２、 ３、 ４の Ｆ ｅ量 は ＪＧ― １に よ る標 準 化 値 に して ３以 下 で あ り、 二 ノ火 山灰 で は

あ り得 な い 。 図 ３か らみ る と、 十 和 田 ｂ、 中掫 浮 石 、南 部 浮石 の い ず れ か に対 応 す る とみ ら

れ る 。この う ち、十和 田 ｂ火 山灰 に は 図 ２に示 され る よ う に、Ｃａ量 は多 くな い 。そ うす る と、

Ｎｏ２、３、４は 中掫 浮石 か 南 部 浮 石 の いず れ か とい う こ とに な る。両 者 の 相 互 識 別 は基 礎 デ ー

タが 十 分 で は な い た め 、 困 難 で あ る。 こ こで は 中掫 浮 石 か南 部 浮石 の い ず れ かで あ る と して

お く。
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第 ２節 学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書

青森県埋蔵文化財調査センター所長 柿 崎 日出夫 殿

１９９２年１２月１８日受領致 しました試料 についての年代測定の結果 を下記の通 り御報告致 しま

す。

なお年代値の算出には１４Ｃの半減期 として ＬＩＢＢＹの半減期５５７０年を使用 しています。また

付記 した誤差 はβ線の計数値の標準偏差 σにもとづいて算出 した年数で、標準偏差 （ＯＮＥ

ＳＩＧＭＡ）に相当する年代です。 また試料のβ線計数率 と自然計数率の差が ２σ以下のときは、

３σに相当する年代を下限の年代値 （Ｂ．Ｐ．） として表示 してあります。また試料のβ線計数

率 と現在の標準炭素 （ＭＯＤＥＲＮＳＴＡＮＤＡＲＤＣＡＲＢＯＮ）についての計数率の差が ２σ以下の

ときは、 Ｍｏｄｅｒｎと表示 し、δ１４Ｃ％を付記 してあ ります。

記

ＣｏｄｅＮｏ． 試 料

ＧａＫ―１６８１０ Ｗ ｏｏｄ ｃｈａｒｃｏａｌｆｒｏｍ 畑 内 遺 跡 ３２４０± ９０

Ｎｏ．１ 第 ８号 土 坑 １２９０Ｂ ．Ｃ ．

ＧａＫ―１６８１１ Ｗ ｏｏｄ ｃｈａｒｃｏａｌｆｒｏｍ 畑 内 遺 跡 １４１０± ９０

Ｎｏ．２ 第 １号 土 坑 Ａ ．Ｄ ．５４０

ＧａＫ ―１６８１２ Ｗ ｏｏｄ ｃｈａｒｃｏａｌｆｒｏｍ 畑 内 遺 跡 ２６５０± １００

Ｎｏ．３ 第 １号 屋 外 炉 ７００Ｂ ．Ｃ ．

ＧａＫ ―１６８１３ Ｗ ｏｏｄｃｈａｒｃｏａｌｆｒｏｍ 畑 内 遺 跡 １４，４８０± ２１０

Ｎｏ．４ 八 戸 火 山 灰 層 １２，５３０Ｂ ．Ｃ ．

ＧａＫ― １６８１４ Ｗ ｏｏｄｃｈａｒｃｏａｌｆｒｏｍ 畑 内 遺 跡 １３，４７０± ２００

Ｎｏ．５ 八 戸 火 山 灰 層 １１，５２０Ｂ ．Ｃ ．

以 上

木 越 邦 彦
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